
図面番号 図面名 縮尺 図面番号 図面名 縮尺

A-01

A-02

A-03

A-04

A-05

A-06

A-07

A-08

A-09

A-10

A-11

A-12

A-13

A-14

A-15

A-16

A-17

A-19

A-20

A-22

A-23

A-24

A-25

A-26

A-27

A-28

A-29

A-30

A-31

A-33

A-34

A-35

改修工事　特記仕様書１ －－

改修工事　特記仕様書２

改修工事　特記仕様書３

改修工事　特記仕様書４

改修工事　特記仕様書５

－－

－－

－－

－－

A-36

A-37

A-38

A-39

A-40

A-41

A-48

A-49

A-50

A-51

A-52

A-54

建築工事

図面リスト

S=1:150

S=1:150

S=1:150

S=1:150

既存・改修　建具表 S=1:100

仮設計画　既存　1階平面図（参考図）

S=1:150仮設計画　既存　2階平面図（参考図）

仮設計画　既存　3階平面図（参考図）

仮設計画　既存　4階平面図（参考図）

S=1:150仮設計画　既存　4階屋根伏図（参考図）

仮設計画　既存　立面図２（参考図）

仮設計画　既存　立面図３（参考図） S=1:100

S=1:100

S=1:150

S=1:150

S=1:150

S=1:150既存　４階平面図（建具キープラン）

案内図・配置図 S=1:400

既存　１階平面図 S=1:150

S=1:150既存　２階平面図

S=1:150既存　３階平面図

S=1:150既存　４階平面図

S=1:150既存　４階屋根伏図

S=1:150

S=1:150

S=1:150

S=1:150

S=1:150

改修　１階平面図

改修　２階平面図

改修　３階平面図

改修　４階平面図

改修　４階屋根伏図

S=1:100既存　立面図　２

S=1:100既存　立面図　３

S=1:100

S=1:100

改修　立面図　２

改修　立面図　３

既存・改修　１階天井伏図 S=1:150

S=1:150既存・改修　２階天井伏図

S=1:150既存・改修　３階天井伏図

S=1:150既存・改修　４階天井伏図

S=1:50

改修　断面詳細図 S=1:50

既存　断面詳細図

既 存 階 段 断 面 詳 細 図10 棟 S=1:50

10 棟 S=1:50改 修 階 段 断 面 詳 細 図

S=1:150既存　１階平面図（建具キープラン）

S=1:150既存　２階平面図（建具キープラン）

S=1:150既存　３階平面図（建具キープラン）

－－改修工事　特記仕様書６

S=1:100A-57 仮設計画図　（全体配置図）（参考図）令和5年度

縮　尺図面内容製　図岩手県知事登録　第  496号 検　図 特　記 年月日 番　号

（有）大久保建築設計事務所 一級建築士登録　第77108号

ＴＥＬ　019－635－7801 R5年02月大　久　保　貞　輔盛岡市西仙北１丁目19番14号
ＦＡＸ　019－635－7830 枚の内

図面リスト
－－

改修　１階平面図（建具キープラン）

改修　２階平面図（建具キープラン）

改修　３階平面図（建具キープラン）

改修　４階平面図（建具キープラン）

欠番

欠番

欠番

A-55

欠番

欠番

欠番

欠番

欠番

欠番

欠番

欠番

修 　繕 　 名

A-18 外壁数量調査票 -

令和５年度盛岡市立中野小学校校舎安全対策（外壁・屋上等防水）修繕

令和５年度盛岡市立中野小学校校舎安全対策

（外壁・屋上等防水）修繕



（有）大久保建築設計事務所
ＴＥＬ　019－635－7801

盛岡市西仙北１丁目19番14号
ＦＡＸ　019－635－7830

番　号

枚の内

年月日縮　尺図面内容特　記製　図検　図岩手県知事登録　第  496号

一級建築士登録　第77108号

大　久　保　貞　輔

章 項 　 　 　 　 目 特 　 　 　 　 記 　 　 　 　 事 　 　 　 　 項

・  適 用 す る

（ 工 事 カ ル テ ）

1-2

の 　 登 　 録

処 　 理 　 等

２ ． 敷 地 面 積

[1.1 .4 ]

3- 2

１ ． 適  用  基  準

２ ． 工 事 実 績 情 報

３ ． 発  生  材  の

）

引 渡 し を 要 す る も の

※  な し

特 別 管 理 産 業 廃 棄 物

※  な し

・  あ り  （

※  上 記 以 外 の 発 生 材 は 、 可 能 な 限 り 中 間 処 理 施 設 等 に お い て 再 利 用 ・ 減 量 化 等 を 図 る

も の と し 、 処 理 方 法 等 は 監 督 員 と 協 議 す る 。

現 場 に お い て 再 利 用 を 図 る も の （ ）

※  現 場 に お け る 分 別 － 保 存 材 は 、 分 別 す る 。

・  本 工 事 で 発 生 す る 建 設 廃 棄 物 の う ち 、 岩 手 県 内 の 最 終 処 分 場 （ 中 間 処 理 施 設 経 由 を

含 む ） に 搬 入 さ れ る 産 業 廃 棄 物 に つ い て は 、 岩 手 県 産 業 廃 棄 物 税 が 課 税 さ れ る の で

適 正 に 処 理 す る こ と 。

１ ． 共  通  仕  様

２ ． 特  記  仕  様

○ 印 の 付 か な い 場 合 は 、 ※ 印 の 付 い た も の を 適 用 す る 。

○ 印 と ※ 印 の 付 い た 場 合 は 、 共 に 適 用 す る 。

（ ２ ） 特 記 仕 様 は 、 ○ 印 の 付 い た も の を 適 用 す る 。

Ⅱ ． 改  修  工  事  仕  様

（ １ ） 項 目 は 、 番 号 に ○ 印 の 付 い た も の を 適 用 す る 。

（ 　 ） 内 表 示 番 号 は 、 標 仕 の 当 該 項 目 、 当 該 図 又 は 当 該 表 を 示 す 。

図 面 、 特 記 仕 様 書 及 び 現 場 説 明 事 項 に 記 載 さ れ て い な い 事 項 は 、 国 土 交 通 省 大 臣 官 房 官 庁 営 繕 部 監 修 「 公 共

た だ し 、 改 修 標 仕 に 規 定 さ れ て い る 項 目 以 外 は 、 国 土 交 通 省 大 臣 官 房 官 庁 営 繕 部 監 修 「 公 共 建 築 工 事 標 準 仕

（ ３ ） 特 記 仕 様 書 に 記 載 の ［ 　 ］ 内 表 示 番 号 は 、 改 修 標 仕 の 当 該 項 目 、 当 該 図 又 は 当 該 表 を 示 す 。

図 面 、 本 特 記 仕 様 書 、 標 準 仕 様 書 及 び 改 修 標 準 仕 様 書 に 記 載 の な い 事 項 は 次 の 基 準 に よ る

・

[1. 3. 2]

・  適 用 す る
技 術 者 [1.3 . 3]

５ ． 電 気 保 安

[1.6 .2 ]６ ． 技 　 能 　 士

工 法

・Ｓ-Ｆ1

・Ｐ０Ｓ

・Ｓ４Ｓ

・Ｓ-Ｆ2

・Ｍ４ＳＩ
・Ｓ４ＳＩ

・Ｐ０ＳＩ

・ Ｓ -Ｍ 2
・ Ｓ -Ｍ 1・Ｍ４Ｓ

防 水 層 の 種 別

※改修標準仕様書3.5.2

※改修標準仕様書3.5.2

(厚さ)・25mm　

・ Ｓ I-Ｆ 1
・ Ｓ I-Ｆ 2

施 工
箇 所

種 別  断 熱 材 Ｇ 備 考

・設ける

脱気装置

・設けない

・設ける

脱気装置

・設けない

・設ける・設けない

改修用ドレン

・設ける・設けない

脱気装置

・設ける・設けない

改修用ドレン

・設ける・設けない

脱気装置

Ｇ

・製造所の

・製造所の

・製造所の

・製造所の

・

・

・

・

・製造所の

・製造所の

・製造所の

・製造所の

・

・

・

・

仕上塗料

使用 量種類

・

・

・

・

・Ｓ３Ｓ

・Ｓ３ＳＩ

シ ー リ ン グ 材 の 種 類 、 施 工 箇 所

下 表 以 外 は 、 改 修 標 仕  表 3. 7. 1に よ る 。

施    工    箇    所 シ ー リ ン グ 材 の 種 類 （ 記  号 ）

[1. 3 .1 2]

ル ー フ ィ ン グ

シ ー ト 防 水

 [3 .5 .2～ 4][表 3. 5 .1～ 3]

シ ー リ ン グ 改 修 工 法 の 種 類

・  シ ー リ ン グ 充 填 工 法

・  シ ー リ ン グ 再 充 填 工 法

・  拡 幅 シ ー リ ン グ 再 充 填 工 法

・  ブ リ ッ ジ 工 法 ボ ン ド ブ レ ー カ ー 張 り ・  適 用 す る 　 ・ 適 用 し な い

エ ッ ジ ン グ 材 張 り ・  適 用 す る   ・ 適 用 し な い

 [3. 1 .4 ][ 3. 7 .2～ 8]［ 表 3.7 . 1］

種 類 ： 処 理 方 法 ：・  あ り  （ ）

(3)(エ)(b）による

(3)(エ)(ｂ）による

防水の適用

高日射反射率

仕様による

仕様による仕様による

仕様による 仕様による

仕様による 仕様による

仕様による

・Ｓ-Ｆ１ 

・Ｓ-Ｆ２ 
・Ｓ-Ｍ1

(厚さ)・25mm　 ・50mm

・50mm

保　護　層

箇 所
施 工

塗り厚さ ・床塗り工法 ・下地モルタル塗り

平場のモルタル塗り 立上り部の保護
モルタル塗り

・Ｓ-Ｃ1 ・ ・
※7mm以下

・

※改修標準仕様書 ※改修標準仕様書

・

種別

Ｐ1Ｓ工法の

6.15.6(2)(イ)及び(ウ)に準ずる
・

6.15.6(2)(イ)及び(ウ)に準ずる

屋内防水 防水層の種別

絶 縁 用 シ ー ト の 材 質 ※  発 泡 ポ リ エ チ レ ン シ ー ト

脱 気 装 置 の 種 類 及 び 設 置 数 量 　 　 ※ ル ー フ ィ ン グ シ ー ト 製 造 所 の 指 定 に よ る

接 着 工 法 の Ｐ Ｃ コ ン ク リ ー ト 下 地 の 目 地 処 理 ・ 行 う (・ 図 示  ） ・ 行 わ な い

Ｐ Ｃ コ ン ク リ ー ト 部 材 の 入 隅 部 の 増 張 り ・ 行 う (・ 図 示 　 ） ・ 行 わ な い ）

Ｐ Ｃ コ ン ク リ ー ト 部 材 （ 種 別 Ｓ -Ｆ 1、 Ｓ 1-Ｆ 1の 場 合 ） の 入 隅 部 の 増 張 り

・ 行 う （ ※ 図 示  ） 　 ・ 行 わ な い

・PCｺﾝｸﾘｰﾄ
下地

・

様 書 （ 建 築 工 事 編 ） （ 令 和 ４ 年 版 ） 」 （ 以 下 「 標 準 仕 様 書 」 と い う 。 ） に よ る 。

建 築 改 修 工 事 標 準 仕 様 書 （ 建 築 工 事 編 ） （ 令 和 ４ 年 版 ） 」 （ 以 下 「 改 修 標 仕 」 と い う 。 ） に よ る 。

建 築 工 事 標 準 詳 細 図 （ 令 和 ４ 年 版 ）

本 設 計 図 書 に お け る 「 標 準 詳 細 図 」 他 は 、 次 の 基 準 を 指 す 。

国 土 交 通 省 大 臣 官 房 官 庁 営 繕 部 整 備 課

・ 建 築 物 解 体 工 事 共 通 仕 様 書 （ 平 成 31年 版 ） 　 国 土 交 通 省 大 臣 官 房 官 庁 営 繕 部１

適 用 工 事 種 別 職 　 種 技 能 検 定 の 作 業 の 種 別

仮 設 工 事

鉄 筋 工 事

コ ン ク リ ー ト 工 事

鉄 骨 工 事

コンクリートブロッ ク

ALCパ ネ ル 、 押 出 成 形

セ メ ン ト 板 工 事

防 水 工 事

石 　 工 　 事

タ イ ル 工 事

木 　 工 　 事

屋 根 ・ と い 工 事

金 属 工 事

左 官 工 事

建 具 工 事

カ ー テ ン ウ ォ ー ル 工 事

塗 装 工 事

内 装 工 事

排 水 工 事

舗 装 工 事

植 栽 工 事

と 　 び

鉄 筋 施 工

型枠施工

コンクリート圧送施工

鉄 　 工

ブ ロ ッ ク 建 築

エーエルシーパネル
施工

防 水 施 工

石 材 施 工

タ イ ル 張 り

 建 築 大 工

建 築 板 金

ス レ ー ト 施 工

内 装 仕 上 げ 施 工

サ ッ シ 施 工

左 　 官

ガ ラ ス 施 工

自 動 ド ア 施 工

カーテンウォール施工

塗 　 装

内 装 仕 上 げ 施 工

表 　 装

路 面 標 示 施 工

造　園

・とび作業

・  鉄 筋 組 立 て 作 業

・型枠工事作業

・ 構 造 物 鉄 工 作 業

・コンクリート圧送工事作業

・ コ ン ク リ ー ト ブ ロ ッ ク 工 事 作 業

・エーエルシーパネル工事作業

・ ア ス フ ァ ル ト 防 水 工 事 作 業

・ ウ レ タ ン ゴ ム 系 塗 膜 防 水 工 事 作 業

・ ア ク リ ル ゴ ム 系 塗 膜 防 水 工 事 作 業

・ 合 成 ゴ ム 系 シ ー ト 防 水 工 事 作 業

・ 塩 化 ビ ニ ル 系 シ ー ト 防 水 工 事 作 業

・ セ メ ン ト 系 防 水 工 事 作 業

・ シ ー リ ン グ 防 水 工 事 作 業

・改質アスファルトシートトーチ工法防水工事作業

・ＦＲＰ防水工事作業

・ 石 張 り 作 業

・ 大 工 工 事 作 業

・ タ イ ル 張 り 作 業

・ 内 外 装 板 金 作 業

・ ス レ ー ト 工 事 作 業

・ 鋼 製 下 地 工 事 作 業

・ 左 官 作 業

・ ビ ル 用 サ ッ シ 施 工 作 業

・ ガ ラ ス 工 事 作 業

・ 自 動 ド ア 施 工 作 業

・ 金 属 製 カ ー テ ン ウ ォ ー ル 工 事 作 業

・ 建 築 塗 装 作 業

・ プ ラ ス チ ッ ク 系 床 仕 上 げ 工 事 作 業

・ カ ー ペ ッ ト 系 床 仕 上 げ 工 事 作 業

・ ボ ー ド 仕 上 げ 工 事 作 業

・ 壁 装 作 業

・ 建 築 配 管 作 業配 　 管

・溶融ペイントハンドマーカー工事作業

・溶融ペイントマシンマーカー工事作業

・造園工事作業

・

７ ． 施  工  条  件 施 工 順 序 に 制 約 が あ る 場 合

そ の 他 の 施 工 条 件

[1. 3. 5]

８ ． 建 築 材 料 等 (a) 原 則 と し て 、 全 て の 材 料 に つ い て 監 督 員 の 承 諾 を 受 け る 。

(b) 環 境 へ の 配 慮

※  改 修 標 仕  1. 4. 1  に よ る

[1 . 4. 1]

改 修 標 仕 に 記 載 さ れ て い な い 特 別 な 材 料 の 工 法 は 、 材 料 製 造 所 の 指 定 す る

工 法 と す る 。

[1.4 . 2]

・

・

[1 .3 .5 ]

[ 1. 3 .5 ]

　　貸与資料（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　調査範囲（・　　　　　　　　　　・図示　　　　　　　　　　）

※ 石綿含有建材の事前調査

　　工事着手に先立ち、目視及び貸与する設計図書等によって石綿を含有している吹き

付け材、成形板、建築材料等の使用の有無について調査する。

分析対象

  アクチノライト、アモサイト、アンソフィライト、クリソタイル、クロシドライト及び

  トレモライト

・ 分析による石綿含有建材の調査

事前調査10.石綿含有建材の

９ ． 特 別 な 材 料 の
工 　 　 法

調　　査

[1.5 .1 ]

分析方法

・箇所数（ 　　　）

材　料　名

・箇所数（ 　　　） ・箇所数（ 　　　）

・箇所数（ 　　　） ・箇所数（ 　　　）

定 性 分 析

・箇所数（ 　　　）

定 量 分 析
（JIS A 1481-1又はJIS A 1481-2） （JIS A 1481-3又はJIS A 1481-4）

サンプル数　　１箇所あたり３サンプル 採取箇所　・ 図示　　　

施 工 計 画 書

施 工 図 及 び 施 工 計 画 書 の 提 出 に つ い て

工 事 施 工 図 の 描 き 方 （ 平 成 元 年 ） 」 に 準 ず る も の と す る 。

に 限 り 発 注 者 に 委 譲 す る も の と す る 。

(a) 施 工 図 及 び 施 工 計 画 書 は 、 各 工 種 に お い て 作 成 し 提 出 す る 。

(b) 施 工 図 の 記 載 内 容 及 び 記 載 水 準 は 、 建 設 大 臣 官 房 官 庁 営 繕 部 監 修 「 建 築 ・ 設 備

(C) 本 工 事 に 係 る 施 工 図 及 び 施 工 計 画 書 の 著 作 者 の 権 利 は 、 当 該 建 物 に お け る 使 用

[1.2 .3 ]11． 施 工 図 及 び

(d) 提 出 部 数 は 、 監 督 員 の 指 示 に よ る 。

12.完 成 時 提 出 図 書 工 事 完 成 時 の 提 出 図 書

※ 標 準 仕 様 書 1.9 .2及 び 1.9 .3に よ る 。 ・ 　 　

保 全 に 関 す る 資 料 の 提 出 　 （ 　 ） 部

提 出 仕 様 （ ・ 紙 ベ ー ス 　 ・ 電 子 デ ー タ 　 ・ 　 　 　 　 ）

[1. 9. 2 ]

[1 .9 .3 ]

完 成 写 真

撮 影 箇 所 及 び 提 出 サ イ ズ 、 仕 様 ※ 監 督 員 の 指 示 に よ る 　 ・ 　 　 　

13． 設 備 工 事 と の

取 合 い

施 工 範 囲

・  図 示 し た 貫 通 孔 、 開 口 部 の 型 枠 及 び そ れ ら の 補 強

・  図 示 し た 壁 、 天 井 の 仕 上 材 、 下 地 材 の 切 り 込 み 及 び 下 地 材 の 補 強

・  自 動 閉 鎖 装 置 取 付 け の 箇 所 の 切 り 込 み 及 び 補 強

・  駆 動 装 置 が 電 動 に よ る 建 具 類 の ２ 次 配 線 及 び 操 作 ス イ ッ チ

・ そ の 他 指 示 す る と こ ろ

[1.9 . 1] [表 1.9 . 1]

施 工 図

設 備 機 器 の 位 置 、 取 合 い 等 が 検 討 で き る 施 工 図 を 提 出 し て 、 監 督 員 の 承 諾 を 受 け る 。

15． 施 工 調 査

調 査 範 囲

調 査 方 法

・  図 示

・  図 示

・  図 示

[1. 6 .2 ]

[ 1 .6 .3 ]

[ 2 .4 .1 ]

・  設 け る

（ 規 模 及 び 仕 上 げ の 程 度 並 び に 設 置 す る 備 品 の 種 類 ・ 数 量 等 は 現 場 説 明 書 に よ る ）

１ ． 監 督 員 事 務 所

構 内 既 存 の 施 設

・  利 用 で き る （  ・  有 償 　 ・  無 償 ） ・  利 用 で き な い

・  設 け な い

構 内 既 存 の 施 設

・  利 用 で き る （  ・  有 償 　 ・  無 償 ） ・  利 用 で き な い
３ ． 工 事 用 電 力

等 の 対 策

・ 防 音 パ ネ ル ［ 2.1 .3］４ .騒 音 ・ 粉 じ ん

２ ． 工 事 用 水

・ 防 音 シ ー ト

防 音 パ ネ ル 等 を 取 り 付 け る 足 場 等 の 設 置 範 囲 　  ※ 図 示

５ ． 足 　 場 　 等

材 料 、 撤 去 材 等 の 運 搬 方 法

・  

Ｃ 種 ： 利 用 可 能 な エ レ ベ ー タ ー （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

・  Ｅ 種・  Ｄ 種・  Ｃ 種・  Ｂ 種・  Ａ 種種 別

・ 「手すり先行工法に関するガイドライン」に基づく足場の設置に当たっては、同ガイドライ

ンの別紙1「手すり先行工法による足場の組立て等に関する基準」における2の(2)手すり据置

Ｄ 種 ： 利 用 可 能 な 階 段 （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

内 部 足 場 ・ 設 置 す る （ ※ 脚 立 、 足 場 板 等 　 ・ 　 　 　 　 ）
・ 設 置 し な い

外 部 足 場 ・ 設 置 す る （ ・ 枠 組 足 場 　 ・ 単 管 足 場 　 ・ 　 　 　 　 ）
・ 設 置 し な い

防 護 シ ー ト に よ る 養 生 ・ 行 う （ ・ 工 事 に 必 要 な 範 囲 　 ・ 　 　 　 　 　 　 　 ）

方式又は(3)手すり先行専用足場方式により行う。

た場合は、受注者の責任において速やかに修復等の処置を行う。

既存部分に汚染又は損傷を与えるおそれのある場合は養生を行う。また、万一損傷等を与え

［2.3.2］仮設間仕切り及び仮設扉の設置箇所　　　・ 図示　　・ 

仮設間仕切りの種別と材質等

仮設間仕切に設ける仮設扉の材質等

種別

・ せっこうボード（9.5㎜）

防炎シート

下地

・ Ａ種

・ Ｂ種

※ Ｃ種 単管

・ 合板（9㎜）

・ 無し

［表2.3.1］

グラスウール 厚さ　　㎜・ 木

仕上材 （厚さ　㎜） 塗装 充填

・ 片面

材質

※ 木製

仕上げ 塗装 備考

・

・ 既存部分

・ 既存ブラインド、カーテン等
養生の方法（※ ビニルシート等　　・　　　　　）
養生の方法（・ ビニルシート等　　・　　　　　）

保管場所　（・ 図示　　・　　　　　　　　　　）
・ 備品、机、ロッカー等の移動 （・ 図示　　・　　　　　　　　　　）

・ 既存家具、既存設備等
養生の方法（※ ビニルシート,合板　　・　　　　　）

養生の方法等 [2.3 . 1]

・ ・ ・片面

・無し※合板張り程度

※ 軽量鉄骨

６ ． 既 存 部 分 の
養 　 生

２

[2. 2. 1] [表 2. 2. 1]

３

調 査 報 告 書 の 提 出 部 数 　 　 ・ 2部 　 　 ・ 　 　

既 存 部 分 の 破 壊 を 行 っ た 場 合 の 補 修 方 法

施 工 数 量 調 査

１ .既 存 防 水 層 等 の

処 置

[3. 2. 3～ 6]

既存保護層の撤去 ・ 行う（範囲　・ 図示　　・ 　　　　　　　　　　　　　　）

・ 行わない

・ 行う（範囲　・ 図示　　・ 　　　　　　　　　　　　　　）既存防水層の撤去

・ 行わない

・ 行う
・ 行わない

（・ Ｍ４ＡＳ　　・ Ｍ４ＡＳＩ　　・ Ｍ４Ｃ　　・ Ｍ４ＤＩ　　・ Ｌ４Ｘ）

既存露出防水層表面の仕上げ塗装除去

既 存 防 水 層 の 下 地 補 修

既存下地の補修箇所の形状、長さ、数量等　　　・ 図示　　・ 

改修用2重ドレン

・  設 け る （ POA S、 PO AS I、 P0 D、 P0 DI、 P0 S、 P0 SI、 P0Xの 場 合 ）

Ｐ０Ｓ工法及びＰ０ＳＩ工法（機械式固定方法）の既存保護層を撤去し防水層を非撤去とした立

上り部等の処置

※ 改修標準仕様書3.2.6(4)(ウ)(ｇ)①～③による　　・ 

スチレンフォーム断熱材3種

※JIS A 9521による押出法ポリ

防 水 層 の 種 別

・ P2A

・ P1B

・ P2 AI

工 法 種 別 施 工 箇 所

・ A-1

・ A- 3

・ B-1

・ AI -1

・ AI -3

・ BI -1

立 上 り 部 の 保 護絶 縁 用 シ ー ト

※フラットヤーン

70ｇ/㎡程度
クロス

厚さ0.15mm以上

（材質）

断熱材 Ｇ

ル ー フ ィ ン グ シ ー ト の 種 類 及 び 厚 さ
改 質 ア ス フ ァ ル ト ル ー フ ィ ン グ シ ー ト 及 び 部 分 粘 着 層 付 改 質 ア ス フ ァ ル ト

平 場 の 保 護 ｺﾝｸﾘ ｰﾄの 厚 さ
こ て 仕 上 げ 　 　 ※ 水 下 　 80㎜ 以 上
タ イ ル 張 り 　 　 ※ 水 下 　 60㎜ 以 上

※ 改 修 標 準 仕 様 書 表 3.3. 3か ら 表 3. 3 .9に よ る

※ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑ

・ 乾 式 保 護 材

・窯業系パネル：無石綿の繊維質原料等を主原料として板状に押出成形し、オートクレーブ
養生したもの。

・  窯 業 系 パ ネ ル － Ⅰ 類 （ 寒 冷 地 仕 様 ）

・  窯 業 系 パ ネ ル － Ⅱ 類 （ 一 般 地 仕 様 ）

屋 根 保 護 防 水防 　 水
 ［ 3. 3. 2～ 5］ [表 3. 3 .3～ 10 ]

・ A- 2

・ BI - 2

bA(スキン層あり)

(厚さ）・25㎜

・ P1 BI

・ B-2

・ AI - 2

・ 50 mm

・乾式保護材

（　　　　　　）※ 図 示

・ｺﾝｸﾘｰﾄ押え

・れんが押え

(※JIS R 1250

・　　　　 )

２ ． ア ス フ ァ ル ト

・金属複合版：金属板と樹脂を一体化させたもの。

表面材は不燃　耐衝撃性500ｇ　

・ M4C

脱気装置

・設ける　・設けない
改修用ドレン

・設ける　・設けない

反射率
高日射

防水の
適用 Ｇ

・ M3D
・ P0 D

・ D-1

・ P0 DI

・ M3 D I

・ M4 D I

・ DI- 1

断熱材 Ｇ施工箇所種 別工 法 備 考

脱気装置

・設ける

・設けない

改修用ドレン
・設ける

・設けない

・

・

・

防 水 層 の 種 別
屋 根 露 出 防 水

脱 気 装 置 の 種 類 及 び 設 置 数 量

仕 上 塗 装 の 種 類 及 び 使 用 量

※ ア ス フ ァ ル ト ル ー フ ィ ン グ 製 造 所 の 指 定 に よ る

※ ア ス フ ァ ル ト ル ー フ ィ ン グ 製 造 所 の 指 定 に よ る

屋 根 露 出 防 水 絶 縁 断 熱 工 法 の 場 合 の 、 ル ー フ ド レ イ ン 回 り 及 び 立 上 り 部 周 辺 の 断 熱 材
の 張 り じ ま い 位 置

※ 図 示

施 工 箇 所

屋 内 防 水

防 水 層 の 種 別

工 法 種 別

・  P1E

・  P2 E

・  E - 1 ・ 設 け る

・ 設 け な い

押 さ え 金 物 の 材 質 、 形 状 寸 法

※  ア ル ミ ニ ウ ム 製 、 Ｌ － 30× 15× 2. 0m m程 度

屋 上 排 水 溝 ・ 適 用 す る （ 施 工 範 囲 　 ・ 図 示 　 ・ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

・ 適 用 し な い

(材質）

・

・ DI- 2
※JIS A 9521による発泡プラスチック断熱

規格に準ずるもの。

材とする。ただし、硬質ウレタンフォーム

断熱材2種1号又は2号で透湿係数を除くJIS

(厚さ）・25㎜　

・  E- 2

・ C-2

・ C-4
・ C- 3

・ C-1

・ D- 2

(種類） ※ 図示

保 護 層

［ 表 3.3 .1、 表 3.3 .1 0］

ル ト シ ー ト

脱気装置
・設ける　・設けない

反射率
高日射

防水の
適用 Ｇ

断熱材 Ｇ施工箇所種 別工 法 備 考

・

・

防 水 層 の 種 別

・M4AS ・AS-T2

・AS-J2

・M3AS

・P0AS

・AS-T1

・AS-T3

・AS-T4

・AS-J1

[3 .4 .2～ 3][表 3.4 .1～ 3]

脱 気 装 置 の 種 類 及 び 設 置 数 量

仕 上 塗 装 の 種 類 及 び 使 用 量

脱気装置

・

・M3ASI

・M4ASI

・P0ASI

・ASI-T1

・ASI-J1

改修用ドレン

防湿層

・設ける　・設けない

・設ける　・設けない

・設ける　・設けない

(材質）
※JIS A 9521による発泡プラスチック断熱

規格に準ずるもの。

材とする。ただし、硬質ウレタンフォーム

断熱材2種1号又は2号で透湿係数を除くJIS

(厚さ）・25㎜　

※ 改 質 ア ス フ ァ ル ト シ ー ト の 製 造 所 の 指 定 に よ る

※ 改 質 ア ス フ ァ ル ト シ ー ト の 製 造 所 の 指 定 に よ る

※ 改 修 標 準 仕 様 書 表 3.4 .1か ら 表 3.4 . 3に よ る

防 水

・AS-J3 ・設ける　・設けない

改修用ドレン

・50mm

部 分 粘 着 層 付 改 質 ア ス フ ァ ル ト シ ー ト の 種 類 及 び 厚 さ

押 え 金 物 の 材 質 .形 状 寸 法 ※  ア ル ミ ニ ウ ム 製 、 Ｌ － 30× 15× 2. 0m m程 度

屋 根 露 出 防 水 絶 縁 断 熱 工 法 の 防 湿 用 シ ー ト 　 ・ 設 置 す る 　 ・ 設 置 し な い

３ ． 改 質 ア ス フ ァ

４ ． 合 成 高 分 子 系

・Ｓ-Ｍ2

・ Ｓ I-Ｍ 1
・ Ｓ I-Ｍ 2

機 械 式 固 定 工 法 の 場 合 の 一 般 部 の ル ー フ ィ ン グ シ ー ト の 張 付 け は 、 建 築 基 準 法 に よ り

定 ま る 風 圧 力 に 対 応 し た 工 法 ・ 図 示 に よ る 　 ・ 　 　

［ 3.6 .2～ 3] [表 3. 6. 1～ 2]］５ ． 塗 膜 防 水

・ＰＯＸ

工 法 種 別
仕上塗料

使 用量種類

・製造所の ・製造所の
仕様による 仕様による

・ ・

・

・設ける・設けない

改修用ドレン

・設ける・設けない

脱気装置

施 工 箇 所
防水の適用 Ｇ

高日射反射率
備 考

・Ｌ４Ｘ ・製造所の ・製造所の
仕様による 仕様による

・ ・

・

・設ける

脱気装置

・設けない

・Ｘ－１
・Ｘ－２
・Ｘ-1Ｈ
・Ｘ-2Ｈ

・Ｘ－１
・Ｘ－２

・Ｘ-2Ｈ
・Ｘ-1Ｈ

・ＰＹ1

・ＰＹ2

※Ｙ－２

・ ・設ける・設けない

保護層

脱 気 装 置 の 種 類 及 び 設 置 数 量 　 　 ※ 主 材 料 製 造 所 の 仕 様 に よ る ・ 図 示

６ ． シ ー リ ン グ

既 存 笠 木 等 の 撤 去 ・ 行 う （ 範 囲  ・ 図 示 　 ・ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

・ 行 わ な い

下 地 補 修 の 工 法 ※ 図 示

※ 図 示

板 材 折 り 曲 げ 形 笠 木 の 取 付 方 法

・

・

笠 木 の 固 定 金 具 の 工 法

保 証 書

・  提 出 す る

・  提 出 し な い

９ ． 防 水 施 工

［ ※  簡 易 接 着 性 試 験 ・  引 張 接 着 性 試 験 (部 位 　 　 　 　 　 ） ］・ 適 用 す る

・ 適 用 し な い

シ ー リ ン グ 材 の 接 着 性 試 験

シ ー リ ン グ 材 の 目 地 寸 法

・ 図 示 に よ る

・ コ ン ク リ ー ト 打 継 ぎ 目 地 及 び ひ び 割 れ 誘 発 目 地 は 幅 ２ ０ ㎜ 以 上 、 深 さ １ ０ ㎜ 以 上 、

ガ ラ ス 回 り は 改 修 標 仕 5.14 .3「 ガ ラ ス 溝 の 寸 法 、 形 状 等 」 に よ る 場 合 を 除 き 幅 ・ 　 　

深 さ 共 ５ ㎜ 以 上 と す る 。 そ れ 以 外 は 幅 ・ 深 さ と も １ ０ ㎜ 以 上 と す る

と い の 材 種

・  硬 質 ポ リ 塩 化 ビ ニ ル 管 ・・  配 管 用 鋼 管

［ 3.8. 2～ 3] [表 3. 8. 1～ 4］７ ． と 　 い

・  表 面 処 理 鋼 板

・ 表 面 及 び 裏 面 の 塗 装 の 種 類 （ 　 　 　 　 　 ）

・ 耐 酸 被 覆 鋼 板 （ 製 造 所 ： 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

多 雪 地 域 の 軒 ど い 取 付 け 間 隔 　 ・ 適 用 す る 　 ・ 適 用 し な い

鋼 管 製 と い の 防 露 巻 き

※ 図 示既 存 の と い そ の 他 の 撤 去 及 び 降 雨 等 に 対 す る 養 生 方 法

※  行 う （ 施 工 箇 所

防 露 材 の ホ ル ム ア ル デ ヒ ド 放 散 量

※ 改 修 標 準 仕 様 書  表 3. 8. 4に よ る ）

※ Ｆ ☆ ☆ ☆ ☆

竪 樋 受 け 金 物 の 材 質 、 形 状 、 取 り 付 け 間 隔

・
※ 改 修 標 準 仕 様 書 　 表 3.8 .2に よ る 　 　 　

種                  別

・ 横 型  ）・  ろ く 屋 根 用

・  バ ル コ ニ ー 用

・  バ ル コ ニ ー 中 継 用

（ ・ 縦 型

材 種

・

・

・

張 掛 け 幅

・ 100m m以 上 　 ・ 50m m以 上

・ 100 mm以 上 　 ・ 50mm以 上

・ 100 mm以 上 　 ・ 50mm以 上

表 面 処 理

種 別 （ 改 修 標 準 仕 様 書 表 5.2. 2よ り ） 　 ・ 　 種

着 色 　 ・ 標 準 色 （ 　 　 　 　 　 ） 　 ・ 特 注 色 （ 　 　 　 　 　 ）

部 材 の 種 類

・ オ ー プ ン 形 式 （ ・  押 出 し  25 0形

・ 板 材 折 り 曲 げ 形

・  押 出 し  30 0形 ・  押 出 し  35 0形 ）

（ ・ オ ー プ ン 形 式 　 ・ シ － ル 形 式 ）

本 体 幅 （ 　 　 ） mm　  板 厚  （ ※  2. 0　 ・ 　 　 ） mm

ル ー フ ド レ ン の 取 付 け

※ 改 修 標 準 仕 様 書 3.8 .3（ 6） に よ る ・ 図 示

［ 3.9 . 2～ 3][表 3.9 .1］８ ． ア ル ミ ニ ウ ム
製 　 笠 木

建 築基準 法に 基づく風圧力に対応 した工法

※図 示　　 ・　 　

ル ー フ ド レ ン

に 関 す る 基 本 方 針 (令 和 ４ 年 ２ 月 閣 議 決 定 )」 に 定 め る 判 断 の 基 準 を 満 た す 物 品 を 示 す 。
（ ４ ） Ｇ  印 は 、 「 国 等 に よ る 環 境 物 品 等 の 調 達 の 推 進 に 関 す る 法 律 」 に 基 づ く 「 環 境 物 品 等 の 調 達 の 推 進

４ .施 工 管 理 技 術 者

※  施 工 管 理 技 術 者 は 、 工 事 に 相 応 し た 能 力 を 有 す る も の と し 、 資 格 等 の 能 力 を 証 明 す

る 資 料 を 提 出 す る 。

（ 用 途 地 域 ： 第 2種 中 高 層 住 居 専 用 地 域 　 防 火 地 域 ： 指 定 な し ）

RC造 3階 RC造 3階

3階S造

６ ． 検 査 等 ・ 請負工事検査要領（昭和63年7月1日  63盛検発3号）第3・第5項の規定に基づき、

（昭和46年規則33号）第135条の規定よる請負工事の 検査員が必要に応じ、随時

中間検査を行うことがある。

各
　
章
　
共
　
通
　
事
　
項

一
　
　
般
　
　
共
　
　
通
　
　
事
　
　
項

仮
　
　
設
　
　
工
　
　
事

防
　
　
水
　
　
改
　
　
修
　
　
工
　
　
事

防
　
　
水
　
　
改
　
　
修
　
　
工
　
　
事

提 出 仕 様 （ ・ 紙 ベ ー ス 　 ・ 電 子 デ ー タ 　 ・ 　 　 　 　 ）

完 成 図 の 提 出 　 （ 2） 部

・ 養 生 シ ー ト

－－
改修工事　特記仕様書１

学校校舎　10 延べ面積 718㎡ 学校校舎　10-1 延べ面積 502㎡

学校校舎　10-2 延べ面積 590㎡

盛岡市中野二丁目12番1号

A-01
R5年02月

58

修繕名

 特記仕様書

工 事 車 両 駐 車 場 、 資 機 材 置 場 に つ い て

修 　 繕　 名

Ⅰ ． 修 　 繕 　 概 　 要

１ ． 修 繕 場 所

３ ． 種 別

４ ． 修 繕 規 模

５ ． 修 繕 範 囲 外壁修繕　屋根修繕　バルコニー修繕　防火戸修繕　内外装修繕

令和5年度盛岡市立中野小学校校舎安全対策（外壁・屋上等防水）修繕

令和５年度盛岡市立中野小学校校舎安全対策

（外壁・屋上等防水）修繕



（有）大久保建築設計事務所
ＴＥＬ　019－635－7801

盛岡市西仙北１丁目19番14号
ＦＡＸ　019－635－7830

番　号

枚の内

年月日縮　尺図面内容特　記製　図検　図岩手県知事登録　第  496号

一級建築士登録　第77108号

大　久　保　貞　輔

・ステンレス製建 具 ・ ・ ・建具表による

・

※ 耐 候 形 ３ 種耐 候 性

・  防 水 形 複 層 塗 材 RS

・ 適 用 し な い

吸 放 湿 性 　 ・ 適 用 す る 　
・ 適 用 し な い

・ 適 用 す る上 塗 材

・ 適 用 し な い

吸 放 湿 性 　 ・ 適 用 す る 　

・ 京 壁 状 じ ゅ ら く

建 物 内 部 に 使 用 す る 塗 料 の ホ ル ム ア ル デ ヒ ド 放 散 量

・

・

・

外 観 　 ※ つ や あ り 　

上 塗 材

・ メ タ リ ッ ク

・ つ や な し

樹 脂 　 ・ ア ク リ ル 系

・ 弱 溶 剤 系

溶 媒 　 ※ 水 系 　 ・ 溶 剤 系

耐 候 性 ※ 耐 候 形 ３ 種

・  ゆ ず 肌 状

・  さ ざ 波 状・  平 た ん 状

塗 材 Ｃ Ｅ
・  可 と う 形 改 修

塗 材 Ｒ Ｅ
・  可 と う 形 改 修

塗 材 Ｅ
・  可 と う 形 改 修

仕 上 塗 材

・ 可 と う 形 改 修 用

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

新 規 仕 上 塗 材 の 種 類 、 仕 上 げ の 形 状 、 工 法

外 観 　 ※ つ や あ り 　

上 塗 材

・ メ タ リ ッ ク

・ つ や な し

樹 脂 　 ・ ア ク リ ル 系

・ 弱 溶 剤 系

溶 媒 　 ※ 水 系 　 ・ 溶 剤 系

・ 凹 凸 状

・ 凸 部 処 理・ ゆ ず 肌 状

・ か き 落 し・ ひ き 起 し

・ 凹 凸 状・ 平 た ん 状

・ 凸 部 処 理・ 吹 放 し

・  砂 壁 状 じ ゅ ら く

・  平 た ん 状

・  凹 凸 状 (・ 吹 付 け
・ こ て 塗 り ）

 砂 壁 状・ 着 色 骨 材

（ ・ 吹 付 け  ・ こ て 塗 り ）

・  ゆ ず 肌 状 (・ 吹 付 け

・  さ ざ 波 状
・ ロ ー ラ ー 塗 り ）

・  砂 壁 状

・  防 水 形 複 層 塗 材 RE

・  防 水 形 複 層 塗 材 E

・  防 水 形 複 層 塗 材 CE

・  複 層 塗 材 Ｒ Ｅ

・  複 層 塗 材 Ｅ

・  可 と う 系 複 層 塗
材 Ｃ Ｅ

・  複 層 塗 材 Ｓ ｉ

・  複 層 塗 材 Ｃ Ｅ
・ 複 層 仕 上 塗 材

・  外 装 厚 塗 材 Ｅ

・  外 装 厚 塗 材 Ｓ i

・  外 装 厚 塗 材 Ｃ
・ 厚 付 け 仕 上 塗 材

・ 薄 付 け 仕 上 塗 材

・  外 装 薄 塗 材 Ｓ

薄 塗 材 Ｅ
・  防 水 形 外 装

・  可 と う 形 外 装

薄 塗 材 Ｅ

・  外 装 薄 塗 材 Ｓ i

・  外 装 薄 塗 材 Ｅ

薄 塗 材 Ｓ i
・  可 と う 形 外 装

・ 仕 上 塗 材 、 仕 上

4-2 4 - 3

仕 上 げ 外 壁 ）

調査範囲　　　・ 外壁改修範囲　　・ 図示の範囲

調査内容

[1.5. 2～ 3]

ひび割れの幅及び長さを壁面に表示する。また、ひび割れ部の挙動の有無、漏水の有無及び

示する。また、既存塗膜と新規上塗材との適合性を確認する。

塗り仕上げについては、コンクリートまたはモルタル表面のはがれ及びはく落部を壁面に表

コンクリート表面のはがれ及びはく落部を壁面に表示する。

形状寸法等を調査する。

モルタル塗仕上げ及びタイル張り仕上げについては浮き部分を表面に表示し、また欠損部の

錆汁の流出の有無を調査する。

施工数量調査

・ ひ び 割 れ 部

改 修 工 法

・  樹 脂 注 入 工 法

ひ び 割 れ 幅

(㎜ )

※ 自 動 式 低 圧 エ ポ キ シ

　 樹 脂 注 入 工 法

・ 手 動 式 エ ポ キ シ 樹 脂

　 注 入 工 法

・ 機 械 式 エ ポ キ シ 樹 脂

　 注 入 工 法

0.2以 上  ～  
　 　 　 1.0未 満

0. 2以 上  ～  

　 　   0 . 3未 満

0.3以 上  ～
      0. 5未 満

0. 5以 上  ～

      1 . 0未 満 ・

・

・

・

注 入 量

(mL /ｍ )

・ 13 0

・  40

・  70

・ 13 0

・

・

・

・

注 入 口 間 隔

(㎜ )

・ 20 0～ 30 0

・ 50～ 10 0

・ 100～ 20 0

・ 15 0～ 25 0

工 法 の 種 類

エ ポ キ シ 樹 脂 ・  低 粘 度 形 ・  中 粘 度 形

抜 き 取 り 個 数 　 ※ 長 さ 500mご と 及 び そ の 端 数 に つ き １ 個

・  Ｕ カ ッ ト シ ー ル 材 充 填 工 法

・ シ ー リ ン グ 材
充 填 材 料 ※ １ 成 分 形 又 は ２ 成 分 形 ポ リ ウ レ タ ン 系

・ 可 と う 性 エ ポ キ シ 樹 脂

・  シ ー ル 工 法

・ パ テ 状 エ ポ キ シ 樹 脂

・ 可 と う 性 エ ポ キ シ 樹 脂

・ 欠 損 部 改 修 工 法 ※  充 填 工 法

・ エ ポ キ シ 樹 脂 モ ル タ ル

・ ポ リ マ ー セ メ ン ト モ ル タ ル

・ ひ び 割 れ 部
改 修 工 法

[4.1 .4 ]

・  樹 脂 注 入 工 法

ひ び 割 れ 幅

(㎜ )

※ 自 動 式 低 圧 エ ポ キ シ

　 樹 脂 注 入 工 法

・ 手 動 式 エ ポ キ シ 樹 脂

　 注 入 工 法

・ 機 械 式 エ ポ キ シ 樹 脂

　 注 入 工 法

　 　 　 1.0未 満

0. 2以 上  ～  

　 　   0. 3未 満

0. 3以 上  ～
      0 .5未 満

0.5以 上  ～

      1. 0未 満 ・

・

・

・

注 入 量

(mL/ｍ )

・ 130

・  4 0

・  7 0

・ 130

・

・

・

・

注 入 口 間 隔

(㎜ )

・ 20 0～ 30 0

・ 50～ 10 0

・ 10 0～ 20 0

・ 15 0～ 250

工 法 の 種 類

エ ポ キ シ 樹 脂 ・  低 粘 度 形 ・  中 粘 度 形

抜 き 取 り 個 数 　 ※ 長 さ 500mご と 及 び そ の 端 数 に つ き １ 個

抜 取 り 部 の 補 修 方 法 　 　 ※ 図 示

・  Ｕ カ ッ ト シ ー ル 材 充 填 工 法

・ シ ー リ ン グ 材
充 填 材 料 ※ １ 成 分 形 又 は ２ 成 分 形 ポ リ ウ レ タ ン 系

・ 可 と う 性 エ ポ キ シ 樹 脂

・  シ ー ル 工 法

・ パ テ 状 エ ポ キ シ 樹 脂

・ 可 と う 性 エ ポ キ シ 樹 脂

・  樹 脂 注 入 工 法

ひ び 割 れ 幅

(㎜ )

※ 自 動 式 低 圧 エ ポ キ シ

　 樹 脂 注 入 工 法

・ 手 動 式 エ ポ キ シ 樹 脂

　 注 入 工 法

・ 機 械 式 エ ポ キ シ 樹 脂

　 注 入 工 法

0.2以 上  ～  
　 　 　 1.0未 満

0. 2以 上  ～  

　 　   0 . 3未 満

0.3以 上  ～
      0. 5未 満

0. 5以 上  ～

      1 .0未 満 ・

・

・

・

注 入 量

(mL /ｍ )

・ 13 0

・  40

・  70

・ 13 0

・

・

・

・

注 入 口 間 隔

(㎜ )

・ 200～ 30 0

・ 50～ 10 0

・ 100～ 20 0

・ 15 0～ 25 0

工 法 の 種 類

エ ポ キ シ 樹 脂

抜 き 取 り 個 数 　 ※ 長 さ 500 mご と 及 び そ の 端 数 に つ き １ 個

・ひび割れ部改修工法

抜 取 り 部 の 補 修 方 法 　 　 ※ 図 示

・ 行 う 　 ・ 行 わ な い

タ イ ル 張 り の 工 法
外 装 タ イ ル 　

・ マ ス ク 張 り 　 ・ モ ザ イ ク タ イ ル 張 り

打 継 ぎ 目 地 、 ひ び 割 れ 誘 発 目 地

※ ポ リ ウ レ タ ン 系

伸 縮 調 整 目 地 そ の 他 の 目 地

※ 変 性 シ リ コ ー ン 系

[4. 1. 4]

・ 目 地 ひ び 割 れ 部 改 修 工 法

・ 伸 縮 調 整 目 地 改 修 工 法

伸 縮 調 整 目 地 の 位 置 及 び 寸 法 ・ 図 示

タ イ ル の 種 類

施  工  

箇  所
(㎜ )

備 考

形 状

寸 法

再 生 材

用

料 の 適

ＧＧＧＧＧＧＧ 無 釉

役 　 物 色 耐凍
害性

有 無
Ⅰ
種

Ⅱ
種

吸 水 率 に
よ る 区 分

Ⅲ
種

うわぐすり

特
注

標
準

有 無

耐
滑
り
性

標準的な曲がりの役物は一体成型とする

試 験 張 り

見 本 焼 き

・  行 う 　 ・ 行 わ な い

・  行 う 　 ・ 行 わ な い

（ 1、 コ ン ク リ ー ト

打 放 し 仕 上 げ 外 壁 ）

（ 2、 モ ル タ ル 塗 り

（ 3、 タ イ ル 張 り

仕 上 げ 外 壁 ）

・ 目 地 改 修 工 法

・ タ イ ル の 形 状 、

寸 法 等

アンカーピン

※ステンレス鋼（ＳＵＳ３０４）呼び径４ｍｍの丸棒で全ネジ切り加工をしたもの。

・ セ メ ン ト モ ル タ ル に よ る タ イ ル 張 り

シ ー リ ン グ 材 の 種 類

・ 有 機 系 接 着 剤 に よ る タ イ ル 張 り

材 料

鋼 板

め っ き 付 着 量 厚 さ

防 水 材 に よ る 改 修

（ 5.外 壁 用 塗 膜

・ 所 要 量 の 確 認

[5. 1. 3]

建 具 の 種 類 か ぶ せ 工 法 撤 去 工 法 適 用 箇 所

・ 外 部

・ 内 部

・ 鋼 製 軽 量 建 具

・ 樹 脂 製 建 具

・鋼製 建具

・ アルミニウム製建具

－

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・建具表による

・建具表による

・建具表による

・建具表による

・建具表による

１ ． 改  修  工  法５

４

※ コ ア の 抜 取 り を 行 う

抜 取 り 部 の 補 修 方 法 　 　 ※ 図 示

シ ー リ ン グ 材 の 上 に ポ リ マ ー セ メ ン ト モ ル タ ル の 充 填 ・ 行 う 　 ・ 行 わ な い

・

注 入 状 況 の 確 認 方 法 ※ コ ア の 抜 取 り を 行 う

・ 行 う 　 ・ 行 わ な いシ ー リ ン グ 材 の 上 に ポ リ マ ー セ メ ン ト モ ル タ ル の 充 填

－－

工 法 の 種 類

ア ン カ ー ピ ン の

本 数 (本 /㎡ )

注 入 口 の 箇 所 数

(箇 所 /㎡ )

一般部 一般部指定部 指定部

※16 ※25

※13 ※20 ※12

※20

※20

※13 ※12

－ －
・・

・ ・ ・ ・

※20

－

－

－

－

－

－

－

－

※9 ※16

・・・・

・・

※9

※9

※16

※16 ※16

・・・・

・・・・

※9

※16

・アンカーピンニング

部分エポキシ樹脂注入工法

・アンカーピンニング

・アンカーピンニング

全面エポキシ樹脂注入工法

全面ポリマーセメントスラリー

注入工法

・注入口付アンカー

・注入口付アンカー

・注入口付アンカー

ピンニング部分エポキシ樹脂

注入工法

ピンニング全面エポキシ樹脂

ピンニング全面ポリマー

セメントスラリー注入工法

注入工法

・充填工法

・モルタル塗替え工法

※9

・ 欠 損 部 改 修 工 法

・ モ ル タ ル 塗 替 え 工 法 ・ 現 場 調 合 材 料

既 製 目 地 材 　 ・ 使 用 す る （ 形 状 　 ・ 図 示 　 ・ 　 　 　 ）

・ 充 填 工 法 ・ エ ポ キ シ 樹 脂 モ ル タ ル ・ ポ リ マ ー セ メ ン ト モ ル タ ル

仕 上 厚 又 は 全 塗 り 厚 が 25mmを 超 え る 場 合 の 処 置 　 ※ 図 示

・ 浮 き 部 改 修 工 法

注 入 量

(mL/箇所)

※25

・

※25

・

※50

※25

※50

－

－

・

・

・

※25

・

注入口付アンカーピン

※ステンレス鋼（ＳＵＳ３０４）呼び径外形６ｍｍ

・エポキシ樹脂モルタル　　・ポリマーセメントモルタル

・充填工法

・モルタル塗替え工法

仕上厚又は全塗厚が25ｍｍを超える場合の処置 ※図示

既製目地材　　・使用する（形状　　　　　　　　）

モルタル ・現場調合材料

・ 既 調 合 材 料 （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

・既調合材料(　　　　　　　　　　　）

・  低 粘 度 形 （ 0.5m m未 満 ） ・  中 粘 度 形 （ 0.5m m以 上 ）

注 入 状 況 の 確 認 方 法

注 入 状 況 の 確 認 方 法 ※ コ ア の 抜 取 り を 行 う

タ イ ル 張 り 下 地 等 の 下 地 モ ル タ ル 及 び 下 地 調 整 材 塗 り の 接 着 力 試 験

ユ ニ ッ ト タ イ ル

・施 釉

外 壁 用 塗 膜 防 水 材

・ 凹 凸 状

・ 凸 部 処 理

・ ゆ ず 肌 状

・ さ ざ 波 状

工 　 法

1章 「各章共通事項」と併せて適用する。

・ 密 着 張 り 　 ・ 改 良 圧 着 張 り 　

・ 既 存 塗 膜 等 の 除 去

・ 所 要 量 の 確 認

下 地 処 理 ,下 地 調 整 既 存 塗 膜 劣 化 部 の 除 去 、 下 地 処 理 の 工 法

工     　 法

・ ひ び 割 れ 部 改 修 工 法・  サ ン ダ ー 工 法

・  高 圧 水 洗 工 法

・  塗 膜 は く 離 剤 工 法

・  水 洗 い 工 法

処   理   範   囲 下 地 面 の 補 修

・ 欠 損 部 改 修 工 法

・ 浮 き 部 改 修 工 法

・ 下 地 調 整 材 ・  ポ リ マ ー セ メ ン ト モ ル タ ル

・ 図 示

・ 図 示

・ 図 示

・ 図 示

※ 既 存 仕 上 面 全 体

※ 既 存 仕 上 面 全 体

※ 既 存 仕 上 面 全 体

※ Ｆ ☆ ☆ ☆ ☆

外 装 厚 塗 材 Ｃ に お け る 上 塗 材 が セ メ ン ト ス タ ッ コ 以 外 の 場 合

（ ・ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

塗 り 種 別 ・  Ａ 種 ・  Ｂ 種

・ マ ス チ ッ ク 塗 材

外 装 厚 塗 材 Ｓ i、 外 装 厚 塗 材 Eに お け る 上 塗 材 の 適 用 ・ 適 用 す る 　 ・ 適 用 し な い

[4 .2 .4～ 7][4 .1 .4 ]

[ 4 .2 .4 ] [4 .2 .8 ]

[4 . 3. 5～ 8][ 4 .1 .4 ]

[ 4. 3 .9～ 10 ][ 4. 1. 4 ]

[4 .3 .1 1～ 16 ][ 4. 1 .4 ]

[4 .4 .5～ 6][ 4. 1. 4]

・ タ イ ル 部 分 張 替 え 工 法

接 着 剤 の 種 類

・ ポ リ マ ー セ メ ン ト

・ 欠 損 部 改 修 工 法

・ JIS A 55 5 7に よ る 一 液 反 応 硬 化 形 変 成 シ リ コ ー ン 樹 脂 系

・ JIS  A  5 5 57に よ る 一 液 反 応 硬 化 形 変 成 シ リ コ ー ン 樹 脂 系

・ タ イ ル 張 替 え 工 法

伸 縮 調 整 目 地 及 び ひ び 割 れ 誘 発 目 地

・ 行 う 　 ・ 行 わ な い

外 装 タ イ ル 張 り 下 地 等 の 下 地 モ ル タ ル 及 び 下 地 調 整 塗 材 塗 り の 接 着 力 試 験

・ 有 機 系 接 着 剤 に よ る タ イ ル 張 り

シ ー リ ン グ 材 の 種 類

※ 変 性 シ リ コ ー ン 系

伸 縮 調 整 目 地 そ の 他 の 目 地

※ ポ リ ウ レ タ ン 系

打 継 ぎ 目 地 、 ひ び 割 れ 誘 発 目 地

張 替 え 用 材 料

・ 張 付 け モ ル タ ル （ ・ 現 場 調 合 材 料 　 ・ 既 製 調 合 モ ル タ ル ）

・ 図 示

・ セ メ ン ト モ ル タ ル に よ る タ イ ル 張 り

・ 外 装 タ イ ル 　

・ マ ス ク 張 り 　 ・ モ ザ イ ク タ イ ル 張 り

タ イ ル 張 り の 種 類 ・ 工 法

・ ユ ニ ッ ト タ イ ル

下 地 モ ル タ ル 塗 り の コ ン ク リ ー ト 素 地 面 の 処 理

※ 目 荒 し 工 法 ・

[4.4 .7～ 8][4 . 1. 4]

－－

工 法 の 種 類

ア ン カ ー ピ ン の

本 数 (本 /㎡ )

注 入 口 の 箇 所 数

(箇 所 /㎡ )

一般部 一般部指定部 指定部

※16 ※25

※13 ※20 ※12

※20

※20

※13 ※12

－ －
・・

・ ・ ・ ・

※20

※9 ※16

・・・・

・・

※9

※9

※16

※16 ※16

・・・・

・・・・

※9

※16

・アンカーピンニング

部分エポキシ樹脂注入工法

・アンカーピンニング

・アンカーピンニング

全面エポキシ樹脂注入工法

全面ポリマーセメントスラリー

注入工法

・注入口付アンカー

・注入口付アンカー

・注入口付アンカー

ピンニング部分エポキシ樹脂

注入工法

ピンニング全面エポキシ樹脂

ピンニング全面ポリマー

セメントスラリー注入工法

注入工法

※9

・注入口付アンカー

－

－

－

－

－

－

－

－

ピンニングエポキシ樹脂

注入タイル固定工法

・タイル部分張替え工法

・タイル張替え工法

－－・ ・

・ 浮 き 部 改 修 工 法

※25

・

※50

※25

※50

・

・

・

－

－

※25

・

※25

・

※25

・

注 入 量

(mL/箇所)

[ 4. 1. 4 ] [ 4. 4. 9～ 16 ]

アンカーピン

※ステンレス鋼（ＳＵＳ３０４）呼び径４ｍｍの丸棒で全ネジ切り加工をしたもの。

・ タ イ ル 部 分 張 替 え 工 法

接 着 剤 の 種 類

・ JIS A  5 55 7に よ る 一 液 反 応 硬 化 形 変 性 シ リ コ ー ン 樹 脂 系

・ タ イ ル 張 替 え 工 法

・ JIS  A  55 57に よ る 一 液 反 応 硬 化 形 変 性 シ リ コ ー ン 樹 脂 系

・

注入口付アンカーピン

※ステンレス鋼（ＳＵＳ３０４）呼び径外形６ｍｍ

・ ポ リ マ ー セ メ ン ト モ ル タ ル

張 替 え 用 材 料

・ 張 付 け モ ル タ ル （ ・ 現 場 調 合 材 料 　 ・ 既 製 調 合 モ ル タ ル ）

伸 縮 調 整 目 地

・ 図 示

下 地 モ ル タ ル 塗 り の コ ン ク リ ー ト 素 地 面 の 処 理

※ 目 荒 し 工 法

位 置 　 ※ 改 修 標 準 仕 様 書 表 4.4. 2に よ る

位 置 　 ※ 改 修 標 準 仕 様 書 表 4.4. 2に よ る

・ 密 着 張 り 　 ・ 改 良 圧 着 張 り 　

・ 　

・ 　

[4.4 . 16 ]

[4 .4 . 5]

（ 4、 仕 上 塗 材 仕 上 げ

外 壁 等 の 改 修 ） [4.5 .2 ] [表 4. 5. 1]

工 程 ご と の 所 要 量 の 確 認 　 ※ 改 修 標 準 仕 様 書 4.5 .3及 び 表 4.5 . 1に よ る

[4 . 5. 4]

塗膜はく離剤工法の処理範囲

※サンダー工法、高圧水洗工法

以外の既存仕上面全体

※ 改 修 標 準 仕 様 書 4.5. 4の 下 地 調 整 材 [4.5 . 4]

（ 表 4.5 .1）
[4. 1. 5] [ 4. 2. 4] [4 . 5. 2]

仕 上 げ の 形 状 及 び 工 法防 火 材 料呼   び   名種     類

[4 .1 .5 ][ 4 .6 .1 ][表 4.6 .1 ]

工 程 ご と の 所 要 量 の 確 認 　 ※ 改 修 標 準 仕 様 書 表 4.7. 1に よ る

［ 表 4.7 .1］

［ 4.1 . 5］ ［ 4. 7. 2～ 6］

仕 上 塗 料 の 耐 候 性

仕 上 げ の 形 状

・ 吹 付

下 地 挙 動 緩 衝 材 ・ 適 用 す る （ 種 類： 　 　 　　 　 ） ・適 用 し な い

・ JIS A 6906 耐候 性１種相当品　・　　

・ローラー

模 様 材 の 種 類 仕上塗料の種類 施 工 箇 所

・図示による

・　・　 ・　

砂壁状、じゅらく状仕上

の模様材の種別

建 具 性 能 等 級

外 部 に 面 す る ア ル ミ ニ ウ ム 製 建 具

・ A種 (建 具 符 号 ： ・ 建 具 表 に よ る 　 ・ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

・ B種 (建 具 符 号 ： ・ 建 具 表 に よ る 　 ・ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

・ C種 (建 具 符 号 ： ・ 建 具 表 に よ る 　 ・ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

ＧＧＧＧＧＧＧ断 熱 ド ア セ ッ ト ・ 断 熱 サ ッ シ 　 　 断 熱 性 の 等 級 (・ 　 　 　 　 　 　 ）

防 音 ド ア セ ッ ト ・ 防 音 サ ッ シ 　 　 遮 音 性 の 等 級 (・ 　 　 　 　 　 　 ）

（ 建 具 符 号 ： ・ 建 具 表 に よ る 　 ・ 　 　 　 　 　 　 ）

（ 建 具 符 号 ： ・ 建 具 表 に よ る 　 ・ 　 　 　 　 　 　 ）

５ 、 ア ル ミ ニ ウ ム 製
(表 5.2 .1）

・ 適 用 す る 　 適 用 箇 所 (・ 建 具 表 に よ る 　 ・ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

・ 適 用 し な い

[5. 1. 7]

建 具 見 本 の 製 作 　 　 ・ 行 う (建 具 符 号 ： 　 　 　 　 　 　 ）

・ 行 わ な い

建 具 見 本 の 程 度 　 　 ・ 工 事 に 使 用 す る も の と し て 、 あ ら か じ め 製 作 す る

・ 納 ま り 等 が 分 か る 程 度 の も の

特 殊 な 建 具 の 仮 組 　 ・ 行 う (建 具 符 号 ： 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

・ 行 わ な い

[5.1 . 5]３ 、 見 本 の 製 作 等

自動閉鎖機構方式 ・ ヒ ュ ー ズ 装 置 連 動 　 ・ 熱 感 知 器 連 動 　 ・ 煙 感 知 器 連 動

[5.1 .4 ]２ 、 防 火 戸

新 規 建 具 周 囲 の 補 修 工 法 及 び 範 囲 　 　 ※ 図 示

・ 指 定 す る 　 適 用 箇 所 (・ 建 具 表 に よ る 　 ・ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

・ 指 定 し な い

４ 、 防 犯 建 物 部 品

・建具表による・・木 製建具 －

新 規 に 建 具 を 設 け る 場 合

壁 部 分 の 開 口 の 開 け 方 　 　 ※ 図 示

[5 . 2. 2～ 5] [表 5. 2. 1～ 2]

枠 の 見 込 み 寸 法 　 ・ 建 具 表 に よ る

表 面 処 理

被 膜 等 の 種 類 　 ※ 改 修 標 準 仕 様 書 表 5.2. 2に よ る

・

外 部 に 面 す る 建 具 ・ Ｂ Ｂ -１ 種 　 ・ Ｂ Ｂ -２ 種

(表 5.2 .2）

着 色 　 ・ 標 準 色 （ 　 　 　 　 　 ） 　 ・ 特 注 色 （ 　 　 　 　 　 ）

着 色 　 ・ 標 準 色 （ 　 　 　 　 　 ） 　 ・ 特 注 色 （ 　 　 　 　 　 ）

屋 内 の 建 具 　 　 　 ・ Ｂ Ｃ -１ 種 　 ・ Ｂ Ｃ -２ 種

・

被 膜 等 の 種 類 　 ※ 改 修 標 準 仕 様 書 表 5.2 .2に よ る

結 露 水 の 処 理 方 法 　 　 ・ 図 示

水 き り 板 、 ぜ ん 板 　 　 ・ 図 示

網 戸 等

種類

・ 防虫網 ※ 合成樹脂製

  線径 網目

※ 0.25㎜ 以上

・ ガラス繊維入り合成樹脂製

・ ステンレス（SUS316）製

・

※ 16～18 メッシュ

・

材種

・ 防鳥網 1.5㎜ 網目寸法　15㎜ステンレス（SUS304）線材

Ｇ  適用する　断熱性の等級（・ Ｈ－４　　・ Ｈ－５　　・Ｈ-６ 　・　　　）

防音ドアセット・防音サッシ 　遮音性の等級（・ Ｔ－１　　・ Ｔ－２）

・ C種（建具符号：・ 建具表による　　・　　　　　　）

・ B種（建具符号：・ 建具表による　　・　　　　　　）

・ A種（建具符号：・ 建具表による　　・　　　　　　）外部に面する建具

性能等級

６ 、 樹 脂 製 建 具 [5. 3 .2～ 5]

(表 5. 3. 1～ 表 5. 3. 2）

（建具符号：・ 建具表による　　・　  　　　　）

（建具符号：・ 建具表による　　・　  　　　　）

断熱ドアセット・断熱サッシ

日射熱取得性の等級 ・　

表面色　　　・ 標準色　　・ 特注色

・

枠の見込み寸法　　　・ 建具表による　　 

水切り板、ぜん板　　　※ 図示　　 

ガラス　　　※ 複層ガラス　　 

遮 音 性 の 等 級 （ ・ 　 　 ）

・ Ｓ -４ （ 建 具 符 号 ： ・ 建 具 表 に よ る 　 ・ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

・ Ｓ -５ （ 建 具 符 号 ： ・ 建 具 表 に よ る 　 ・ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）
・ Ｓ -６ （ 建 具 符 号 ： ・ 建 具 表 に よ る 　 ・ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

（ 建 具 符 号 ： ・ 建 具 表 に よ る 　 ・ 　 　 　 　 　 ）

[表 5. 4 .2 ]

外 部 に 面 す る 建 具 の 耐 風 圧 性 (表 5. 2. 1）

7、鋼製建具 性 能 等 級

簡 易 気 密 型 ド ア セ ッ ト (表 5. 4. 1）
・  適 用 す る 　 （ 建 具 符 号 ： ・ 建 具 表 に よ る 　 ・ 　 　 　 　 　 ）

・  適 用 し な い

防 音 ド ア セ ッ ト 、 防 音 サ ッ シ

[5. 4. 2～ 4]

Ｇ 断 熱 性 の 等 級 （ ・ 　 　 　 ）

面 内 変 形 追 随 性 の 等 級 （ 　 　 ）

（ 建 具 符 号 ： ・ 建 具 表 に よ る 　 ・ 　 　 　 　 　 ）

断 熱 ド ア セ ッ ト 、 断 熱 サ ッ シ

耐 震 ド ア セ ッ ト

（ 建 具 符 号 ： ・ 建 具 表 に よ る 　 ・ 　 　 　 　 　 ）

・ 鋼 板 　 ・ ス テ ン レ ス 鋼 板点 検 口 等 の く つ ず り の 材 料

・ JIS G 3302

(溶 融亜 鉛め っき 鋼 板）
※ Z12又 は F12

・

・改 修標 準仕 様 書表 5.4.2によ る

・

外
　
　
壁
　
　
改
　
　
修
　
　
工
　
　
事

外
　
　
壁
　
　
改
　
　
修
　
　
工
　
　
事

外
　
　
壁
　
　
改
　
　
修
　
　
工
　
　
事

建
　
　
　
具
　
　
　
改
　
　
　
修
　
　
　
工
　
　
　
事

－－
改修工事　特記仕様書２
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内
装
改
修
工
事

（有）大久保建築設計事務所
ＴＥＬ　019－635－7801

盛岡市西仙北１丁目19番14号
ＦＡＸ　019－635－7830

番　号

枚の内

年月日縮　尺図面内容特　記製　図検　図岩手県知事登録　第  496号

一級建築士登録　第77108号

大　久　保　貞　輔

至　花巻

[ 6 . 5 .2 ]

２ . 既 存 床 の 撤 去 、

天井の撤去に伴う取り合い部の壁面の改修

5-2

製 建 具

・ 適 用 し な い

召 合 せ 、 縦 小 口 包 み 板 の 材 質

鋼 板 の 厚 さ 　 ・ 　 改 修 標 準 仕 様 書 表 5.5. 1に よ る

・ カ ラ ー 鋼 板 　 　 ・ ス テ ン レ ス 鋼 板

（ 建 具 符 号 ： ・ 建 具 表 に よ る 　 ・ 　 　 　 　 　 　 　 ）

面 内 変 形 追 随 性 の 等 級 （ ・ 　 　 　 　 ）

（ 建 具 符 号 ： ・ 建 具 表 に よ る 　 ・ 　 　 　 　 　 　 ）

断 熱 ド ア セ ッ ト 、 断 熱 サ ッ シ 断 熱 性 の 等 級 （ ・ 　 　 　 ）Ｇ

（ 建 具 符 号 ： ・ 建 具 表 に よ る 　 ・ 　 　 　 　 　 　 ）

防 音 ド ア セ ッ ト 、 防 音 サ ッ シ 遮 音 性 の 等 級 （ ・ 　 　 　 ）

耐 震 ド ア セ ッ ト

鋼 板

簡 易 気 密 型 ド ア セ ッ ト ・ 適 用 す る 　（ 建 具 符 号 ： ・ 建 具 表 に よ る 　 ・ 　 　 　 　 　 　 　 ）

性 能 等 級

性 能 等 級

・  適 用 す る 　 （ 建 具 符 号 ： ・ 建 具 表 に よ る 　 ・ 　 　 　 　 　 ）

防 音 ド ア セ ッ ト 、 防 音 サ ッ シ 遮 音 性 の 等 級 （ ・ 　 　 ）

断 熱 ド ア セ ッ ト 、 断 熱 サ ッ シ Ｇ 断 熱 性 の 等 級 （ ・ 　 　 　 ）

面 内 変 形 追 随 性 の 等 級 （ 　 　 ）耐 震 ド ア セ ッ ト

・ Ｓ -４ （ 建 具 符 号 ： ・ 建 具 表 に よ る 　 ・ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

・ Ｓ -５ （ 建 具 符 号 ： ・ 建 具 表 に よ る 　 ・ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

・ Ｓ -６ （ 建 具 符 号 ： ・ 建 具 表 に よ る 　 ・ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

・  適 用 し な い

簡 易 気 密 型 ド ア セ ッ ト

（ 建 具 符 号 ： ・ 建 具 表 に よ る 　 ・ 　 　 　 　 　 ）

（ 建 具 符 号 ： ・ 建 具 表 に よ る 　 ・ 　 　 　 　 　 ）

（ 建 具 符 号 ： ・ 建 具 表 に よ る 　 ・ 　 　 　 　 　 ）

６
既存間仕切壁の撤去に伴う当該壁の取り合う天井、壁及び床の改修範囲

※ 壁厚程度とし、既存仕上げに準じた仕上げを行う　　　・ 図示

天井内の既存壁の撤去に伴う当該壁の取り合う天井の改修範囲

※ 壁面より両側 600㎜ 程度とし、既存仕上げに準じた仕上げを行う　　・ 図示

※ 既存のまま　　・ 図示

ビニル床シート等の除去 ※ 仕上げ材のみ（接着剤とも） [6. 2 .2 ]

・ 下地モルタルとも（・ 図示の範囲　　・ 撤去範囲全て）下 地 補 修

合成樹脂塗床材の除去工法　　　・ 機械的除去工法　　・ 目荒し工法

[6. 1 .3 ]

6-2
８ ． 鋼 製 軽 量 建 具 5-3

・ 亜 鉛 め っ き 鋼 板 　 ・ ビ ニ ル 被 覆 鋼 板 　

※ 鋼 板 　 ・ ス テ ン レ ス 鋼 板 　 ・ ア ル ミ ニ ュ ウ ム 合 金 の 押 出 形 材

[5. 6. 2～ 5]

ス テ ン レ ス 鋼 板 ※ SUS  3 04    ・ SU S 4 30 J1 L 　 ・ SUS  4 4 3 J1   

※  Ｈ Ｌ 仕 上 げ ・ 鏡 面 仕 上 げ

曲 げ 加 工 ※  普 通 曲 げ ・  角 出 し 曲 げ

フ ィ ル ム

種 類
記 号

内 貼 り 用 外 貼 り 用
そ の 他 の 性 能 等

・ 日 射 調 整 フ ィ ル ム Ｇ

・ 低 放 射 フ ィ ル ム

・ 衝 撃 破 壊 対 応 ガ ラ ス

飛 散 防 止 フ ィ ル ム

・ 層 間 変 位 破 壊 対 応 ガ ラ ス

飛 散 防 止 フ ィ ル ム

・ ガ ラ ス 貫 通 防 止 フ ィ ル ム

・ Ｓ Ｃ -2・ Ｓ Ｃ -1

・ Ｌ Ｅ

・ Ｇ Ｉ -1 ・ Ｇ Ｉ -2

・ Ｇ Ｄ -1

・ Ｓ Ｆ

品 質 　 JIS  A  5 7 59に よ る

[5 .1 3. 5 ]

建 具 の 種 類

・  ガ ス ケ ッ ト

ガ ラ ス 留 め 材

ガ ラ ス 留 め 材 及 び 溝 の 大 き さ

ア ル ミ ニ ウ ム 製
・  シ ー リ ン グ 材

ガ ラ ス 溝 の 大 き さ (mm)

品 　 　 種

・  熱 線 吸 収 網 入 磨 き 板 ガ ラ ス ・ 2種

・ 1種

性 能 色 　         調

・  ブ ロ ン ズ・  グ レ ー・  ブ ル ー・  熱 線 吸 収 フ ロ ー ト 板 ガ ラ ス

・  熱 線 吸 収 板 ガ ラ ス

・  複 層 ガ ラ ス

品 種

板ガラスの種類及び厚さの組合せ、複層ガラスの厚さは建具表による

乾燥気体の種類日射取得性・遮へい性による区分断熱性の区分

・ Ｔ 1

・ Ｔ 2

・ Ｔ 5

・ Ｔ 6・ Ｔ 4
・ Ｔ 3

・ Ｇ ・  Ｓ
・ 空 気

・ ア ル ゴ ン
・ 断 熱 複 層 ガ ラ ス

・ Ｔ 5

・ Ｔ 6・ Ｔ 4
・ Ｔ 3

・ Ｇ ・  Ｓ
・ 空 気

・ ア ル ゴ ン

・ Ｔ 1

・ Ｔ 2

・日射熱遮へい

複層ガラス

・  熱 線 反 射 板 ガ ラ ス

・ 高 性 能 熱 線 反 射 ガ ラ ス

品 種

・ 熱 線 反 射 ガ ラ ス

日 射 遮 へ い 性

・  1種

・  2種

・  3種

A種

耐 久 性 に よ る 区 分

・ A種 ・ B種

B種

色   調

・ ブ ル ー

・ グ レ ー

・ ブ ロ ン ズ

・ シ ル バ ー

反 射 被 膜 面 ・  内 面 ・  外 面

映 像 調 整 ・  行 う ・  行 わ な い

・  倍 強 度 ガ ラ ス

・  ブ ロ ン ズ

・  フ ロ ー ト 倍 強 度 ガ ラ ス

・  熱 線 吸 収 倍 強 度 ガ ラ ス ・  グ レ ー ・  ブ ル ー

色 　       　 調材 料 板 ガ ラ ス に よ る 種 類 厚 さ (mm）

・ グレイジングチャンネル形

・鋼 製 軽 量

ス テ ン レ ス 製 ・  シ ー リ ン グ 材

・

・  シ ー リ ン グ 材

樹 脂 製

 鋼 製 及 び

[3.7 .2 ]

・  合 わ せ ガ ラ ス

※ 建 具 表 に よ る

・ フ ロ ー ト 板 ガ ラ ス

・  網 入 板 ガ ラ ス 及 び 線 入 板 ガ ラ ス

・ 型 板 ガ ラ ス 　 　 ※ 品 種 、 厚 さ は 建 具 表 に よ る

※ 建 具 表 に よ る

・ 特 記 仕 様 書 に 無 き 種 類 ・ 品 質 ・ 厚 さ 等 は 図 示 （ 建 具 表 ） に よ る

・  強 化 ガ ラ ス

・ フ ロ ー ト ガ ラ ス ・  フ ロ ー ト 強 化 ガ ラ ス

・  熱 線 吸 収 強 化 ガ ラ ス

・  型 板 強 化 ガ ラ ス

・  Ⅰ 類

・ 型 板 ガ ラ ス

・  Ⅲ 類

シ ョッ トバ ッ ク衝 撃 特性材 料 板 ガ ラ ス に よ る 種 類 種 類

ショットバック衝撃特性球面衝撃はく離特性、

・ Ⅰ 類 ・ Ⅱ -1類 ・ Ⅱ -2類 ・ Ⅲ 類

構 成 種 類品 種

破 片 の 状 態 及 び

セ ク シ ョ ン 材 料

に よ る 区 分
ガ イ ド レ ー ル

の 材 質

収 納 形 式

に よ る 区 分

開 閉 方 式

に よ る 区 分

※ 溶 融 亜 鉛

め っ き 鋼 板
・スタンダード形

・ ローヘッド形

・ バーチカル形

・ ハイリフト形

※ バランス式

・ チェーン式

・ 電　動　式

耐風圧

区分(Pa)

※ スチールタイプ

・ アルミニウムタイプ

・ ファイバーグラス

タイプ

・1250

・1000

・750

・500

・ ステンレス鋼板

障 害 物 感 知 装 置 を 設 け た 電 動 タ イ プ ※ 図 示

ド ア

開 閉 形 式 ※  手 動 式 ・  上 部 電 動 式 （ 手 動 併 用 ）
[5. 11 . 2～ 4]

スラットの材質 ・ JIS G 3312(塗装溶融亜鉛めっき鋼板)

・ JIS G 3322(塗装溶融55%ｱﾙﾐﾆｳﾑー亜鉛合金めっき鋼板)

スラットの形状　　　・インターロッキング形

・オーバーラッピング形

障 害 物 感 知 装 置 を 設 け た 電 動 シ ャ ッ タ ー ※ 図 示

シ ャ ッ タ ー の 種 類

・  外 壁 用 防 火 シ ャ ッ タ ー

・  屋 内 用 防 火 シ ャ ッ タ ー

・  管 理 用 シ ャ ッ タ ー

・  防 煙 シ ャ ッ タ ー

自 閉 式 上 吊 り 引 戸 装 置 の 性 能 値
引 戸 装 置

[5.5 .2～ 4]

[5 . 4. 2]
９ ． ス テ ン レ ス

１ ０ .木 製 建 具
[5.7 .2 ]

表 面 仕 上 げ

外 部 に 面 す る 建 具 の 耐 風 圧 性 （ 表 5.3. 1）

建 具 材 の 含 水 率 ※ A種 　 ・ B種

フ ラ ッ シ ュ 戸 、 戸 ぶ す ま の 材 料 の ホ ル ム ア ル デ ヒ ド 放 散 量

・ Ｆ ☆ ☆ ☆ ☆

・ 改 修 標 準 仕 様 書 5.7. 2（ ２ ） （ イ ） （ a） ② に よ る

表裏 面 の状 態 に よる 区 分（ ・ DV　・ DO　 ・ DC）

ミ デ ィ ア ム デ ン シ テ ィ フ ァ イ バ ー ボ ー ド （ Ｍ Ｄ Ｆ ） の 表 裏 面

接着 剤 によ る 区 分（ ・ U　 ・ M　 ・ P）

曲げ 強 さ によ る 区分 （ ・ 30 ・ 25 ・ 15）

難燃 性 によ る 区 分（ ・ 難 燃 2　・ 難 燃 3）

枠 及 び く つ ず り の 材 料 ※ 建 具 表 に よ る 　 ・ 　

フ ラ ッ シ ュ 戸 の い ん ろ う 付 き 召 し 合 せ 　 ・ 採 用 す る 　 ・ 採 用 し な い

ふ す ま 、 戸 ぶ す ま の 縁 の 仕 上 げ ※ 建 具 表 に よ る 　 ・ 　

か ま ち戸 の 樹 種 ・ かま ち 材 （　 　 　　 　 ） 　　 　 　　 　

・ 鏡板 　 （ 　 　 　 　） 　

ふ す ま 種 別 　　 ・ Ⅰ 型　 ・ Ⅱ型

上 張 り （ 押 入等 の 裏 紙以 外 ）　 　・ 鳥 の 子 　 ・ 新 鳥 の 子 又 は ビ ニ ー ル 紙 程 度

握 り 玉 、 レ バ ー ハ ン ド ル 、 押 板 類 、 ク レ セ ン ト 等 の 取 付 け 位 置
・ 建 具 表 に よ る

マ ス タ ー キ ー の 製 作 　 　 ・ 製 作 す る 　 ・ 製 作 し な い

・ 既 存 の マ ス タ ー キ ー に 合 わ せ る

鍵 箱 　 　 ・ 有 り 　 　 ・ 無 し

金 物 の 種 類 及 び 見 え 掛 り 部 の 材 質 等

１ １ ． 建 具 用 金 物 [5. 8. 2～ 4]

※  改 修 標 仕  表 5.8 .1及 び 表 5. 8. 2に よ る

開 閉 装 置

自 動 ド ア

※ 改 修 標 準 仕 様 書

・
・ 適 用 す る

・ 適 用 し な い

・ 行 う

(適 用 箇 所

は 建 具 表

に よ る ）

・ 行 わ な い

防 錆開 閉 装 置 の 性 能 凍 結 防 止

・ SSL D- 1

・ DS L D- 1

・ 光 線 (反 射 )セ ン サ ー

・ 熱 線 セ ン サ ー

・ 音 波 セ ン サ ー

・ 光 電 セ ン サ ー

・ 電 波 セ ン サ ー

・ 図 示 ・

・ DSL D- 2

・ SSL D- 2

・タッチスイッチ（無線式）

・タッチスイッチ（光線式）

・ 押 し ボ タ ン ス イ ッ チ

・車椅子使用者用便房スイッチ

表 5.9 .1に よ る

[5 .9 . 2～ 3]

引 戸 用 検 出 装 置

車 椅 子 使 用 者 便 房 の 開 閉 ス イ ッ チ

戸 の 開 閉 方 式 　 　 ・ 建 具 表 に よ る

・ 大 型 （ 開 ・ 閉 ） 押 し ボ タ ン ス イ ッ チ

・ 非 接 触 ス イ ッ チ

１ ２ ． 自 動 ド ア

※  改 修 標 仕  表 5. 1 0. 1に よ る

[5. 1 0. 3]１ ３ ． 自 閉 式 上 吊 り

1４ ． 重 量 シ ャ ッ タ ー [5.1 1 .2～ 3]

耐 風 圧 強 度 　 （ 　 　 　 　 ） pa

耐 風 圧 強 度 　 （ 　 　 　 　 ） pa

開 閉 方 式 の 種 類 ※  電 動 式 （ 手 動 併 用 ） ・  手 動 式

安全装置（急降下制御装置又は急降下停止装置）の設置個所

急降下制御装置又は急降下停止装置

障害物感知装置の設置個所

※ 建 具 表 に よ る

※ 建 具 表 に よ る

危害防止機構の設置個所 ※ 建 具 表 に よ る

・

・

・

屋 内 防 火 シ ャ ッ タ ー 若 し く は 防 煙 シ ャ ッ タ ー の 危 害 防 止 機 構

・ 設 け る 　 　 ※ 障 害 物 感 知 装 置 （ 自 動 閉 鎖 型 ）

・ 可 動 座 板 式
・ 設 け な い

管 理 用 シ ャ ッ タ ー の シ ャ ッ タ ー ケ ー ス 　 　・ 設 け る 　 　 ・ 設 け な い

ス ラ ッ ト 及 び シ ャ ッ タ ー ケ ー ス 用 鋼 板

鋼 板 の 種 類 ・ JIS G 33 0 2(溶 融 亜 鉛 め っ き 鋼 板 ）

・ JIS G 33 1 2(塗 装 溶 融 亜 鉛 め っ き 鋼 板 ）

15． 軽 量 シ ャ ッ タ ー

耐 風 圧 強 度 　 　 　 （ 　 　 　 ） pa

めっきの付着量（※ Z06又はF06　　・　　　　　　）

めっきの付着量（※ AZ90　　・　　　　　）

[5 . 13 .2～ 4]

又は SUS443JI
（※ SUS304,SUS430JIL,

・　　　　　　）

1６．オーバーヘッド

1７ ． ガ 　 ラ 　 ス [5.1 4. 2～ 4] [図 5. 14 .1 ]

※ 品 種 、 厚 さ は 建 具 表 に よ る

品 種 、 厚 さ 及 び 網 又 は 線 の 形 状

※ 建 具 製 造 所 の 仕 様 に よ る

※ 建 具 製 造 所 の 仕 様 に よ る

※ 建 具 製 造 所 の 仕 様 に よ る

※ 建 具 製 造 所 の 仕 様 に よ る

1８ .ガ ラ ス ブ ロ ッ ク

壁 用 金 属 枠 及 び 補 強 材

・ 設 け な い

力 骨 　 　 材 質 　 ※ ス テ ン レ ス 鋼 （ SUS3 04 ) ・

寸 法 　 ※ 径 5.5ｍ ｍ ・

・形 状 　 ※ は し ご 形 状 腹 筋 及 び 単 筋

化 粧 目 地 モ ル タ ル の 色 　 　 ・ （ 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

金 属 製 化 粧 カ バ ー 材 質 　 　 ・ ス テ ン レ ス 製 　 ・ ア ル ミ ニ ウ ム 製

寸 法 　 　 ・ 図 示

形 状 　 　 ・ 図 示

・
・

シ ー リ ン グ 材 の 種 類 　 　 　 ・ （ 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

工 法

・ 設 け る （ 形 状 　 ※ 図 示 　 ）

表面
形状

正方形

呼び寸法
(mm)

・125×125

・250×125

防火性能
曲面積み

外側
※15以下

乳白クリヤ

色調

平積み

※8～15

厚さ
(mm)

・160×160

・200×200

・320×320

・320×160

目路幅(mm) 伸縮調整目地
(mm)

長方形

・80

・95 ・125

・95 ・125

・95

・80

・95

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・15～25
内側

※6以下

・図示

・

※無し

・有り

※6ｍ以下ごとに

幅10～25

建築基準法に基づき定まる風圧力に対応した工法

目 地 部 の 力 骨 の 補 強 方 法

・図示による　・　　

※ ガ ラ ス ブ ロ ッ ク 製 造 所 の 仕 様 に よ る 　 ・ 図 示

1９ .ガ ラ ス 用

３ . 既 存 壁 の 撤 去 、

及 び 下 地 補 修

間仕切壁撤去に伴う他の構造体の補修 [6. 3. 2 ]

・ 

（塗り厚 25㎜ を超える場合の補強　　※図示）

※ 改修標準仕様書4.3.10によるモルタル塗り

材 料 の ホ ル ム ア ル デ ヒ ド 放 散 量
[6.5 . 2]

（ b） に よ る

※  Ｆ ☆ ☆ ☆ ☆

４ .木 材

寸 法 （ mm）

※2級

・
・図示

※2級
・図示

・

「 製材 の 日本 農林 規 格 」 によ る 製 材Ｇ５ ． 製 　 材

・ 下 地 用 製 材

等 級

・ B種
※ A種  

※ A種  

保存処理

・適用する

・適用する

・適用しない

・適用しない

寸 法 （ mm）

※上小節

・
・図示

・
・図示

　

等 級 含 水 率

※ A種  

※ A種  

・ B種

保存処理

・適用する

・適用しない

・適用する

・適用しない

・ 広 葉 樹 製 材

・図示

・図示

寸 法 （ mm）

・

※１等

等 　 級

※１等

・

含 水 率

・A種 ・B種

※10％以下 

・A種 ・B種

※10％以下 

保存処理

・適用する

・適用しない

・適用する

・適用しない

含 水 率 備 考

備 考

備 考

[6. 5. 2]

・ B種

・ B種

・ 造 作 用 製 材

※小節以上

施 工 箇 所

施 工 箇 所

見え掛り面

見え掛り面 以外

施 工 箇 所

・ 「 製材 の日 本 農林 規 格 」 以外 の 製 材

造 作 材 の 場 合
（ 　 　 　 　 　 　 ）

造 作 材 の 場 合

（ ※ A種 　 ・ B種 ）

・ 適 用 し な い

・ 適 用 す る

・ 適 用 し な い

・ 適 用 す る

材 面 の 品 質 防 虫 処 理 含 水 率

・A種 ・B種

・A種 ・B種

・

・

（ ※ A種 　 ・ B種 ）

（ 　 　 　 　 　 　 ）

・図示

寸 法

（ mm）

・図示

施 工 箇 所 備 考

[6. 5. 2 ]Ｇ６.造作用集成材

・建築用ガスケット

・グレイジングビード

含 水 率
（ mm）

厚 さ
施 工 箇 所

※ 14％ 以 下

・

・ 適 用 す る

・ 適 用 し な い

※ 14％ 以 下

・

・ 適 用 す る

・ 適 用 し な い

防 虫 処 理
（ 表 面 の 化 粧 加 工 ）

表 面 の 品 質

・ 「 単 板 積 層 材 の 日 本 農 林 規 格 」 以 外 の 造 作 用 単 板 積 層 材

・有 （加工：・天然木化粧加工

・塗装加工　）
・無（　　　　　　　　　　）

・有 （加工：・天然木化粧加工

・塗装加工　）
・無（　　　　　　　　　　）

　

施 工 箇 所

・ ＣＬ Ｔ （ 直交 集 成 板）Ｇ

品 　 名 強 度 等 級 種 別
接 着 性 能
(使用環境）

寸 法

（ mm）
樹 種 名

・図示

・図示

[6 . 5. 2 ]

Ｇ

施 工 箇 所

・ 適 用 す る

・ 適 用 し な い

防 虫 処 理表 板 の 品 質接着の

程度樹種名

単板の

( m m )
厚 さ

品 名

・

※ 5 . 5

・

・ 普 通 合 板

８. 下地用合板等 下地用合板等

・ ホ ル ム ア ル デ ヒ ド 放 散 量 表 示 が な い 場 合 は 改 修 標 準 仕 様 書 6.5. 2（ 1） （ ウ ）

間 伐 材 等 の 適 用 ・ 適 用 す る

積層材 Ｇ

７ . 造作用単板

（ 表 面 の 化 粧 加 工 ）
表 面 の 品 質厚 さ

（ mm）
施 工 箇 所 品 名

・

・ 「 単 板 積 層 材 の 日 本 農 林 規 格 」 に よ る 造 作 用 単 板 積 層 材

・有 （加工：・天然木化粧加工

・塗装加工　）

・ ・有 （加工：・天然木化粧加工

・塗装加工　）
・無（等級：・1等・2等・3等）

・無（等級：・1等・2等・3等）

・ 適 用 す る

・ 適 用 し な い

・ 適 用 す る

・ 適 用 し な い

防 虫 処 理

品 名施 工 箇 所

・図示

※１等　・2等

※１等　・2等

・図示

寸 法 （ mm） 見付材面数 品 質
見 付 け 材 面 の

樹 種

・ 造 作 用 集 成 材

　

・ 化 粧 ばり 造 作 用集 成 材
　

施 工 箇 所
寸 法

品 質
見付材面数化粧薄板の

厚さmm）

※１等　・2等

※１等　・2等

・図示

・図示

（ mm）樹 種品 名

化粧薄板：

芯材：

化粧薄板：

芯材：

見付け材面の

施 工 箇 所 寸 法 （ mm）樹 種
見 付 け 材 面 の

品 質

・

・

含 水 率

※15%以下

※15%以下

・図示

・図示

施 工 箇 所
見 付 け 材
面 の 品 質

化 粧 薄 板 の
厚 さ (mm )

寸 法

（ mm）
樹 種

・図示

含 水 率

・図示化粧薄板：

芯材：

化粧薄板：

芯材： ・

※ 15%以下

※ 15%以下

・

・ 「 集 成 材 の 日 本 農 林 規 格 」 以 外 の 造 作 用 集 成 材

・ 「 集 成 材 の 日 本 農 林 規 格 」 以 外 の 化 粧 ば り 造 作 用 集 成 材

造 作 用 集 成 材

造 作 用 単 板 積 層 材

施 工 箇 所

Ｇ・ 構 造 用 合 板

板 面 の

品 質
厚 さ
(mm )

強 度 等 級防 虫 処 理
樹種名

以 上

・ 1級

・ 1級

単板の

※ 2級

等 級品 名

・ 2級

接 着 の 程 度 　 　 常 温 湿 潤 状 態 と な る 場 所 で の 使 用 ※ 特 類 ・

そ の 他 の 場 合 　 ※ 1類 以 上 　・

※１類

・２類

広葉樹

針葉樹

※2等以上

・１等

※Ｃ-Ｄ以上
・

※Ｃ-Ｄ以上

・

・

※12

・

・

保存処理

の適用

・適用する ・ 適用する

・適用しない

・適用する
（　　　　）

・適用しない・しない

・適用する ・ 適用する

・適用しない

・適用する
（　　　　）

・適用しない・しない

・ 化 粧 ば り 構 造 用 合 板

施 工 箇 所

Ｇ

防 虫 処 理接 着 の 程 度単 板 の 樹 種 名厚 さ（ mm）品 名

・１類

・特類

・

・ 適用する

(           )

・

施 工 箇 所
厚 さ

（ mm）

・ 天 然 木 化 粧 合 板 Ｇ

防 虫 処 理接 着 の 程 度化粧板に使用する単板の樹種名

・１類

・ 2類

・ 適用する

(           )

・

・ 特 殊 加 工 化 粧 合 板 Ｇ

・適用する

（　　　　）

防虫処理化粧加工の方法

・・

単板の

程度

接着の

・ 1類

・ 2類

厚 さ（ mm）施 工 箇 所 品 名

・

樹種名

・オーバーレイ

・塗装

・プリント

※  15

 ( 1 2 . 2 . 1 )

施 工 箇 所

・ パ ー テ ィ ク ル ボ ー ド

表 裏 面 の 状 態
に よ る 区 分 に よ る 区 分

厚 さ （ mm）難 燃 性
に よ る 区 分

耐 水 性曲 げ 強 さ
に よ る 区 分

・ ・・

Ｇ

※ 13ﾀ ｲ ﾌ ﾟ

・ ・ ・ ・ ・

・ ・

・MR1(M)又は
MR2(P)タイプ

・

 (12 . 2 . 1 )・ 構 造 用 パ ネ ル

施 工 箇 所 厚 さ （ mm）品 　 　 名

・

・

・

・

施 工 箇 所

・ ミ デ ィ ア ム デ ン シ テ ィ ー フ ァ イ バ ー ボ ー ド （ Ｍ Ｄ Ｆ ）

表 裏 面 の 状 態
に よ る 区 分 に よ る 区 分

・

曲 げ 強 さ
に よ る 区 分

接 着 剤厚 さ
（ mm）

・

・

に よ る 区 分
難 燃 性

・

・

・

・

・

・

・

Ｇ

接 着 の 程 度 　 　 常 温 湿 潤 状 態 と な る 場 所 で の 使 用 ※ 特 類 ・

10. 防腐、防蟻処理 ［6.5.5］

９.接着剤
［6.5.3～4］

接着剤（木れんが用接着剤を含む）のホルムアルデヒド放散量

※ Ｆ☆☆☆☆

・ 薬 剤 の 塗 布 に よ る 防 腐 ・ 防 蟻 処 理

・ 薬 剤 の 加 圧 注 入 に よ る 防 腐 ・ 防 蟻 処 理

保 存 処 理 性 能 区 分

・ Ｋ ２ 　 　 ・ Ｋ ３ 　 　 ・ Ｋ ４

・ Ｋ ２ 　 　 ・ Ｋ ３ 　 　 ・ Ｋ ４

薬 剤 の 種 類処 理 の 方 法

・ ・

適 用 部 材

適 用 部 材

※薬剤の製造所の仕様による ・

適 用 部 位 ： （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

・ 薬 剤 の 接 着 剤 へ の 混 入 に よ る 防 腐 ・ 防 蟻 処 理

適 用 部 位 ： （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

適用部位：（　　　　　　　　　　　　　　　　）

・薬剤の接着剤への混入による防腐・防蟻処理

・ 合 板 等 の 加 圧 注 入 に よ る 防 腐 ・ 防 蟻 処 理

・ 防 虫 処 理 の 適 用
適 用 部 位 ： （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）保 存 処 理 の 性 能 区 分 （ 　 　 　 　 　 　 　 ）
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ＦＡＸ　019－635－7830

番　号

枚の内

年月日縮　尺図面内容特　記製　図検　図岩手県知事登録　第  496号

一級建築士登録　第77108号

大　久　保　貞　輔

至　花巻

内
装
改
修
工
事

内
装
改
修
工
事

内
装
改
修
工
事

6-3
［6.6.2～4］１１. 軽量鉄骨天井下地

備　考

[6.8.2～3]

6-4 [6.10.2～3] 6-5
[7.1.3]１. 材　料７

防火材料 ※ 屋内の壁、天井仕上げは防火材料とする。

・ 次の箇所を除き防火材料とする　（箇所　　　　　　　　　）

屋内で使用する塗料のホルムアルデヒド放散量

[6.7.3][表6.7.1]
スタッド、ランナーの種類

ﾋﾞﾆﾙ床シート Ｇ

１２. 軽量鉄骨壁下地

１３. ビニル床シート

ゴム 床 ﾀｲﾙ

ﾋ ﾞﾆﾙ床 ﾀｲ ﾙ

ビニル床タイル [6.8.2]Ｇ

・視覚障害者用床ﾀｲﾙの種類・形状 (種類：　　　　　　　　形状：　　　　　　　　）

 ビニル幅木 材質　　　　・ 軟質　　・ 硬質

高さ (㎜)　　　※ 60　　・ 70　　・ 100

厚さ (㎜)　　　※ 1.5以上　　・ 

１５. 合成樹脂塗床

塗り
種類　　　・ せっこう系　　・ セメント系

[6.17.2～3]２２. セルフレベリング材

標準的な曲がりの役物は一体成形とする

試験張り　　　・ 行う　　・ 行わない

見本焼き　　　・ 行う　　・ 行わない

・ ・ ・ ・ ・ ・・

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

色役物

(㎜)

形状
耐凍

寸法
害性

・

・

・

・

有

・

・

無

・

・

有

・

・

無

・ ・ ・ ・ ・ ・・ ・ ・ ・ ・ ・

再生材

の適用

Ｇ

吸水率に

よる区分

うわ

ぐすり

Ⅰ
類

Ⅱ
類

Ⅲ
類

　

施
釉

無
釉

特
注

標
準

施工箇所

内装壁タイル接着剤張りに使用する有機質接着剤のホルムアルデヒド放散量

品質 ・

塗厚（㎜）　・ 

種類の記号

※ FS

・

色　柄 厚さ(mm)

※ 2.0

・

・ 柄物

特殊機能

・ 帯電防止

・ 耐動荷重性

・ 防滑性

・ 耐薬品性

施工箇所

目地処理する場合の工法　　　※ 熱溶接工法　　

・

種類の記号

※ＫＴ

・ＴＴ

・ＦＴ

・ＦＯＡ

・ＦＯＢ

色　柄

・ 無地

・ 柄物

寸法 (㎜)

・ 300×300

・ 500×500

・ 450×450

特殊機能

・ 2.5

・ 3.0

※ 2.0

厚さ(mm) 備　考

・ 帯電防止

・ 防滑性

・

Ｇ１４. カーペット敷き

・

・ ・

・ ・

・

Ｇ

工法 樹種 厚さ(㎜)

※ なら

※ なら

※ なら

（根太張り）

・ 釘留め工法

（直張り）

・ 接着工法

・ 接着工法

15

・12以上

[6.11.2～6]

ブロック１等

１６. フローリング張り

・8以上

※ な ら

・

種 　 　 類 樹 　 種工 　 　 法 種 別

フローリング

・天然木化粧複合

・ 接 着 工 法

※ な ら

・
・ 釘留め工法
（直張り）

（根太張り）
・ 釘留め工法

複合フローリング Ｇ

[6.12.2]１７. 畳敷き

種別

備考(参考型番）

※ 規制対象外

※ 規制対象外

下地面の種類

塗替えＲＢ種の場合の既存塗膜の除去範囲

下地調整

・

・ 屋外の軒天井、ピロティ天井等

屋内 　　※19型　　・25型

野縁等の種類　　屋外　　・ 19型　　※ 25型　　　

工法

野縁受、吊りボルト及びインサートの間隔　　　・ 図示　　 

周辺部の端からの間隔　　　・ 図示　　 

野縁の間隔　　　・ 図示　　 

・図示による

既存の埋込みインサート　　　・ 使用する　　・ 使用しない

あと施工アンカーの引張試験　　　・ 行う

・ 行わない

・ 吊りボルトの間隔が900㎜を超える場合

補強方法　　　※ 図示　　 

・ 天井のふところが1.5m以上3.0mの場合

・ 天井のふところが3.0mを超える場合

補強方法　　　※ 図示　　 

・ 天井下地材における耐震性を考慮した補強

補強方法　　　※ 図示　　 

補強方法　　　※ 改修標準仕様書6.6.4(8)(ア)(イ)による　　・ 

補強箇所　　　※ 図示　　 

・開口部の補強

つりボルトの増つりを行う。
・図示による

※  改 修 標 準 仕 様 書 6.7 .3に よ る ス タ ッ ド 高 さ に よ る 区 分 に 応 じ た 種 類

・補強野縁及び、野縁受の追加による。野縁受のはね出しは150㎜以下となるように

スタッドの高さが5.0mを超える場合　　　※ 図示による　　 

・ﾏｰﾌﾞﾙ柄

・ 無地

ゴム床タイル [6.8.2]

色柄　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　）　

寸法(㎜)　（　　　　　　　　　　　　　　　　）

厚さ(㎜)　　　・ 3.0　　・ 4.5　　・ 6.0　　・ 9.0

特殊機能

又は体積電気抵抗値（JIS A 1454）1x10 ～1x10 Ω程度

・ 帯電防止性能評価値（JIS A 1455） 1.2 以上～ 3.2 未満帯電防止

[6.8.2]

下地がセメント系、木質系以外の場合の接着剤の種別

※床材製作所の仕様による

[表6.8.1、表6.8.2]

・

接着剤のホルムアルデヒド放散量　　　※ Ｆ☆☆☆☆ [6.8.2]

・

※ 6.5

・ ・

※ 6.5

・ ・

※ 6.5

※ ループパイル

・ カットパイル

・ カット、ループ併用

・ 第二種

※ 第一種

・ 第一種

・ 第二種

・ 第二種

・ 第一種

※ 500× 500

・

※ 500× 500

※ 500× 500

総厚さ  (㎜ )寸法 (㎜) 備  考 施工箇所種  別パイル形状

※ 　 　 　

※ 　 　 　

※ 　 　 　

・

・ 適用する

（性能：※ 人体耐電圧

・　　　　　）

・ 適用しない

※ 全面接着工法

・ グリッパー工法

・

・

・

・ カットパイル

ループパイル

レベルループパイル

カット、ループ併用

パイル長さ (㎜)

    5～7

    4～6

    4 3kv 以下

パイル形状 工　法 帯電性 備考(参考品番）

※ 反毛フェルト（JIS L 3204）の第2種2号　呼び厚さ 8㎜　　 

・ タフテッドカーペット

下敷き材（グリッパー工法の場合）

・ タイルカーペット

・ 柄物

色柄等 帯電性 備考(参考品番）

※ 無地

・ 適用しない

・ 適用する

（標準品）・

・ カットパイル

・ ループパイル

カット、ループ併用

パイル形状 織り方

・ ウィルトン

・ ダブルフェース

アキスミンスター・

・ 織じゅうたん

下敷き材　　　※ 反毛フェルト（JIS L 3204）の第2種2号　呼び厚さ 8㎜　　 

・

無地の織じゅうたんの種別 ・ A種 ・ B種 ・ C種

接合方法　　※ヒートボンド工法

[6.9.2～3][表6.9.1～2]

タイルカーペットの敷き方

※ 市松敷き　　・ 模様流し　　・ 

※ 模様流し　　・ 市松敷き　　・ 

平場

階段部分

見切り、押え金物

種類（　　　　　　　）

形状等　※図示 ・

材質（　　　　　　　）

接着剤のホルムアルデヒド放散量　　　※ Ｆ☆☆☆☆

[6.9.2～3]

[6.9.2～3]

[6.9.2]

・ 釘留め工法

単層フローリング

種類

塗床材のホルムアルデヒド放散量　　　※ Ｆ☆☆☆☆

種 類

工 　 法 仕 上 げ の 種 類 施 工 箇 所種 　 別

・ 厚 膜 型 塗 床 材

（弾性ウレタン樹脂系塗床材）

・ 厚 膜 型 塗 床 材

（エポキシ樹脂系塗床材）

・ 薄 膜 型 塗 床 材

（エポキシ樹脂塗床材）

※ 平 滑 仕 上

・ 防 滑 仕 上

・ 平 滑 仕 上

※ 平 滑 仕 上

・ 防 滑 仕 上

・ つ や 消 し 仕 上

・ 樹 脂 モ ル タ ル 工 法

・ 厚 膜 流 し 展 べ 工 法

・ 薄 膜 流 し 展 べ 工 法

幅及び長さ (㎜)

幅及び長さ (㎜)

標準仕様書　表6.11.1による

標準仕様書　表6.11.3による

標準仕様書　表6.11.5による

※ なら 15

・ C種

・ A種

・ B種

・ C種

・ A種

・ B種

・ B種

・ C種

・ A種※ な ら

・

標準仕様書　表6.11.2による

標準仕様書　表6.11.4による

標準仕様書　表6.11.6による

・ フローリング

ボード１等

・ フローリング

フローリング及び接着剤のホルムアルデヒド放散量　　　※ Ｆ☆☆☆☆ 

接着工法の場合の緩衝材　　　※ 合成樹脂発泡シート　　・ 

現場塗装仕上

・ 行う（施工箇所　　　　　　　　　）

※ ウレタン樹脂ワニス塗り

・ オイルステインの上、ワックス塗り

・ 生地のままワックス塗り
・ 行わない

間 伐 材 等 の 適 用 ・ 適 用 す る

・ A種　・ B種　・ C種　

・ D種 （畳床：・ＫＴ-Ⅰ  ・ＫＴ-Ⅱ　・ＫＴ-Ⅲ　・ＫТ-Ｋ　・ＫТ-Ｎ）

・ 衝 撃 緩 和 型 畳 畳 表 （ JIS  A  5 9 0 2） 　 ・ Ｃ 1　 ・ Ｃ 2　

畳表及び畳床はホルムアルデヒド、アセドアルデヒド及びスチレンを発散しないか、発散が極

めて少ない材料を使用したものとする。

9.5

9.5（準不燃）

模様（・ 柾目　・ 板目）専用下地材有り

12.5（不燃）　幅 440㎜ 程度

・ 12.5（不燃）　・ 15（不燃）

9.5（不燃）

・ 化粧せっこうボード

・ 化粧せっこうボード（木目）

・ せっこうラスボード

・ 強化せっこうボード

・ シージングせっこうボード

・ 不燃積層せっこうボード

・ 12.5（不燃）　・ 15（不燃）　・ 

・ 25（ガラスクロス包）　・ 

・ 30　　・ 

・ 15　　・ 20　　・ 25　　・ 

・ 15　　・ 20　　・ 25　　・ 

・ 15　　・ 20　　・ 25　　・ 

[6.13.2～3]

・ 凹凸タイプ

・ 普通木片セメント板

・ せっこうボード

ロックウール吸音ボード1号

グラスウール吸音ボード 32Ｋ・

・

・ ロックウール化粧吸音板

・ けい酸カルシウム板

・ 硬質木毛セメント板

・ 中質木毛セメント板

・ 硬質木片セメント板

・ 普通木毛セメント板

・ 2 5 　

種　　類 厚さ (㎜)、規格等

・ 12　　・ 15　　・ 18　　・ 21

タイプ２（無石綿）　　　

・ フラットタイプ

（・ 12（不燃）・ 15(不燃）　・  　）

（・ 9（不燃）・ 12(不燃）　・  　）

・化粧無（下地張り用） 

・化粧有（トラバーチン模様）

12.5（・不燃　・準不燃 ）

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

（トラバーチン模様）

・6　・8

１８. せっこうボードその他

ボード及び合板張り

表面の材種

生地、透明塗料塗り

（※ ラワン程度　　・　　　　　　　　　）

不透明塗料塗り

（※ しな程度　　・　　　　　　　　　）

板面の品質（　　　　　　）

厚さ（㎜）（　　　　　　）

・ 普通合板 Ｇ

接着の程度（・１類　・2類　）

・ 防虫処理 

Ｇ

表面性能（　　　　　　　）タイプ

厚さ（㎜）（　　　　　　）

樹種名（　　　　　　）

接着の程度（・ １類　・ ２類）

厚さ（㎜）（　　　　　　）

特殊加工の方法

（・ オーバーレイ　・ プリント　・ 塗装）

接着の程度（・ １類 　・ ２類）

・ メラミン樹脂化粧板

・ ポリエステル樹脂化粧板

・

・ 単板張りパーティクルボード

・ 化粧パーティクルボード

・ ハードボード（素地）

・ ハードボード（化粧）

・ インシュレーションボード

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

・ 特殊加工化粧合板 Ｇ

・ 天然木化粧合板 Ｇ

・ 3　　・ 7　　・ 9　　・ 12　　・ 

・ 未研磨板　　・ 研磨板

・ 10　　・ 12　　・ 15　　・ 18　　・ 

・ ・ 塗装

・ 10（難燃）　・ 12（難燃）　・ 

・ 無研磨板

・ 研磨板 （・ スタンダード　　・ テンパード）

（・ スタンダード　　・ テンパード）

・ 内装用　　・ 外装用

・ 2.5　　・ 3.5　　・ 5　　・ 7

・ 9　　・ 12　　・ 15　　・ 18

JIS K 6903 による　厚さ（※ 1.2　・ 　　）

ミディアムデンシティファイバーボード

・ 単板オーバーレイ プラスチックオーバーレイ

A級（・ 天井仕上　・ 内装仕上　・　　　　）

・ 防虫処理 

・ 防虫処理 

材料のホルムアルデヒド放散量

・　改修工事標準仕様書６．１３.２(b)(c)(d)による

・　F☆☆☆☆

接着剤のホルムアルデヒド放散量

・　※　F☆☆☆☆

遮音シール材 ・ 適用する（・ シーリング材　　・ ジョイントコンパウンド）

・ 適用しない

合板類の張付け　　　・ Ｂ種　　・ Ａ種

せっこうボードの目地工法　　

・　継目処理工法
・　突付け工法
・　目透し工法

・

施工箇所
壁紙の種類

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・

紙 繊維 プラスチック 無機質 その他
防火種別

※ 不燃　・ 準不燃

※ 不燃　・ 準不燃

※ 不燃　・ 準不燃

[6.14.2～3]

備考(参考品番）

１９. 壁紙張り

材 料
２０. モルタル塗り [6.15.3～6]

・ 防水剤の品質・性能

品質・性能項目

防水剤の種別

セメント重量の5％以下

凝結及び安定性

混合割合

建築用のモルタルに用いるセメント防水剤

（凝結）

・ 既 調 合 材 料 （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ） 　

既製目地材 ・ 設ける　施工箇所（　　　　　　）　形状（※ 図示　・　　　　）

・設けない

床目地 ・ 設ける（工法：※ 押し目地　　・　　　　　）　・ 設けない

壁モルタル塗りの厚さが25ｍｍを超える場合の下地処理 ・（　　　　　　　　　　　　　　　）

　凝結時間　始発：1時間以上　終結：10時間以内

　収縮性、膨張性のひび割れ及びそりについて観察する。

（安定性）

吸水比

透水比

95％以下

80％以下

曲げ及び圧縮強度比 70％以上

ホルムアルデヒド放散量　　　※ Ｆ☆☆☆☆ 

モルタル・プラスター面の下地調整　　　※ Ｂ種　　 

コンクリート・ＡＬＣ面の下地調整　　　※ Ｂ種　 

せっこうボード面の下地調整　　　※ Ｂ種　　 

・ ・ ・ ・ ・ ・・

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

色役物

(㎜)

形状
耐凍

寸法
害性

・

・

・

・

有

・

・

無

・

・

有

・

・

無

・ ・ ・ ・ ・ ・・ ・ ・ ・ ・ ・

・

・

・

再生材

の適用

Ｇ

吸水率に

よる区分

うわ

ぐすり

Ⅰ
類

Ⅱ
類

Ⅲ
類

　

施
釉

無
釉

特
注

標
準

耐
滑
り
性

施工箇所

見本焼き　　・ 行う　　・ 行わない

標準的な曲がりの役物は一体成形とする

備考(参考型番）

タイルの形状、寸法等

・セメントモルタルによるタイル張り

既調合モルタル　　・適用する（品質等：　　　　　　　）

・MCR工法　・目荒し工法

２１. タイル張り [6.16.2～4]
伸縮調整目地の位置

床タイル（※ 縦、横とも4m以内ごと　　・ 図示　・　　　　　　　　）
床タイル以外（・ 図示　　・ 　　　　　　　　）

伸縮目地のシーリング材、目地寸法は改修特記仕様書第3章による

試験張り　　・ 行う　　・ 行わない

コンクリート素地面の処理

壁タイルの種類・大きさに応じた工法

内装タイル（小口平、二丁掛、100角） ・密着張り
・改良圧着張り

ユニットタイル（内装タイル以外） ・マスク張り
・モザイクタイル張り

タイルの形状、寸法等
・接着剤によるタイル張り

※改修標準仕様書表6.17.2による

[7.2.1～7]［7.3.1～7］２. 下地調整・素地ごしらえ

※Ｂ種　・Ａ種

※ Ｂ 種 　

※ Ｂ 種 　

亜鉛めっき鋼面（鋼製建具以外）

亜鉛めっき鋼面（鋼製建具）

鉄鋼面

木部屋外

※ Ｂ 種 　

※ Ｂ 種 　

※ Ｂ 種 　

※ Ａ 種 　

塗  替  え
塗装面塗装の種類

新　規

※ Ａ 種 　

木部屋内 ※ Ｂ 種 　 ※ Ｂ 種 　　塗り（ＳＯＰ）

・耐候性塗料塗り

　（ＤＰ）

鉄鋼面　上塗り等級（　　）級

亜鉛めっき面　上塗り等級（　　）級

・ 髙日射反射塗料塗り Ｇ

下地調整（改修標準仕様書表7.2.2）　・ ＲＡ種　　・ ＲＢ種　　・ ＲＣ種

４. 塗装

工　程

・合成樹脂調合ペイント

※Ｂ種　・Ａ種 ※Ｂ種　・Ａ種・アクリル樹脂系非水分散型塗料塗り（ＮＡＤ）

ｺﾝｸﾘｰﾄ面及び押出成形ｾﾒﾝﾄ板面

屋内の鉄鋼面

コンクリート面等・つや有合成樹脂

屋内の木部　エマルションペ

　イント塗り

　（ＥＰ－Ｇ） 屋内の亜鉛めっき鋼面

※ Ｂ 種 　

※ Ｂ 種 　

※ Ｂ 種 　

・ウレタン樹脂ワニス塗り（ＵＣ）

・オイルステイン塗り（ＯＳ）

・Ｃ－1種
・Ｂ－1種
・Ａ－1種

※Ｂ 種　

塗料（・油性　・水性） － －

・Ａ種※Ｂ 種　

※Ｂ種　 ※Ｂ種　・木材保護塗料塗り（ＷＰ）

・Ａ種

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

塗付け量

２種

種類
工程

塗料その他

規格番号 規格名称

・１級

等級

・２級

・３級

塗料製造所の

仕様による
JIS K 5675

（㎏/㎡）

反射率塗料塗料塗り

３. 錆止め塗料塗り [7.4.2～3]

工程

鉄鋼面

塗装面

※ Ｂ 種 　

新規見え掛り

新規見え隠れ

ＳОＰ

ＤＰ

錆止め塗料塗りの種別

※Ａ種

塗料種別

※Ａ種

※Ａ種

塗替え

塗替え ※ Ｃ 種 　・

・

新規見え掛り

塗替え

新規見え掛り

塗替え

新規見え隠れ

・

・

・

亜鉛めっき鋼面

ＥＰ－Ｇ

ＳОＰ

ＥＰ－Ｇ

ＤＰ

新規見え掛り

新規見え掛り

新規見え隠れ

※Ｂ種

※Ｂ種

塗替え 下地調整RA種 ※1回目　Ｃ種

※2,3回目　Ｄ種

新規見え掛り

及びRC種
※Ｅ種

新規見え隠れ

※1回目　Ｃ種

※2,3回目　Ｄ種

※Ａ種　・Ｂ種

※Ｂ種 ・Ａ種

・Ａ種

・Ａ種

※Ａ種　・Ｂ種

※Ｂ種

※Ｂ種

※Ｂ種

※Ｃ種　

※Ｃ種　

※Ｃ種　

※ Ｃ 種

※ Ｃ 種

※ Ａ 種 　

※ Ｂ 種 　

※ Ａ 種 　

※ Ａ 種 　

※ Ａ 種 　

※ Ａ 種 　

・

・

・

・

・

・

・

・

・

新規鋼製建具等

新規鋼製建具等

※Ａ種 ・

※Ｂ種

※ Ｂ 種 　

※ Ａ 種 　

※ Ｃ 種 　

※Ｂ種　・　

表7.4.6による
改修標準仕様書 

モルタル面、プラスター面

コンクリート面（ＤＰ以外）、

鉄鋼面

ＡＬＣパネル面

※ Ｒ Ｂ 種 　

※ Ｒ Ｂ 種 　

※ Ｒ Ｂ 種 　

せっこうボード面、

その他ボード面
※ Ｒ Ｂ 種 　

押出成形セメント板面

コンクリート面（ＤＰ）、

・

・

・

・

・

・ＲＣ種

・

亜鉛めっき鋼面

亜鉛めっき鋼面（鋼製建具）

・Ｂ種　　・Ａ種

・Ｂ種

・Ａ種　・Ｂ種

木部
不透明塗料塗り

透明塗料塗り

※ Ｒ Ｂ 種 　

塗替えの下地調整 新規塗装の素地ごしらえ

・　

※ Ｒ Ｂ 種 　

※ Ｒ Ｂ 種 　

・ＲＢ種

※Ａ種

※Ｂ種

・行う

・行う

　　　－

　　　－

　　　－

・行わない

・行わない

・行う

　　　－

・行わない

・行う

・行わない

ひび割れ

部の補修

　　　－

　　　－

※Ｃ種（ＤＰの場合※Ｂ種）

※Ｂ種

継目処理工法

その他の工法

※Ａ種

※Ｂ種

※ 塗替え面積の （　　％）　　・ 図示　　 

・ＲＣ種

・ＲＡ種 ・ＲＢ種

※Ｂ種　・Ａ種

※Ｂ種　・Ａ種

・現場調合材料（セメントは改修共 通仕 様書6.15.3による）

塗替え

下地調整RB種

改修標仕 表7.8.1による

改修標仕 表7.8.1による

改修標仕 表7.8.1による

改修標仕 表7.8.1による

・Ｃ－1種
・Ｂ－1種
・Ａ－1種

・※ Ｂ 種 　

・

※ Ａ 種 　

※ Ａ 種 　

・ 　

※ Ａ 種 　・ 　※ Ａ 種 　

・Ａ種 ・Ａ種

せっこうボード、その他のボード面）の塗替えの場合のしみ止め

つや有合成樹脂エマルションペイント塗り（EP-G コンクリート面、モルタル面、プラスター面、

合成樹脂エマルションペイント塗り（EP）の塗替えの場合のしみ止め

※ 改修標準仕様書 7.9.2（2）による　　・ 

　※改修標準仕様書7.9.2（2）により、工程１の下塗りをしみ止めシーラーとする　　

[7.5.2～7.13.2]

※Ｂ種　・Ａ種※Ｂ種　・Ａ種・クリヤラッカー塗り（ＣＬ）

・合成樹脂エマルションペイント塗り（ＥＰ） ※ Ｂ 種 　 ・Ａ種　・Ｂ種・

屋根用高日射

塗
装
改
修
工
事
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（有）大久保建築設計事務所
ＴＥＬ　019－635－7801

盛岡市西仙北１丁目19番14号
ＦＡＸ　019－635－7830

番　号

枚の内

年月日縮　尺図面内容特　記製　図検　図岩手県知事登録　第  496号

一級建築士登録　第77108号

大　久　保　貞　輔

9 -1

環
境
配
慮
改
修
工
事

9-2

環
境
配
慮
改
修
工
事

環
境
配
慮
改
修
工
事

9-3１. 石綿含有建材の

　　除去工事
[9.1.1～9.1.6]

測 定 点

処理作業前

測定場所

処理作業室内

調査対象室外部の付近

処理作業室内

測定時期

測定1

測定2

測定3

（各施工箇所ごと）

・

・

・

適用 測定名称

・ 計　　点

・ 計　　点

・ 計　　点

・ 計　　点

・ 計　　点セキュリティゾーン入口測定4・

・ 測定5
集じん・排気装置の排出口

測定8

測定9・

・ 測定7

測定6・

処理作業中

撤去後1週間以降

・

処理作業後 （ｼｰﾄ養生中）

処理作業後シート

調査対象室外部の付近

処理作業室内

処理作業室内

処理作業室外

・施工区画周辺 ・敷地境界

・ 計　　点

・ 計　　点

・ 計　　点

・ 計　　点

（処理作業室以外の場合）

出口吹出し風速1m/sec以下の位置

測定方法

・自動測定器による測定

測定名称 測定方法

粉じん相対濃度計（デジタル粉じん計）パーティクル

イバーモニター）等の粉じんを迅速に測定できる機器
を用いた測定

・測定4
・測定5

・JIS K 3850-1に基ずいた測定

・測定4 ・測定5

測定名称

・測定

・測定

メンブレンフィルタ直径 (㎜) 試料の吸引流量 (l/min) 試料の吸引時間 (min)

5 30

47

25

47

10

10

120

240

・測定

測定時期、場所及び測定点

・適用する　・適用しない

カウンター、繊維状粒子自動測定器（リアルタイムファ

除去対象範囲　　・ 図示

除去工法　　※ 9.1.3(2)(ア)による

除去した石綿含有吹付け材等の処分

除去した石綿含有吹付け材等の飛散防止処置

※ 湿潤化　　・ 固形化

石綿含有建材の処理

除去対象範囲　　・ 図示

除去した石綿含有保温材等の飛散防止

※湿潤化　・固形化

除去した石綿含有保温材等の処分

除去方法　　・破砕して除去　・手ばらし

・ 中間処理（溶融施設又は無害化処理施設）

・ 埋立処分（管理型最終処分場）

作業場周辺の養生

・行う（・養生シート　・　　　　）

・行わない

※ 埋立処分（管理型最終処分場）

・ 中間処理（溶融施設）
・ 埋立処分（管理型最終処分場）

・ 中間処理（溶融施設又は無害化処理施設）

・石綿含有仕上げ塗材の除去

・ 石綿含有吹付け材の除去

・ 石綿含有保温材の除去

除去対象範囲　　・ 図示

除去対象範囲　　・ 図示

・ 石綿含有成形板等の除去

・ 埋立処分（管理型最終処分場）

・ 石綿含有せっこうボードを除く石綿含有成形板等

石綿含有仕上げ塗材の除去工法

・高圧洗浄工法

除去した石綿含有成形板等の処分

・ 石綿含有せっこうボード

・電気グラインダー工法（・湿潤化　・　　　）

・　　

・

・ 埋立処分（管理型最終処分場）

除去した石綿含有仕上げ塗材（汚泥）の処理

※ 図示による

・ 石綿含有建材除去後の仕上げ工事

・

Ｇ
断熱材

厚さ (㎜)

・

種　類

・ ロックウール

・

   ビーズ法ポリスチレンフォーム断熱材

・ 押出法ポリスチレンフォーム断熱材

　（スキン層なし）

・ 

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・ 硬質ウレタンフォーム断熱材

・ フェノールフォーム断熱材

・ グラスウール

施工箇所　　　・ 図示　　・ 

ホルムアルデヒド放散量　　　※ 規制対象外

外装材

備考

・

種　類 防火性能

既存外壁の措置

既存外壁仕上げ材の撤去　　　・ あり　　・ なし

下地面の清掃　　　・ 行う　　・ 行わない

欠損部の改修工法　　　・ 改修標準仕様書4章 外壁改修工事による　　・ 

・

２. 外断熱改修工事 [9.2.2～4]

工法

通気層の有無　　・ あり（　　　㎜）　　・ なし

不陸等の下地調整　　・外装材製造所の仕様による　　・

断熱材の施工　　　・ 断熱材製造所の仕様による　　・ 

外装材の施工　　　・ 外装材製造所の仕様による　　・ 

建築基準法に基づき定まる風圧力に対応した工法 ・図示による　　・　　

Ｇ

[9.3.2～4]３. 断熱・防露改修工事

 

種　類

・ 断熱材打込み工法

ビーズ法ポリスチレンフォーム断熱材

・ 押出法ポリスチレンフォーム断熱材 （スキン層なし）

・ 硬質ウレタンフォーム断熱材

・ フェノールフォーム断熱材

・ ・

・

・

・

厚さ (㎜)

フェノールフォーム断熱材又は保温材、接着剤のホルムアルデヒド放散量　※Ｆ☆☆☆☆　

断熱材の種類（JIS A 9521  発泡プラスチック断熱材）　　　　　　　　　　　　　　　　）

・ 断熱材後張り工法

・ 断熱材現場発泡工法

施工箇所　　　・ 図示　　・ 

施工箇所　　　・ 図示　　・ 

厚さ（㎜）　　・ 25　　・ 30　　・ 

・ Ａ種１　　・ Ａ種１Ｈ

断熱材の種類（JIS A 9526　建築物断熱用吹付け硬質ウレタンフォーム）　

・（　　　　　　　　）

厚さ(mm)　 　 ・　　　　　　

施工箇所　　　・ 図示　　・ 

・図示による　・　
断熱材に直接ボードの張付けを行う場合の工法

・図示による　・　

断熱材にせっこうボード等を張り付けたパネルを使用する場合の工法

項目 性能

排水層
植物の生育に必要な排水性能を持ち、通気性及び植込み

土壌を支え、流出しない構造をもつこと。

排水層の鉛直方向の排水性能

一般メンテナンス時の上部歩行に際し破壊しないこと。

3×10 N/㎡の載荷重で破損・有害なひずみなど異常がな

いこと。（保水層を有する場合は保水層共）

耐荷重性能

　排水層の許容圧縮強度

透水、排水層等構成材の主要材質
合成樹脂等で耐腐食性及び耐久性のあるものであること。

（保水層を有する場合は、保水層共）

透水層
目詰まりにより植物の生育に支障を生じることがなく、

植え込み用土を流出させない構造であること。

耐根層

重ね合わせ部を含め、クマザサ等の地下茎伸長力の強い

植物に対して3年以上の耐根性能を有し、かつ、耐腐食

性及び耐久性のあるものであること。

耐根層保護層

材質は、合成樹脂等とし、耐腐食性及び耐久性を有し、

かつ、施工中及び施工後の耐根層を保護するものである

こと。但し、耐根層がこれと同等の性能を有するものと

認められる場合は省略することができるものとする。

（品質・性能）

4

植栽基盤及び材料

屋上緑化軽量システム　　　　・ 適用する　　・ 適用しない

芝及び地被類の樹種並びに種類等　　　※ 図示　　・ 

見切り材、舗装材、排水孔、マルチング材等　　　※ 図示　　・ 

240L/㎡/ｈ以上

Ｇ

４. 屋上緑化改修工事 [9.4.1～4]

工法

建築基準法に基づき定まる風圧力に対応した工法

（種類　・　　　　　　・　　　　　　・　　　　　）

かん水装置　　　・ 設置する

・ 図示 によ る 　　

既存保護層の撤去　　　・ 行う（・改修標準仕様書3.2.3による　・　　　　　　　　）

・ 行わない

新植した芝及び地被類の枯保障の期間 ※引渡の日から1年

・

種別 材料 厚さ（㎜）

・ 図示・ Ａ種　　・ Ｂ種　　・ Ｃ種　　・Ｄ種

・ 建設汚泥から再生した処理土 Ｇ

・ 盛土

路床の材料

路床

・

・ 図示・ 再生クラッシャラン Ｇ ・ クラッシャラン

・切込み砂利

・ 凍上抑制層

・

・ 図示

・

・ 砂

・

・ 砂・ フィルター層

路床安定処理

Ｇ舗装改修工事

・適用する　・適用しない

路床安定処理の方法

種類 ・ 普通ポルトランドセメント　　・ 高炉セメントＢ種

・ フライアッシュセメントＢ種

Ｇ

添加量　　　kg（目標CBR　・ ３ 以上　・　　）

目標ＣＢＲを満足する添加量の確認方法

・ 安定処理土のＣＢＲ試験

・添加材料による安定処理 ・

・路床安定処理用添加材料

・ 生石灰（・特号　・1号）　　・ 消石灰（・特号　・1号）

５. 透水性アスファルト [9.5.2～9]

既存舗装の撤去及び再利用　　　※ 図示による　　・ 

試験

砂の粒度試験　　　　　　　　　　　・ 行う　　・ 行わない

路床土の支持力比（ＣＢＲ）試験　　・ 行う　　・ 行わない

路床締固め度試験　　　　　　　　　・ 行う　　・ 行わない

現場ＣＢＲ試験　　　　　　　　　　・行う　　　・行わない

路盤

路盤材料

砕石

再生材

・　クラッシャラン

・ クラッシャラン鉄鋼スラグ

・　粒度調整鉄鋼スラグ

・　水硬性粒度調整鉄鋼スラグ

Ｇ

Ｇ

・　粒度調整砕石

Ｇ

種　　　　類

・　再生クラッシャラン Ｇ

・　再生粒度調整砕石 Ｇ

路盤の厚さ　　　・ 図示による　　・ 

舗装の平たん性　　　※ 著しい不陸がないもの　　 

・　行う　　　・　行わない

開粒度アスファルト混合物等の抽出試験

舗装の構成　　　・図示による

－－
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（外壁・屋上等防水）修繕



全体工期

うち余裕期間

うち実工期

日間

日間

日間

 ※全体工期 ＝ 余裕期間 ＋ 実工期

 ※工期の始期日を含めて数えた180日を超えない日数とする。

 ※工事開始日を含めて数えた日数とする。

４日間 、お正月休暇 ６日間 ）を含むものとする。

・ なし　・ あり （ 本工事の工事着手は、令和　　年　　月　　日からとする。）

本工事は、受注者の円滑な工事施工体制の確保を図るため、事前に建設資材、労働者確保等の準備を行うことができる余裕期間を設定した工事である。

受注者は、契約締結後７日以内に工事着手届を発注者へ提出しなければならない。

録完了後、速やかに登録機関発行の「工事カルテ受領書」の写しを監督員へ提出しなければならない。また、機関への登録期限は下記表のとおりとし、日数には

「行政機関の休日に関する法律（昭和６３年法律第９１号）」に定める行政機関の休日（土曜日、日曜日、祝祭日、年末年始）は含まないこととする。

工事受注時

登録内容の変更

工事完成時 工事完成後１０日以内

変更契約締結後から１０日以内

契約締結後１０日以内

機関への登録期限 概　要

工事着手時

工期の変更、請負代金額の変更、技術者の変更

工事着手から引渡しまでの期間、工事目的物及び工事材料等を火災保険、建設工事保険その他の保険に付し、その写しを監督員に提出すること。

受注者は、現場代理人の常駐義務を緩和させたい場合や、現場代理人を本工事以外の他の工事に兼務させたい場合は、監督員と協議しなければならない。

盛岡市ホームページの「市営建設工事に係る現場代理人及び下請負人に関する取扱いについて」を参照のこと。

・ 対象外工事　　・ 対象工事（本工事は下記表に該当する工事）

工事の種類 規模の基準 備　　考

建築物の解体工事

建築物の新築・増築工事

建築物の修繕・模様替等工事（リフォームなど）

建築物以外の工作物の解体・新築工事等

床面積の合計：80平方メートル以上

床面積の合計：500平方メートル以上

請負代金額：１億円以上（税込み）

請負代金額 500万円以上（税込み） 土木・電気・機械工事を含む

を提出するものとする。また、特定建設資材廃棄物の再資源化等が完了したときは、建設リサイクル法第１８条に基づいて書面により報告すること。

発注者は通知書を作成し、工事を着手する前までに所定の特定行政庁へ通知書を提出しなければならない。

事着手する前までに、所定の行政機関へ提出とする。

 ・ 週休２日工事対象ではない。

 ・ 週休２日促進対象工事（ ・ ４週６休以上７休未満　・ ４週７休以上８休未満　・ ４週８休以上 ）

週休２日促進対象の工事は、岩手県ホームページの「岩手県県土整備部週休２日工事実施要領」を参照のこと。

には、中止時点における工事の出来高、搬入材料及び建設機械器具等の調書、中止期間中の体制及び工事現場の維持管理に関することを記載すること。

 ・ なし　・ あり（指定部分検査を受けるべき建物等は、下記の表のとおりとする。）

建物または工種 工事段階 備　　考

「請負工事検査要領（平成２５年４月１日改正）」の第６条第３項の規定により、中間検査を実施することがある。

 ・ 行わない　　・ 行う（ 工事の引渡しから１年を経過したときに経年検査を実施する。）

 ・ なし　・ あり（ ・ 標準型　・ 簡易型　・ 特別簡易型 ）

建設資材調書の提出は、工事完成後、紙で出力した建設資材調書に押印したものを監督員に提出するものとする。

詳細は、盛岡市ホームページの「総合評価落札方式競争入札」を参照のこと。

工事の施工により発生する産業廃棄物は、以下の場所に搬入することとする。 ・ なし　・ あり

廃棄物名 産業廃棄物受入施設等名

コンクリート殻（有筋）

廃コンクリート殻（無筋）

アスファルト殻

廃金属類

受入場所 備　　考

木材

ても設計変更の対象としない。ただし、現場条件や数量の変更等、受注者の責によるものでない事項については、この限りではない。

管理票（マニフェスト）で管理すること。

 ・ 構内指示の場所に敷き均し　・ 構内指示の場所に堆積　・ 構外搬出

 ・ なし　・ あり（ＰＣＢ分析調査を本工事で実施し、含有している場合は発注者へ引渡しとする。）

 ・ なし　・ あり（　・ ＰＣＢ（　・ シーリング材　・ 高圧機器類　・ 安定器　・ 低圧機器類 ） ・ アスベスト）

ＰＣＢを含有する機器等は、廃棄物処理法に基づき、飛散、流出、地下浸透、悪臭が発生しないよう、発注者の指定する

施設内の場所へ適切に保管とする。

 ・ なし　・ あり（　　　　　　　　）

受注者は、契約締結後速やかに、当該工事現場の公衆の見えやすい場所に工事表示板を掲げなければなら

ない。ただし、監督員の承諾を得た場合は、その設置を省略することができる。また、工事表示板の大き

さは、日本工業規格Ａ２（420×594）程度を標準とする。

受注者は、当該請負工事における下請負人の施工の分担関係を表示した施工体系図を作成することとし、

施工体系図は工事現場の公衆が見えやすい場所へ掲示しなければならない。

　　共通仮設費（積上式）：①宿舎等（借上費、宿泊費）、②労働者送迎費

※１　余裕期間内は、現場代理人及び主任技術者又は監理技術者の配置を要しない。

　　行う準備は受注者の責により行うものとする。

※４　工事請負契約約款第３条の規定に基づく工程表には、余裕期間も含めた全体工期を記載するものとする。

※６　工事請負契約約款第10条の規定に基づく、現場代理人及び主任技術者等の通知については、工事開始日までに通知するものとする。

　　搬入や仮設物の設置等を行わせてはならないものとする。

　　工事開始日を遅らせる場合は、余裕期間を180日間超えないこととする。

※９ その他、余裕期間を設定する工事の取扱いは、盛岡市ホームページに掲載されている「余裕期間（建築工事関係）の設定について運用基準」による。

※２　実績変更対象費（率分）に含む内容は、下記の内容である。

　　通知するものとする。

　　　　　　　　　　　　　　　⑥労災保険法による給付以外に災害時に事業主が負担する費用

※５　受注者の責めによる工事工程の遅れ等、受注者の責めに帰すべき事由による増加費用については、「共通費の実績変更」の対象としない。

　　　積算変更時の設計額を算出するものとする。

　　　共通仮設費（積上式）：積算基準により算出した共通仮設費に加算

※７　発注者は、受注者から提出された資料に虚偽の申告があった場合については、法的措置及び指名停止等の措置を行う場合がある。

　　と。

　　http://www.city.morioka.iwate.jp/jigyousha/keiyaku/kensetsuitaku/1008588.html

　　の内容について協議するものとする。なお、実績報告書及び証明書類の提出期限等については、監督員と協議のうえ決定するものとする。

冷媒の回収にあたっては、「特定製品に係るフロン類の回収及び破壊の実施の確保等に関する法律（フロン回収破壊法）」に従って行い、監督職員に第一種フロン

８ 工　期

実工期には、作業日数、準備日数、後片付け日数のほか休工日（土曜日、日曜日、祝祭日、天候による休工日、連休等（ゴールデンウィーク　７日間、お盆休暇　

９ 余裕期間の設定等

10 週休２日工事

 

１ 工事着手届の提出

２ 工事実績情報の登録 請負代金額が５００万円以上の全ての工事は、工事実績情報（工事カルテ）の登録をおこなわなければならない。登録する際は監督員に予め内容の確認を受け、登

３ 保　険

４ 現場代理人の兼務

　　 及び常駐義務の緩和

落札が決定した業者は、分別解体等省令で定める様式第１号別表１～３のうち当該工事に該当する別表及び工程表を作成し、契約締結前に、発注担当者等に説明書

６ 建設リサイクル法の通知等

５ 建設リサイクル法の適用

特定建設資材（コンクリート、アスファルト・コンクリート、コンクリート及び鉄から成る建設資材、木材）を用いた対象建設工事は、建設リサイクル法に基づき、

７ 建設資材廃棄物

　　　 処理方法等通知書

建設リサイクル法の対象工事の場合、受注者は、盛岡市廃棄物の減量及び適正処理等に関する条例の規定により「盛岡市建設資材廃棄物処理方法等通知書」等を工

11 工事の一時中止 工事請負契約書第20条の規定により工事の一時中止の通知を受けた場合は、工事の続行に備え中止期間中における工事現場の管理計画書を提出すること。本計画書

12 指定部分検査及び指定部分

 工事目的物の引渡し

13 中間検査

14 経年検査

15 総合評価落札方式

　（建設資材調書）

16 産業廃棄物

産業廃棄物受入施設等名については、積算上の条件明示であり、処理施設を指定するものではない。なお、受注者が上記施設とは異なる施設で処理する場合におい

本工事で発生した産業廃棄物は、可能な限り中間処理施設等に於いて再利用、減量化を図るものとする。また、最終処分場で処分される産業廃棄物は、産業廃棄物

17 残土の処理

18 ＰＣＢ分析調査

19 特別管理産業廃棄物

20 冷媒の回収

21 工事表示板の設置

22 施工体制の掲示等

現
場
事
務
所

の
掲
示
物

23 労働者確保に要する共通費の

　 実績変更について

※２　余裕期間内は、現場に搬入しない資材等の準備を行うことができるが、資材の搬入、仮設物の設置等、工事の着手を行ってはならない。なお、余裕期間内に

※３　工事実績情報システム(コリンズ)は、実工期にて登録するものとし、工事開始日(変更後の工事開始日含む。)後、土曜日、日曜日、祝日等を除き10日以内に、

※５　工事請負契約約款第４条の規定に基づく契約保証の期間は、全体工期を満たすものとし、契約締結の日から全体工期の終期日までを対象とするものとする。

※７　工事請負契約約款第16条第２項の規定に基づく工事用地の管理については、工事開始日の前日までは、発注者の責任において行うものとし、受注者に資材の

※８　工事開始日の前日までの期間に施工体制及び建設資材や労働者の確保が図られる場合は、受発注者協議により、工事開始日を変更することができる。なお、

※３　受注者は、労働者確保に要する共通費の実績変更（以下「共通費の実績変更」という。）を請求する意思がある場合は、すみやかに書面により発注者に対し

　　　　　　　　　　　　　　　及び作業用被服等の費用、④賃金以外の食事・通勤費等に要する費用、⑤安全、衛生に要する費用及び研修訓練等に要する費用、

※６　発注者は、「共通費の実績変更」をする場合は、実績変更対象費に実際支払った額のうち証明書類において確認された費用について、下記に示す方法により

※９　詳細については、「労働者確保に要する共通費の実績変更の運用基準（建築・電気設備・機械設備）」のとおりであり、以下のホームページを参考とするこ

工事管理ファイル(INDEX_C.XML)の記述例 (注意　アスタリスク「*」は、半角スペースに置き換えてください。)

<?xml version="1.0" encoding="shift_jis"?>

<!DOCTYPE constdata SYSTEM "IDXC_B02.DTD"[]>

<!-- http://www.city.morioka.iwate.jp/_res/projects/default_project/_page_/001/017/579/sample1.zip から「IDXC

_B02.DTD」をダウンロードできます。-->

<constdata DTD_version="02">

**<基礎情報>

****<メディア番号>1</メディア番号>

****<メディア種別>DVD-R</メディア種別>

****<メディア総枚数>1</メディア総枚数>

****<メディアフォーマット>UDF</メディアフォーマット>

****<完成図フォルダ名>DRAWINGF</完成図フォルダ名>

****<完成図オリジナルファイルフォルダ名>DRAWINGF/ORG</完成図オリジナルファイルフォルダ名>

****<保全に関する資料フォルダ名>MAINT</保全に関する資料フォルダ名>

****<保全に関する資料オリジナルファイルフォルダ名>MAINT/ORG</保全に関する資料オリジナルファイルフォルダ名>

****<施工計画書フォルダ名>PLAN</施工計画書フォルダ名>

****<施工計画書オリジナルファイルフォルダ名>PLAN/ORG</施工計画書オリジナルファイルフォルダ名>

****<工程表フォルダ名>SCHEDULE</工程表フォルダ名>

****<工程表オリジナルファイルフォルダ名>SCHEDULE/ORG</工程表オリジナルファイルフォルダ名>

****<打合せ簿フォルダ名>MEET</打合せ簿フォルダ名>

****<打合せ簿オリジナルファイルフォルダ名>MEET/ORG</打合せ簿オリジナルファイルフォルダ名>

****<機材関係資料フォルダ名>MATERIAL</機材関係資料フォルダ名>

****<機材関係資料オリジナルファイルフォルダ名>MATERIAL/ORG</機材関係資料オリジナルファイルフォルダ名>

****<施工関係資料フォルダ名>PROCESS</施工関係資料フォルダ名>

****<施工関係資料オリジナルファイルフォルダ名>PROCESS/ORG</施工関係資料オリジナルファイルフォルダ名>

****<検査関係資料フォルダ名>INSPECT</検査関係資料フォルダ名>

****<検査関係資料オリジナルファイルフォルダ名>INSPECT/ORG</検査関係資料オリジナルファイルフォルダ名>

****<発生材関係資料フォルダ名>SALVAGE</発生材関係資料フォルダ名>

****<発生材関係資料オリジナルファイルフォルダ名>SALVAGE/ORG</発生材関係資料オリジナルファイルフォルダ名>

****<その他資料フォルダ名>OTHRS</その他資料フォルダ名>

****<その他資料オリジナルファイルフォルダ名>OTHRS/ORG</その他資料オリジナルファイルフォルダ名>

**</基礎情報>

**<ソフトウェア情報>

****<ソフトウェア名>○○電子成果品作成支援・検査システム</ソフトウェア名>

****<バージョン情報>○○</バージョン情報>

****<メーカ名>○○株式会社</メーカ名>

****<メーカ連絡先>東京都○○区■■</メーカ連絡先>

****<ソフトメーカ用TAG></ソフトメーカ用TAG>

**</ソフトウェア情報>

**<工事情報>

****<!--(必須項目)工事番号は、契約書に掲載してある番号を入力するものとする。掲載の無いものは、｢999999｣を入力するものとする。-->

****<工事番号>○○○○○○</工事番号>

****<工事名称>市営○○住宅○○主体工事</工事名称>

****<!--(必須項目)工事分野は,CORINSの｢公共事業の分野｣に従って記入するものとする。-->

****<工事分野>○○</工事分野>

****<!--(必須項目)工事業種は、CORINSの｢本件登録工事の受注に対応した建設業許可業種｣に従って記入するものとする。-->

****<工事業種>○○一式工事</工事業種>

****<!--(必須項目)工種は、CORINSの｢工種、工法・型式｣の｢工種｣を記入するものとする。-->

****<工種>○○一式工事</工種>

****<!--(必須項目)工法型式は、CORINSの｢工種、工法・型式｣の｢工法・型式｣を記入するものとする。-->

****<工法型式>○○一式工事</工法型式>

****<契約金額>○○○○○</契約金額>

****<工期開始日>2016-○○-○○</工期開始日>

****<工期終了日>2016-○○-○○</工期終了日>

****<工事内容>新営,○○</工事内容>

**</工事情報>

**<発注者情報>

****<発注者コード>50301201</発注者コード>

****<発注者名称>盛岡市</発注者名称>

**</発注者情報>

**<受注者情報>

****<!--(必須項目)受注者コードは、盛岡市役所財政部契約検査課から送付のある盛岡市競争入札参加資格者名簿(４桁)を入力するものとする。-->

****<受注者コード>○○○○</受注者コード>

****<受注者名称>△△建設株式会社</受注者名称>

**</受注者情報>

**<施設情報>

****<!--(任意項目)発注者より提示されたコードを記入する。官庁営繕事業では8桁で入力するものとする。-->

****<施設識別コード>○○○○○○○○</施設識別コード>

****<施設名称>○○市営住宅</施設名称>

****<!--(必須項目)境界座標情報は、位置情報を http://psgsv.gsi.go.jp/koukyou/rect/citycode.cgi?code=03201 で確認し、入力すること。-->

****<施設基準点緯度>39.702236</施設基準点緯度>

****<施設基準点経度>141.154714</施設基準点経度>

****<建築物情報>

******<!--(任意項目)発注者より提示されたコードを記入する。官庁営繕事業では11桁で入力するものとする。-->

******<建築物識別コード>○○○○○○○○○○○</建築物識別コード>

******<建築物名称>○○市営住宅○号棟</建築物名称>

******<!--(必須項目)建築物の所在地を入力するものとする。-->

******<所在地>盛岡市○丁目××</所在地>

******<!--(必須項目)境界座標情報は、位置情報を http://psgsv.gsi.go.jp/koukyou/rect/citycode.cgi?code=03201 で確認し、入力すること。-->

******<建築物基準点緯度>39.702236</建築物基準点緯度>

******<建築物基準点経度>141.154714</建築物基準点経度>

****</建築物情報>

**</施設情報>

**<予備>監督職員　盛岡市役所建設部建築住宅課　盛岡太郎</予備>

**<予備>現場代理人　○○建設株式会社　都南二郎</予備>

**<予備>主任技術者　○○建設株式会社　玉山三郎</予備>

**<予備>下請負人　□□舗装株式会社　△△設備株式会社・・・</予備>

</constdata>

施設識別コードは８桁とする。（盛岡市コード（６桁）＋施設コード（２桁））

建築物識別コードは11桁とする。 〔盛岡市コード（６桁）＋建物コード（５桁）〕

盛岡市コード（６桁）：032018
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34 電子納品特記仕様書

施設識別コードの設定

建築物識別コードの設定

各種コード詳細

１　適用

　本工事は、電子納品の対象工事とする。

　（http://www.city.morioka.iwate.jp/kurashi/douro_kotsu/douro/1017579.html）

２　電子納品対象書類

　本工事における電子納品の実施区分は、次のとおりとする。

 (○)本工事は、電子納品を｢義務｣として実施する。

 (　)本工事は、電子納品の実施を受発注者間の｢協議｣により決定する。

　 ※いずれかに｢○｣を記入するものとする

３　電子納品対象書類

 〔建築関係(建築設備を含む。)〕

　 本工事において、電子納品対象書類を｢義務｣又は｢協議｣とする区分は、次のとおりとする。

工事写真

書類名フォルダー名

JPEG形式

発注者 受注者

作成者

総合施工計画書

工種別施工計画書

PLAN.XML

PLAN.XML

マスター工程表 SCHEDULE.XML

SCHEDULE.XML

MEET.XML

MATERIAL.XML

MATERIAL.XML

MATERIAL.XML

MATERIAL.XML

PROCESS.XML

PLAN 施工計画書

月間工程表
SCHEDULE 工程表

MEET 打合簿 工事打合せ記録

試験成績書

試験計画書

MATERIAL 品質証明書

調合表

規格証明書

機材関係資料

MATERIAL.XML

試験計画書

試験成績書

出来高管理図

施工関係資料PROCESS PROCESS.XML

PROCESS.XML

INSPECT 検査関係資料 完成検査記録 INSPECT.XML

SALVAGE 発生材関係資料
発生材調書

処理報告書

SALVAGE.XML

SALVAGE.XML

SFC形式(DRAWINGF.XML)

JWW形式、PDFの全て
完成図 完成図DRAWINGF

保全に関する説明書

官公署届出書類

備品リスト

MAINT.XML

MAINT.XML

MAINT.XML

保全に関する資料MAINT

OTHERS

施工図 施工図

完成写真完成写真

その他の資料

OTHRS.XML

OTHRS.XML

JPEG形式(OTHRS.XML)

　　※１　作成者欄の｢○｣は義務、｢△｣は協議を示す。

　　※２　上記以外の書類については、受発注者間の協議によって決定する。

　　※３　ガイドラインで定めているものの他に、電子納品が必要な書類がある場合は、上表に記載するものとする。

　　※４　参考フォルダ 　　　　http://www.city.morioka.iwate.jp/_res/projects/default_project/_page_/001/017/579/sample1.zip

４　電子成果品は、ガイドラインに基づいて作成し、電子媒体(CD-R又はDVD-R)で２部提出するものとする。

６　電子成果品を提出する際には、｢電子媒体納品書｣を作成し、電子媒体と併せて提出するものとする。 

工事番号：〇〇〇〇　枚数／全枚数

ＣＯＲＩＮＳコード番号：〇〇〇〇〇〇

工事の名称：令和〇〇年度　〇〇〇〇〇工事

発注者署名欄 受注者署名欄

発注者：盛岡市〇〇部××課

受注者：△△株式会社

ウィルス対策ソフト名：□□

ウィルス定義：〇年〇月〇日版

チェック年月日：〇年〇月〇日

フォーマット形式：ＩＳＯ９６６０（レベル１）

 IDXC_B02.DTD(インターネットで入手。)

（施工計画書フォルダ）  ・施工計画書(DTD+XML+PDFファイル)

PLAN
 ・施工計画書(オリジナルファイル)

ORG

（工程表フォルダ）  ・工程表(DTD+XML+PDFファイル)

SCHEDULE
 ・工程表(オリジナルファイル)

ORG

（打合簿フォルダ）  ・打合簿(DTD+XML+PDFファイル)

MEET
 ・打合簿(オリジナルファイル)

ORG

（完成図フォルダ）  ・完成図(DTD+XML+PDFファイル)

DRAWINGF
 ・完成図(オリジナルファイル)

ORG

（保全フォルダ）  ・保全資料(DTD+XML+PDFファイル)

MAINT
 ・保全資料(オリジナルファイル)

ORG

（施工関係資料フォルダ）  ・施工関係資料(DTD+XML+PDFファイル)

PROCESS
 ・施工関係資料(オリジナルファイル)

ORG

（その他フォルダ）  ・完成写真等(DTD+XML+PDFファイル)

 ・完成写真等(JPGファイル)
ORG
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34 電子納品特記仕様書電
子
納
品
事
項

備　考

５　電子成果品を提出する際は、電子納品チェックシステム、SXFブラウザ等による成果品のチェックを行い、エラー及び誤りがないことを確認すると

　ともに、確実にウィルスチェックを実施したうえで提出するものとする。 

　電子納品とは、｢調査、設計、工事などの各業務段階の最終成果を電子成果品として納品するものとする｣をいう。ここでいう電子成果品とは、盛岡市

　電子納品ガイドライン（案）（ 以下、｢ガイドライン｣という。）に基づいて作成した電子データを指す。

受注者は下請負契約を締結した場合は、その金額に関わらず施工体制台帳を作成し、その写しを監督員に提出し確認を受けなければならない。

受注者は、現場代理人等を補助する者を定めた場合は、工事関係担当者等通知書を提出しなければならない。

社会保険等に未加入である建設業許可業者を下請負人（二次以下の下請負人を含む。）とすることは禁止することとし、その者を下請負人とした場合は、「工事成

監督員の承諾を得た場合は、報告書の作成を省略することができる。

雛形は、盛岡市ホームページ（盛岡市トップページ > 事業者の皆さんへ > 市の発注契約）の「営繕工事特記仕様書に定める提出書類等」による。

発注者、受注者及び関連工事の受注者の間で工事の進捗状況及び今後の工事工程等を確認するため、受注者は工事月間工程会議で報告しなければならない。ただし、

詳細は、盛岡市ホームページの「盛岡市(市上下水道局を含む)発注の工事請負契約における社会保険等未加入対策の強化について(平成30年4月1日)」を参照のこと。

績評定の減点」や「受注者の指名停止措置」を講じる。また、社会保険等の未加入業者を下請負人とする場合は、工事請負契約約款第７条の２第２項の規定による。

受注者は、工事期間内に工事作業を休業（ゴールデンウィーク、お盆休暇、お正月休暇）する場合は、休業期間中の工事現場の管理体制を報告しなければならない。

受注者は、下記表に掲げる工事施工上必要な図書等を作成し、現場に備えなければならない。ただし、監督員の承諾を得た図書等は、その作成を省略することがで

工事の着手、施工及び完成において官公署その他関係機関へ必要となる諸手続き等は、監督員と協議のうえ受注者が遅滞なく処理すること。なお、当該手続きに係

る費用はすべて受注者の負担とする。

本工事で事故が発生した場合、「盛岡市建設工事等における事故報告要領」に基づき報告すること。なお、報告要領は盛岡市ホームページを参照のこと。

きる。

必要な図書等 部数 提出時期 備　　考

実施工程表（全体）施工予定に関する 契約締結後速や

かに提出する。変更実施工程表（全体）事項

週間又は月間工程表

工種別工程表

工
　
程
　
表

総合施工計画書 契約締結後30日以内

に提出すること。

盛岡市様式第19号により届け出る。（総合仮説を含む

工事の全般的な進め方、主要工事の施工方法、品質目

標と管理方針、重要管理事項等、各種検査予定表の大

一工程の施工の着手

の７日前を目途に適

宜提出すること。

工種別施工計画書 盛岡市様式第19号により届け出る。総合施工計画書に

基づいて工種別の施工計画を定める。施工要領のほか、

仮設計画、工程計画、養生計画、安全・環境対策、品

質計画、一工程の施工の確認を行う段階、施工体制等

施工体制台帳の写し ２ 適宜提出とする。

施工図（加工図） 一工程の施工の着手

総合図 前に適宜提出するこ

と。

施工記録に関する

事項

工事材料搬入報告書

工事材料検査記録

施工報告書

施工検査（立会）記録

工事実施状況報告書

試験成績書、規格証明書、品質証明書等を含む。また、

自主検査記録、監理者等検査記録、是正報告書等は監

工事週報 １ 毎週火曜日

工事日報 １ 毎月上旬 雛形は盛岡市ホームページによる。

工事打合せ簿

工事写真 １ 「営繕工事写真撮影要領」国土交通省大臣官房官庁営

繕部整備課による。

産業廃棄物管理票（写） Ａ票・Ｂ２票・Ｄ票・Ｅ票・受渡確認票

提出する図書等

 ２（３）

 １（２）

 ２（３）

 ２（３）

 ２（３）

 １（２）

 １（２）

 １（２）

工事完成図書 工事施工上必要な図書等 １

備　　考部数

主要機器一覧表 １

 ２（３）

 １（２）

 １（２）

 １（２）

 １（２）

機器名称、製造者名（連絡先含む）、形式、容量、出力、

数量等

黒文字青表紙の二つ折り製本とする。また、完成図は、２

縮小完成図（Ａ３版）

図面の製本

完成写真

完成図　　（Ａ１版、またはＡ２版）

写真帳 １

出荷証明書 １

機器完成図 １

２ 工事の完成に合わせ設計図を修正した図面を合わせ設計

施工図　　（Ａ１版、またはＡ２版） １

図を修正した図面を収めること。

黒文字青表紙の二つ折り製本とする。

提示または写しの提出

（工事成績評定の

加点に係る書類）

安全協議会、安全教育及び安全訓練等（店社パトロール、ＫＹ、ＴＢＭ等）、新規入場者教育

仮設工事の点検・監理・記録等

建設機械車両の低騒音・低振動・排ガス対策の配慮、過積載防止点検記録

品質管理表、品質確認記録、出来形管理記録、社内検査記録

地域に貢献したことを証明できる書類（地域イベント参加や道路清掃等）

る。

また、工事完成時には工事施工上必要な図書として監督員へ提出しなければならない。

 （下記表の部数の欄で、工事監理業務委託の監督員が選任されている場合はカッコ書きの部数を提出し、選任されていない場合はカッコ無しの部数とする。）

監督員の承諾を受ける。

監督員の指示により作成する。

要等を記載し、監督員の承諾を受ける。）

を記載し、品質計画は監督員の承諾を受ける。

監督員の承諾を受ける。

監督員の承諾を得て省略することができる。

督員の指示により提出。

監督員の指示によ

監督員の承諾を得て省略することができる。

監督員の指示により作成する。

受注者は、下記表に掲げる工事完成時に提出する図書等を作成し、監督員に提出しなければならない。ただし、監督員の承諾を得た図書等は、提出を省略すること

ができる。

工事期間中に監督員から承諾を受けた施工図面及びその

他の書類全てを提出とする。

受注者は、下記表に掲げる引渡時に提出する図書等を作成し、監督員に提出するとともに、その内容を施設管理者に説明しなければならない。ただし、監督員の承

諾を得た図書等は、提出を省略することができる。

提出する図書等

責任施工部分保証書保証書

機器類の製造者保証書

建築物等の利用に

　　関する説明書 建物を使用するうえでの注意事項

建物、工作物、植栽等を管理するうえでの保全業務の要点

建物等の清掃の要点

機器取扱説明書 系統図及びフローチャート図等により、機器等の配置位置

や運転方法、取り扱いに関する注意事項等

製造者の機器取扱説明書

現地試験成績表試験成績書

機器試験成績表

官公署届出書類

緊急連絡先

各署関係機関の届出や申請書類

建物の主要な構造部や外構について

建物に設置されている建具及び家具、機器等の概要

装置・機器類の不具合や故障が発生したときの連絡表

総合試運転報告書

鍵箱

予備品・工具類

鍵番号一覧表

機器等に付属されたもの

工
事
期
間
中
の
書
類
等

24 施工体制台帳の作成

25 工事関係担当者の通知

26 下請負契約対象の限定

　 の作成

27 工事月間工程報告書

29 各種手続き

30 事故報告

28 休業期間中の現場管

　 理体制の報告

32 工事完成図書等

33 保全に関する資料

31 工事施工上必要な

　 図書等

工
事
完
成
時
に
提
出
す
る
図
書

工事表示板（参考）

工　事　名

発　注　者

設　　　計

監　　　理

施　　　工

工　　　期 令和　年　月　日 ～ 令和　年　月　日

現場連絡先 電話　　　　　　現場代理人

工
事
請
負
契
約
に
伴
う
事
務
手
続
き
事
項

工
期
等
関
連
事
項

各
種
検
査
関
係
事
項

総
合
評
価

発
生
材
の
処
理
等

共
通
費
の
実
績
変
更

　　登録申請するものとする。

類回収業者登録通知書の写し、フロン類回収証明書を提出する。ただし、家庭等のエアコン等で「特定家庭用機器再商品化法（家電リサイクル法）」の対象となっ

ているものは、法に従ってリサイクル（フロン類の改修を含む）を行い、監督員に、特定家庭用機器廃棄物管理票（家電リサイクル券）の写しを提出する。

※１　本工事は、受注者が負担する「労働者に係る宿泊費」、「労働者に係る送迎費」及び「募集及び解散等に要する費用」について、不足する労働者を広域的に

　　確保せざるを得ない場合（以下「実績変更対象費」という。）を受注者の支出実績を踏まえて契約変更することができるものとする。

　　現場管理費（率式）　：①募集及び解散費に要する費用、②賃金以外の食事・通勤費等に要する費用

　　　実績変更対象費（率分）：【現場管理費（率分）】①募集及び解散等に要する費用、②慰安、娯楽及び厚生に要する費用、③純工事費に含まれない作業用具

※４　受注者は、「共通費の実績変更」を請求する場合は、監督員に設計額における「実績変更対象費」を確認の上、実績報告書（様式１）及び実績変更対象費に

　　実際に支払った全ての証明書類（領収書、領収書の出ないものは金額の適切性を証明する金額計算書などをいう。）を監督員に提出し、「共通費の実績変更」

　　　現場管理費（率式）　：「実績変更対象費に実際支払った額のうち、証明書類において確認された費用から積算基準により算出した現場管理費に含まれる実

　　　　　　　　　　　　　　績変更対象費（率分）を差し引いた費用」を積算基準により算出した現場管理費に加算

※８　受注者は、「共通費の実績変更」に伴う契約変更について疑義が生じた場合は、監督員と協議するものとする。

※１　保全に関する図書は、施設管理者で取扱説明書として利用するものと、監査や検査等で使用する保存版の２部構成とする。

部数

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

－

－

建築工事の鍵箱に、関連工事の鍵を一式収納すること。

原本、原本の写し

各種の建築、電気、機械に係る試験

工事部分に関する保証（例：屋根工事等）

備　　考

（有）大久保建築設計事務所
Ｔ Ｅ Ｌ  019 - 6 3 5 - 78 0 1

Ｆ Ａ Ｘ  019 - 6 3 5 - 78 3 0 大　久　保　貞　輔盛岡市西仙北１丁目19番14号

検　図 製　図 特　記 縮　尺 年月日 番　号図面内容

一 級 建 築 士 登 録 　 第 7710 8号

岩 手 県 知 事 登 録
第 き （ 2112） 496号

田高　広美一級建築士登録第199472号担当設計者

枚の内

施設コード（２桁）　：07

建築物コード（５桁）：00007

0

改修工事　特記仕様書６
－－ R5年02月

A-06
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240

240

修 　繕 　 名

令和５年度盛岡市立中野小学校校舎安全対策

（外壁・屋上等防水）修繕



（有）大久保建築設計事務所
ＴＥＬ　019－635－7801

盛岡市西仙北１丁目19番14号
ＦＡＸ　019－635－7830

番　号

枚の内

年月日縮　尺図面内容特　記製　図検　図岩手県知事登録　第  496号

一級建築士登録　第77108号

大　久　保　貞　輔

案　内　図

（クレーン進入路）
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道路境界線

市  道

正門
植込

出入口

植込 植込

市  道

プール

国道４号線

給食棟

特別教室・普通教室棟

屋内運動場

防火水槽

屋外倉庫

管理特別棟

渡り廊下渡り廊下

運　動　場
(中  庭)

普通教室棟

至　青森

至　花巻

昇降口

4,
89

0

4
,
2
0
0

配　置　図　　Ｓ＝１：４００

案内図・配置図

南大端

河南中

八幡宮

中野 2

東中野町

八幡町

茶畑２

中野２

神子田町

東中野

東中野

高崩

小杉山

山王小

中野小

安全対策修繕建物Ｂ棟　普通教室・管理棟（1981年築）

安全対策修繕建物Ａ棟　普通教室(1973年築)

安全対策修繕建物Ａ棟　普通教室(1976年築)

安全対策修繕建物Ａ棟　普通教室(1979年築)

安全対策修繕建物Ｃ棟　渡り廊下（1981年築）

安全対策修繕対象外建物

敷
地
境
界
線

修繕場所

1010

10 -1

10 -2
14 -4

14 -3

棟番号

棟番号

棟番号棟番号

棟番号

用途・棟番号 建築年 構造 階数 延べ床面積（㎡）

鉄筋コンクリート造

鉄筋コンクリート造

鉄筋コンクリート造

鉄筋コンクリート造

3

3

修繕対象棟

学校校舎　10

学校校舎　10-1

学校校舎　10-2

学校校舎　14-3

学校校舎　14-4

S49.3

S52.3

S54.12

S57.1

S57.1

鉄筋コンクリート造 3

4

2

718

502

590

1,855

120

3,785計

自転車置場

ｷｭｰﾋﾞｸﾙ修繕

R5年02月S=1/400

令和5年度

令和6年度

令和6年度

令和5年度

令和5年度

A-07

58

令和5年度修繕

令和5年度修繕

令和5年度修繕

令和6年度以降修繕予定

計画年度
岩手県盛岡市中野2丁目12番1号

修 　 繕 　 名

令和6年度以降修繕予定

（※対象外）

（※対象外）

令和５年度盛岡市立中野小学校校舎安全対策

（外壁・屋上等防水）修繕
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渡り廊下 昇降口
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１階平面図　　S＝1：150 ：で示す範囲は工事対象外を示す。
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安全対策修繕建物Ａ棟　普通教室(1973年築)

安全対策修繕建物Ａ棟　普通教室(1976年築)

安全対策修繕建物Ａ棟　普通教室(1973年築)安全対策修繕建物Ａ棟　普通教室(1976年築)安全対策修繕建物Ａ棟　普通教室(1979年築)

安全対策修繕建物Ｂ棟　普通教室・管理棟（1981年築）

安全対策修繕建物Ｂ棟　普通教室・管理棟（1981年築）

⑭-3

⑭-3

10

10

10 -1

10 -110 -2

⑭
-
4

令和5年度修繕

令和6年度修繕

令
和

6
年

度
修

繕

令和5年度修繕

令和5年度修繕令和5年度修繕令和5年度修繕

令和6年度修繕

令和6年度修繕

安全対策修繕建物Ｂ棟　普通教室・管理棟（1981年築）

8,000 800 8,000 8,000 8,000 8,000 8,000 8,000

8
,
0
0
0

2
,
3
0
0

4
,
0
0
0

8
,
0
0
0

2
,
5
0
0

4
,
0
0
0

8
,
0
0
0

1
4
,
3
0
0

2
,
3
0
0

4
,
0
0
0

1
6
,
0
0
0

8
,
0
0
0

1
4
,
5
0
0

2
,
5
0
0

4
,
0
0
0

1 2 3 5 6

2 3 4 5 6 7 8

A

B

C

A

B

C

D

4

1

2,500

59,300

カラー鉄板横葺き（屋根） 残置

高圧水洗既存塗膜除去

カラー鉄板横葺き（屋根） 残置

高圧水洗既存塗膜除去

防火扉（枠残置）

撤去・処分

防火扉（枠残置）

撤去・処分
防火扉（枠残置）

撤去・処分

防火扉（枠残置）

撤去・処分
防火扉（枠残置）

撤去・処分

鉄骨ブレース

鉄骨ブレース

鉄骨ブレース 鉄骨ブレース

AD（引き分け戸）

取外し　撤去・処分

AD AD AD

シート防水
残置　水洗い工法（高圧ポンプ）

残置

残置

残置 残置

A-08

58

管理特別棟

１ 62 3 4 5

A

C

B

A

D

C

B

１ 2 3 4 5 6 7 8

⑩棟⑩-1棟⑩-2棟

：修繕対象を示す

修繕対象位置図

（外壁・屋上等防水）修繕

令和５年度盛岡市立中野小学校校舎安全対策

（有）大久保建築設計事務所
ＴＥＬ　019－635－7801

盛岡市西仙北１丁目19番14号
ＦＡＸ　019－635－7830

番　号

枚の内

年月日縮　尺図面内容特　記製　図検　図岩手県知事登録　第  496号

一級建築士登録　第77108号

大　久　保　貞　輔
S=1/150

既存　１階平面図
R5年02月

修 　繕 　 名



男子便所 女子便所

DS PS

廊下

EXP.J

放送室
更衣室

校長室職員室

スタジオ
更衣室

多目的スペース

渡り廊下

廊下

普通教室 普通教室 普通教室 普通教室 普通教室 普通教室資料室

：で示す範囲は工事対象外を示す。

資料室

EXP.J

8,000 8,000 8,000 8,000 8,000

8,000 800 8,000 8,000 8,000 8,000 8,000 8,000

8
,
0
0
0

2
,
3
0
0

4
,
0
0
0

8
,
0
0
0

2
,
5
0
0

4
,
0
0
0

8
,
0
0
0

2
,
3
0
0

4
,
0
0
0

1
4
,
3
0
0

8
,
0
0
0

1
4
,
5
0
0

2
,
5
0
0

4
,
0
0
0

40,000

1
6
,
0
0
0

2 3 4 5 6

1 2 3 84 5 6 7

A

B

C

A

B

C

D

普通教室

F
F

男子便所 女子便所

２階平面図　　S＝1：150

EXP.J

廊下

多目的スペース

男子便所
女子便所

1

（有）大久保建築設計事務所
番　号

枚の内

年月日縮　尺図面内容特　記製　図検　図岩手県知事登録　第  496号

一級建築士登録　第77108号

大　久　保　貞　輔
ＴＥＬ　019－635－7801

盛岡市西仙北１丁目19番14号
ＦＡＸ　019－635－7830

S=1/150

安
全

対
策

修
繕

対
象

外
建

物

安
全

対
策

修
繕

建
物

Ｃ
棟

　
渡

り
廊

下
（

1
9
8
1
年

築
）

安全対策修繕建物Ｂ棟　普通教室・管理棟（1981年築）

安
全

対
策

修
繕

対
象

外
建

物

安
全

対
策

修
繕

対
象

外
建

物

安全対策修繕対象外建物
安全対策修繕建物Ａ棟　普通教室(1979年築) 安全対策修繕建物Ａ棟　普通教室(1976年築) 安全対策修繕建物Ａ棟　普通教室(1973年築)

安全対策修繕建物Ａ棟　普通教室(1973年築)

安全対策修繕建物Ａ棟　普通教室(1976年築)

59,300

2,500

安全対策修繕建物Ｂ棟　普通教室・管理棟（1981年築）

既存　２階平面図

⑭
-
4

10 -2 10 -1 10

10

10 -1

アルミ手摺（笠木） 残置 アルミ手摺（笠木） 残置 アルミ手摺（笠木） 残置

シート防水 残置

安全対策修繕対象外建物

シート防水 残置

シ
ー

ト
防

水
残

置

シート防水 残置

アルミ製水切（EXP,J）

残置

塗膜防水

残置塗膜防水残置塗膜防水

アルミ手摺（笠木） 残置⑭-3

カラー鉄板横葺き（屋根）

安全対策修繕建物Ｂ棟　普通教室・管理棟（1981年築）

⑭-3

シート防水 残置

残置雪止めアングル

既存塗膜除去（工程RB種3種ケレンC））

長尺カラー鉄板瓦棒葺 ア0.4mm 残置

シート防水

EXP.J

残置

軒樋 残置

EXP.J

EXP.J

EXP.J

防火扉（枠残置）

撤去・処分

防火扉（枠残置）

撤去・処分

EXP.J

EXP.J

防火扉（枠残置）

撤去・処分

防火扉（枠残置）

撤去・処分

EXP.J EXP.J

防火扉（枠残置）

撤去・処分

シート防水 残置

残置　水洗い工法（高圧ポンプ）

シート防水

EXP.J

鉄骨ブレース 残置 鉄骨ブレース 残置

鉄骨ブレース 残置

モルタル防水

モルタル防水 残置・清掃 ※　施工数量調査実施

モルタル防水

残置・清掃

モルタル防水
残置・清掃

※　施工数量調査実施 ※　施工数量調査実施

残置

既存塗膜除去 工程RB種

残置

残置・清掃 ※　施工数量調査実施

既存塗膜除去 工程RB種

R5年02月

令
和

6
年

度
修

繕

令和6年度修繕

令和5年度修繕 令和5年度修繕

令和5年度修繕

令和5年度修繕

令和5年度修繕

令和6年度修繕

令和6年度修繕

A-09

58

安全対策修繕対象外建物

修 　 繕 　名

管理特別棟

１ 62 3 4 5

A

C

B

A

D

C

B

１ 2 3 4 5 6 7 8

⑩棟⑩-1棟⑩-2棟

：修繕対象を示す

修繕対象位置図

令和５年度盛岡市立中野小学校校舎安全対策
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令和５年度盛岡市立中野小学校校舎安全対策
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安全対策修繕建物Ｂ棟　普通教室・管理棟（1981年築）
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既存　４階屋根伏図

⑭-3

⑭-3

シート防水 残置

残置雪止めアングル

既存塗膜除去（工程RB種3種ケレンC））

残置雪止めアングル

既存塗膜除去（工程RB種3種ケレンC））

長尺カラー鉄板瓦棒葺 ア0.4mm 残置

長尺カラー鉄板瓦棒葺 ア0.4mm 残置

EXP.J

残置アルミ笠木（柱）

残置アルミ笠木

シート防水 残置

シート防水 残置

残置アルミ笠木（柱）

安全対策修繕建物Ａ棟　普通教室(1973年築)

10

安全対策修繕建物Ａ棟　普通教室(1973年築)

10

16,325

既存塗膜除去 工程RB種

既存塗膜除去 工程RB種

R5年02月

令和6年度修繕

令和5年度修繕

令和5年度修繕

令和6年度修繕

A-12
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安全対策修繕対象外建物

修 　 繕 　名

管理特別棟

１ 62 3 4 5

A

C

B

A

D

C

B

１ 2 3 4 5 6 7 8

⑩棟⑩-1棟⑩-2棟

：修繕対象を示す

修繕対象位置図

令和５年度盛岡市立中野小学校校舎安全対策

（外壁・屋上等防水）修繕



：で示す範囲は工事対象外を示す。１階平面図　　S＝1：150
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一級建築士登録　第77108号
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S=1/150
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安全対策修繕建物Ｂ棟　普通教室・管理棟（1981年築）
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安全対策修繕対象外建物
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物

Ｃ
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渡

り
廊

下
（

1
9
8
1
年

築
）

安全対策修繕建物Ａ棟　普通教室(1973年築)

安全対策修繕建物Ａ棟　普通教室(1976年築)

安全対策修繕建物Ａ棟　普通教室(1973年築)安全対策修繕建物Ａ棟　普通教室(1976年築)安全対策修繕建物Ａ棟　普通教室(1979年築)

安全対策修繕建物Ｂ棟　普通教室・管理棟（1981年築）

2,500

59,300

安全対策修繕建物Ｂ棟　普通教室・管理棟（1981年築）

⑭-3

⑭-3

10

10

10 -1

10 -110 -2

⑭
-
4

廊下
カラー鉄板横葺き（屋根） 残置

高圧水洗既存塗膜除去

カラー鉄板横葺き（屋根）

EXP.J

EXP.J

EXP.J

EXP.J

EXP.J

EXP.J EXP.J

EXP.J EXP.J

男子便所

EXP.J

鉄骨ブレース 残置

鉄骨ブレース 残置

鉄骨ブレース 残置 鉄骨ブレース 残置

AD AD AD

改修　１階平面図

シート防水下地

点検補修の上　保護塗料塗替仕様

塗布量0.25～0.3㎏/㎡　RC-VT-C　TAJIMA程度

AD（引き分け戸）新規

多目的スペース

防火扉
扉・枠新設（既存枠残置）

防火扉

扉・枠新設（既存枠残置）
防火扉
扉・枠新設（既存枠残置）

防火扉
扉・枠新設（既存枠残置）

防火扉
扉・枠新設（既存枠残置）

ス
ロ

ー
プ

ス
ロ

ー
プ

屋根塗り替え仕様

R5年02月

令和5年度修繕令和5年度修繕令和5年度修繕

令和5年度修繕

令和5年度修繕

A-13
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令和6年度以降修繕

令和6年度以降修繕

令
和

6
年

度
以

降
修

繕

令和6年度以降修繕

安全対策修繕対象外建物

修 　 繕 　名

管理特別棟

１ 62 3 4 5

A

C

B

A

D

C

B

１ 2 3 4 5 6 7 8

⑩棟⑩-1棟⑩-2棟

：修繕対象を示す

修繕対象位置図

令和５年度盛岡市立中野小学校校舎安全対策

（外壁・屋上等防水）修繕



男子便所 女子便所
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廊下
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放送室
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廊下

普通教室 普通教室 普通教室 普通教室 普通教室 普通教室資料室

：で示す範囲は工事対象外を示す。
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２階平面図　　S＝1：150
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一級建築士登録　第77108号

大　久　保　貞　輔
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物

安全対策修繕対象外建物

安全対策修繕対象外建物
安全対策修繕建物Ａ棟　普通教室(1979年築) 安全対策修繕建物Ａ棟　普通教室(1976年築) 安全対策修繕建物Ａ棟　普通教室(1973年築)

安全対策修繕建物Ａ棟　普通教室(1973年築)

安全対策修繕建物Ａ棟　普通教室(1976年築)

59,300

2,500

安全対策修繕建物Ｂ棟　普通教室・管理棟（1981年築）

⑭
-
4

10 -2 10 -1 10

10

10 -1

アルミ手摺（笠木） 残置 アルミ手摺（笠木） 残置 アルミ手摺（笠木） 残置

安全対策修繕対象外建物

アルミ製水切（EXP,J）

残置

アルミ手摺（笠木） 残置⑭-3

カラー鉄板横葺き（屋根）

安全対策修繕建物Ｂ棟　普通教室・管理棟（1981年築）

⑭-3

シート防水 残置

残置雪止めアングル

EXP.J

残置

軒樋 残置

EXP.J

EXP.J

EXP.J

EXP.J

EXP.J

EXP.J

EXP.J

鉄骨ブレース 残置 鉄骨ブレース 残置

鉄骨ブレース 残置

改修　２階平面図

塗布量0.25～0.3㎏/㎡　VTコートC　TAJIMA程度
点検補修の上　塩ビシート防水用　再塗装2回塗り

耐候性塗料塗り（DP）アクリルシリコン　素地ごしらえ共

シーラー類　1回

屋根塗り替え（下記同等仕様）

4
,
0
0
0

長尺カラー鉄板瓦棒葺 ア0.4mm 残置

点検補修の上　保護塗料塗替仕様（ウレタンゴム系）

塗布量0.2㎏/㎡　RC-OT-A　TAJIMA程度

塗膜防水下地

点検補修の上　保護塗料塗替仕様

塗布量0.25～0.3㎏/㎡　RC-VT-C　TAJIMA程度

シート防水下地

シート防水下地

点検補修の上　保護塗料塗替仕様

塗布量0.25～0.3㎏/㎡　RC-VT-C　TAJIMA程度

シート防水下地

点検補修の上　保護塗料塗替仕様

塗布量0.25～0.3㎏/㎡　RC-VT-C　TAJIMA程度

シーラー類　1回

屋根塗り替え（下記同等仕様）

モルタル防水下地

点検補修の上　保護塗料塗替仕様

塗布量0.25～0.3㎏/㎡　RC-VT-C　TAJIMA程度

シート防水下地

点検補修の上　保護塗料塗替仕様

塗布量0.25～0.3㎏/㎡　RC-VT-C　TAJIMA程度

※　渡り廊下　シート防水改修
シート防水下地

シート防水下地　改修

シート防水　改修

シ
ー

ト
防

水
　

改
修

EXP.J

点検補修の上　保護塗料塗替仕様（ウレタンゴム系）

塗布量0.2㎏/㎡　RC-OT-A　TAJIMA程度

塗膜防水下地

モルタル防水下地モルタル防水下地モルタル防水下地

点検補修の上　保護塗料塗替仕様（ウレタンゴム系）

塗布量0.2㎏/㎡　RC-OT-A　TAJIMA程度

塗膜防水下地

多目的スペース
多目的スペース

防火扉
扉・枠新設（既存枠残置）

防火扉
扉・枠新設（既存枠残置）

防火扉
扉・枠新設（既存枠残置）

防火扉
扉・枠新設（既存枠残置）

防火扉

扉・枠新設（既存枠残置）

改修　軽歩行用　ウレタン防水ノンスリップ工法改修　軽歩行用　ウレタン防水ノンスリップ工法改修　軽歩行用　ウレタン防水ノンスリップ工法

改修　軽歩行用　ウレタン防水ノンスリップ工法

ふっ素樹脂系トタンペイント　フッソルーペン二液EXTRA程度　2回塗

ふっ素樹脂系トタンペイント　フッソルーペン二液EXTRA程度　2回塗

R5年02月

令和5年度修繕
令和5年度修繕 令和5年度修繕

令和5年度修繕

令和5年度修繕

令和6年度修繕

A-14
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令和6年度以降修繕

令和6年度以降修繕
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和
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以

降
修

繕

安全対策修繕建物Ｂ棟　普通教室・管理棟（1981年築）

修　 繕 　 名

管理特別棟

１ 62 3 4 5

A

C

B

A

D

C

B

１ 2 3 4 5 6 7 8

⑩棟⑩-1棟⑩-2棟

：修繕対象を示す

修繕対象位置図

令和５年度盛岡市立中野小学校校舎安全対策

（外壁・屋上等防水）修繕
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EXP.J

廊下

資料室

廊下

理科室準備室 準備室家庭科室

PSDS

：で示す範囲は工事対象外を示す。３階平面図　　S＝1：150
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枚の内

7

安全対策修繕建物Ａ棟　普通教室(1973年築)

安全対策修繕建物Ａ棟　普通教室(1973年築)安全対策修繕建物Ａ棟　普通教室(1976年築)

安全対策修繕建物Ａ棟　普通教室(1976年築)
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安全対策修繕建物Ｂ棟　普通教室・管理棟（1981年築）
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4

長尺カラー鉄板瓦棒葺 ア0.4mm

残置

アルミ手摺（笠木） 残置

残置避難器具

残置避難器具残置避難器具

EXP.J

EXP.J

EXP.J

EXP.J

改修　３階平面図

シート防水下地

点検補修の上　保護塗料塗替仕様

塗布量0.25～0.3㎏/㎡　RC-VT-C　TAJIMA程度

安全対策修繕建物Ｂ棟　普通教室・管理棟（1981年築）

シート防水下地

点検補修の上　保護塗料塗替仕様

塗布量0.25～0.3㎏/㎡　RC-VT-C　TAJIMA程度

シート防水下地

点検補修の上　保護塗料塗替仕様

塗布量0.25～0.3㎏/㎡　RC-VT-C　TAJIMA程度

シート防水下地

点検補修の上　保護塗料塗替仕様

塗布量0.25～0.3㎏/㎡　RC-VT-C　TAJIMA程度

モルタル防水下地

雪止めアングル

耐候性塗料塗り（DP）アクリルシリコン　素地ごしらえ共

残置

シーラー類　1回

屋根塗り替え（下記同等仕様）

点検補修の上　保護塗料塗替仕様（ウレタンゴム系）

塗布量0.2㎏/㎡　RC-OT-A　TAJIMA程度

塗膜防水下地

点検補修の上　保護塗料塗替仕様

塗布量0.25～0.3㎏/㎡　RC-VT-C　TAJIMA程度

点検補修の上　保護塗料塗替仕様（ウレタンゴム系）

塗布量0.2㎏/㎡　RC-OT-A　TAJIMA程度

塗膜防水下地

モルタル防水下地モルタル防水下地モルタル防水下地

点検補修の上　保護塗料塗替仕様（ウレタンゴム系）

塗布量0.2㎏/㎡　RC-OT-A　TAJIMA程度

塗膜防水下地

シート防水下地

防火扉
扉・枠新設（既存枠残置）

防火扉
扉・枠新設（既存枠残置）

防火扉
扉・枠新設（既存枠残置）

防火扉

扉・枠新設（既存枠残置）

改修　軽歩行用　ウレタン防水ノンスリップ工法改修　軽歩行用　ウレタン防水ノンスリップ工法改修　軽歩行用　ウレタン防水ノンスリップ工法

ふっ素樹脂系トタンペイント　フッソルーペン二液EXTRA程度　2回塗

改修　軽歩行用　ウレタン防水ノンスリップ工法

R5年02月
A-15
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令和6年度以降修繕

令和6年度以降修繕

令
和

6
年

度
以

降
修

繕

令
和

6
年

度
以

降
修

繕

安全対策修繕対象外建物

修 　 繕 　 名

管理特別棟

１ 62 3 4 5

A

C

B

A

D

C

B

１ 2 3 4 5 6 7 8

⑩棟⑩-1棟⑩-2棟

：修繕対象を示す

修繕対象位置図

令和５年度盛岡市立中野小学校校舎安全対策

（外壁・屋上等防水）修繕



1
4
,
5
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EXP.J

男子便所 女子便所

廊下

音楽室 準備室 準備室 図書室

PSDS

E
X
P
,
J

：で示す範囲は工事対象外を示す。
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8,000 8,000 8,000

40,000

8,000 8,000

塔屋平面図　　S＝1：150

４階平面図　　S＝1：150

（有）大久保建築設計事務所
番　号年月日縮　尺図面内容特　記製　図検　図岩手県知事登録　第  496号

一級建築士登録　第77108号

大　久　保　貞　輔
ＴＥＬ　019－635－7801

盛岡市西仙北１丁目19番14号
ＦＡＸ　019－635－7830

S=1/150

枚の内

安全対策修繕建物Ａ棟　普通教室(1973年築)

安全対策修繕建物Ａ棟　普通教室(1973年築)

安全対策修繕建物Ａ棟　普通教室(1976年築)

安全対策修繕建物Ａ棟　普通教室(1976年築)安全対策修繕建物Ａ棟　普通教室(1979年築)

安全対策修繕建物Ａ棟　普通教室(1979年築)

安全対策修繕対象外建物

安
全

対
策

修
繕

対
象

外
建

物

2,5008,000 800

59,300

8,000

安全対策修繕建物Ｂ棟　普通教室・管理棟（1981年築）

安全対策修繕建物Ｂ棟　普通教室・管理棟（1981年築）

⑭-3

⑭-3

10

10

10 -1

10 -1

10 -2

10 -2

アルミ手摺（笠木） 残置

EXP.J

EXP.J

残置アルミ笠木

残置アルミ笠木

残置アルミ笠木

エキスパンションジョイント 残置

残置アルミ笠木

シート防水 残置
シート防水 残置

残置避難器具

残置アルミ笠木

残置アルミ笠木 残置アルミ笠木

EXP.J

改修　４階平面図

塗布量0.25～0.3㎏/㎡　VTコートC　TAJIMA程度
点検補修の上　塩ビシート防水用　再塗装2回塗り

シート防水 残置
塗布量0.25～0.3㎏/㎡　VTコートC　TAJIMA程度
点検補修の上　塩ビシート防水用　再塗装2回塗り

塗布量0.25～0.3㎏/㎡　VTコートC　TAJIMA程度
点検補修の上　塩ビシート防水用　再塗装2回塗り

点検補修の上　保護塗料塗替仕様（ウレタンゴム系）

塗布量0.2㎏/㎡　RC-OT-A　TAJIMA程度

モルタル防水下地

シート防水下地

点検補修の上　保護塗料塗替仕様

塗布量0.25～0.3㎏/㎡　RC-VT-C　TAJIMA程度

シート防水下地

点検補修の上　保護塗料塗替仕様

塗布量0.25～0.3㎏/㎡　RC-VT-C　TAJIMA程度

シート防水下地

点検補修の上　保護塗料塗替仕様

塗布量0.25～0.3㎏/㎡　RC-VT-C　TAJIMA程度

シート防水下地

点検補修の上　保護塗料塗替仕様

塗布量0.25～0.3㎏/㎡　RC-VT-C　TAJIMA程度

塗膜防水下地

防火扉
扉・枠新設（既存枠残置）

防火扉

扉・枠新設（既存枠残置）

改修　軽歩行用　ウレタン防水ノンスリップ工法

R5年02月
A-16
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令和6年度以降修繕

令和6年度以降修繕

安全対策修繕対象外建物

修　 繕 　 名

管理特別棟

１ 62 3 4 5

A

C

B

A

D

C

B

１ 2 3 4 5 6 7 8

⑩棟⑩-1棟⑩-2棟

：修繕対象を示す

修繕対象位置図

令和５年度盛岡市立中野小学校校舎安全対策

（外壁・屋上等防水）修繕
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：で示す範囲は工事対象外を示す。

8,000 8,000 8,000 8,000 8,000

8
,
0
0
0

2
,
3
0
0

4
,
0
0
0

4
,
0
0
0

2
,
5
0
0

8
,
0
0
0

4
,
0
0
0

2
,
5
0
0

1
6
,
0
0
0

4
,
0
0
0

2
,
3
0
0

1
4
,
3
0
0

8,000

8
,
0
0
0

8
,
0
0
0

1 2 3 4 5 6 7 8

A

B

C

A

B

C

D

1 2 3 4 5 6

8,000 8,000 8,000

40,000

8,000 8,000

塔屋平面図　　S＝1：150

（有）大久保建築設計事務所
番　号年月日縮　尺図面内容特　記製　図検　図岩手県知事登録　第  496号

一級建築士登録　第77108号

大　久　保　貞　輔
ＴＥＬ　019－635－7801

盛岡市西仙北１丁目19番14号
ＦＡＸ　019－635－7830

S=1/150

枚の内

8,000

４階屋根伏図　　S＝1：150

安全対策修繕建物Ａ棟　普通教室(1976年築)

安全対策修繕建物Ａ棟　普通教室(1976年築)安全対策修繕建物Ａ棟　普通教室(1979年築)

安全対策修繕建物Ａ棟　普通教室(1979年築)

安全対策修繕対象外建物

安
全

対
策

修
繕

対
象

外
建

物

59,300

2,500 800

安全対策修繕建物Ｂ棟　普通教室・管理棟（1981年築）

安全対策修繕建物Ｂ棟　普通教室・管理棟（1981年築）

⑭-3

⑭-3

シート防水 残置

残置雪止めアングル

残置雪止めアングル

EXP.J

残置アルミ笠木（柱）

残置アルミ笠木

シート防水 残置

シート防水 残置

残置アルミ笠木（柱）

安全対策修繕建物Ａ棟　普通教室(1973年築)

10

安全対策修繕建物Ａ棟　普通教室(1973年築)

10

改修　４階屋根伏図

長尺カラー鉄板瓦棒葺 ア0.4mm 残置

シーラー類　1回

屋根塗り替え（下記同等仕様）

長尺カラー鉄板瓦棒葺 ア0.4mm 残置

シーラー類　1回

屋根塗り替え（下記同等仕様）

耐候性塗料塗り（DP）アクリルシリコン　素地ごしらえ共

耐候性塗料塗り（DP）アクリルシリコン　素地ごしらえ共

塗布量0.25～0.3㎏/㎡　VTコートC　TAJIMA程度
点検補修の上　塩ビシート防水用　再塗装2回塗り

ふっ素樹脂系トタンペイント　フッソルーペン二液EXTRA程度　2回塗

ふっ素樹脂系トタンペイント　フッソルーペン二液EXTRA程度　2回塗

R5年02月

令和5年度修繕

令和5年度修繕

A-17
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令和6年度以降修繕

令和6年度以降修繕

安全対策修繕対象外建物

修 　 繕　 名

管理特別棟

１ 62 3 4 5

A

C

B

A

D

C

B

１ 2 3 4 5 6 7 8

⑩棟⑩-1棟⑩-2棟

：修繕対象を示す

修繕対象位置図

令和５年度盛岡市立中野小学校校舎安全対策

（外壁・屋上等防水）修繕



(500×500未満)

欠損部補修

(ヵ所)

工 　事 　 名
（有）大久保建築設計事務所

ＴＥＬ　019－635－7801
盛岡市西仙北１丁目19番14号

ＦＡＸ　019－635－7830

番　号

枚の内

年月日縮　尺図面内容特　記製　図検　図岩手県知事登録　第  496号

一級建築士登録　第77108号

大　久　保　貞　輔 S=1/100 R5年02月
A-18

58

亀裂注入補修

(ｍ)

設計

設計

設計

設計

設計

■ 外部劣化数量について

設計

欠損部補修

(ヵ所)

(300×300未満)

設計

0.3㎜以上から

外　壁

亀裂注入補修

(ｍ)

設計

設計

設計

設計

設計

■ 外部劣化数量について

設計

設計

0.3㎜以上から

棟番号⑩棟 棟番号⑩-2

(㎡)

浮き部注入修繕

287

113

9

3

(ｍ)

爆裂部補修
9

(L＝300未満)

(ｍ)

爆裂部補修
(L＝1000未満)

3

浮き部注入修繕

(ｍ)

バルコニー

8.4

(500×500未満)

欠損部補修

(ヵ所)

亀裂注入補修

(ｍ)

設計

設計

設計

設計

設計

■ 外部劣化数量について

設計

欠損部補修

(ヵ所)

(300×300未満)

設計

0.3㎜以上から

外　壁

棟番号⑩棟

(㎡)

浮き部注入修繕

浮き部注入修繕

(ｍ)

226

77.7

9

9

欠損部補修

(ヵ所)

(700×700超)

4.2

(L＝300未満)

9

(一般部) (一般部)

設計

バルコニー

欠損部補修

(ヵ所)

(300×300未満)

3

45.6

182

(一般部)(一般部)

(㎡)

浮き部注入修繕
(一般部)

2.7

欠損部補修

(ヵ所)

(300×300未満)

(㎡)

(一般部)
Pコン部補修

9

9

(ｍ)

爆裂部補修

爆裂部補修

(ｍ)

(L＝300未満)

9

浮き部注入修繕

(ｍ)

(一般部)

26.7

外　壁

設計
欠損部補修

(ヵ所)

(300×300未満)

3

バルコニー
浮き部注入修繕

(ｍ)

(一般部)

0.9

外壁補修数量表

外壁補修数量表

令和５年度盛岡市立中野小学校校舎安全対策

（外壁・屋上等防水）修繕



管理特別棟

１ 62 3 4 5

A

C

B

A

D

C

B

１ 2 3 4 5 6 7 8

⑩棟⑩-1棟⑩-2棟

：修繕対象を示す

修繕対象位置図

シーリング（既存）
打継ぎ目地

既存撤去

既存撤去

（有）大久保建築設計事務所
番　号

枚の内

年月日縮　尺図面内容特　記製　図検　図岩手県知事登録　第  496号

一級建築士登録　第77108号

大　久　保　貞　輔
ＴＥＬ　019－635－7801

盛岡市西仙北１丁目19番14号
ＦＡＸ　019－635－7830

1FL

▼

▼
GL

▼
2FL

3FL

▼

棟２

2345678

2 3 4 5 6 7 8

棟２

S=1/100

　南側立面図　　Ｓ＝１：１００

　北側立面図　　Ｓ＝１：１００

安全対策修繕建物Ａ棟　普通教室(1973年築) 安全対策修繕建物Ａ棟　普通教室(1976年築)

安全対策修繕建物Ａ棟　普通教室(1976年築) 安全対策修繕建物Ａ棟　普通教室(1973年築)

安全対策修繕建物Ａ棟　普通教室(1979年築)

1010 -2 10 -1

10
10 -1 10 -2

既存　立面図　2

アルミ笠木 残置

アルミ笠木 残置

アルミ笠木 残置

アルミ手摺 残置

シーリング（既存）周囲＋水切り

基礎廻り　モルタル刷毛引き仕上げ
外壁:ﾓﾙﾀﾙ塗刷毛引  ｱｸﾘﾙﾘｼﾝ吹付

既存塗膜除去（工程RB種3種ケレンC）

竪樋 GPφ100

シート防水

アルミ笠木 残置

既存塗膜除去（工程RB種3種ケレンC）

EXP/J　鋼板製

残置

高圧水洗既存塗膜除去

長尺カラー鉄板横葺 ア0.4mm

既存塗膜除去（工程RB種3種ケレンC）

鼻隠し:ｶﾗ-ﾄﾀﾝ包みt=0.4mm

既存塗膜除去（工程RB種3種ケレンC）

SD OP

高圧洗浄（吹出圧：100㎏/cm2程度）

基礎廻り　モルタル刷毛引き仕上げ

既存塗膜除去（工程RB種3種ケレンC）

竪樋 GPφ100

EXP.J　アルミ製 残置

既存撤去

シーリング（既存）周囲＋水切り

既存撤去

シーリング（既存）周囲＋水切り

シーリング（既存）
打継ぎ目地

既存撤去

シーリング（既存）
打継ぎ目地

既存撤去

アルミ笠木 残置

アルミ笠木 残置

アルミ笠木 残置

EXP.J　アルミ製 残置

EXP.J　アルミ製 残置

EXP.J　アルミ製 残置

アルミ手摺（笠木）
残置

アルミ手摺（笠木）
残置

アルミ手摺（笠木）
残置

塗膜防水

シーリング（既存）
打継ぎ目地

既存塗膜除去（工程RB種3種ケレンC） 既存塗膜除去（工程RB種3種ケレンC）

竪樋 GPφ100

竪樋 VPφ100　※斜線部分
解体撤去・処分

既存塗膜除去（工程RB種3種ケレンC）

竪樋 GPφ100

既存塗膜除去（工程RB種3種ケレンC）

竪樋 GPφ100

塗膜防水

基礎廻り　モルタル刷毛引き仕上げ竪樋 GPφ100

高圧洗浄（吹出圧：100㎏/cm2程度）

基礎廻り　モルタル刷毛引き仕上げ

外壁:ﾓﾙﾀﾙ塗刷毛引  ｱｸﾘﾙﾘｼﾝ吹付

外壁:ﾓﾙﾀﾙ塗刷毛引  ｱｸﾘﾙﾘｼﾝ吹付

シーリング（既存）周囲＋水切り シーリング（既存）周囲＋水切り

既存撤去
シーリング（既存）周囲＋水切り

鉄骨ブレース 残置
鉄骨ブレース 残置

外壁:ﾓﾙﾀﾙ塗刷毛引  ｱｸﾘﾙﾘｼﾝ吹付

7,200

塗膜剥離　高圧洗浄（吹出圧：100㎏/cm2程度）

※　施工数量調査実施

残置塗膜防水
残置

塗膜剥離　高圧洗浄（吹出圧：100㎏/cm2程度）

※　施工数量調査実施

残置

※　施工数量調査実施

※　施工数量調査実施
塗膜剥離　高圧洗浄（吹出圧：100㎏/cm2程度）

※　施工数量調査実施

外壁:ﾓﾙﾀﾙ塗刷毛引  ｱｸﾘﾙﾘｼﾝ吹付

塗膜剥離　高圧洗浄（吹出圧：100㎏/cm2程度）

※　施工数量調査実施

※　施工数量調査実施

高圧洗浄（吹出圧：100㎏/cm2程度）

残置塗膜防水

残置

基礎廻り　モルタル刷毛引き仕上げ

高圧洗浄（吹出圧：100㎏/cm2程度）

※　施工数量調査実施

※　施工数量調査実施

高圧洗浄（吹出圧：100㎏/cm2程度）
塗膜剥離　高圧洗浄（吹出圧：100㎏/cm2程度）

※　施工数量調査実施

残置塗膜防水

R5年02月

令和5年度修繕 令和5年度修繕 令和5年度修繕

令和5年度修繕 令和5年度修繕 令和5年度修繕

特別産業廃棄物既存撤去

特別産業廃棄物既存撤去

打継ぎ目地
シーリング（既存）

特別産業廃棄物既存撤去

特別産業廃棄物既存撤去

A-19

58

安全対策修繕建物Ａ棟　普通教室(1979年築)

修　 繕 　 名

アルミ笠木 残置

既存塗膜除去（工程RB種3種ケレンC）

竪樋 GPφ100

令和５年度盛岡市立中野小学校校舎安全対策

（外壁・屋上等防水）修繕



塗膜剥離　高圧洗浄（吹出圧：100㎏/cm2程度）

※　施工数量調査実施

３通り

（有）大久保建築設計事務所
ＴＥＬ　019－635－7801

盛岡市西仙北１丁目19番14号
ＦＡＸ　019－635－7830

番　号年月日縮　尺図面内容特　記製　図検　図岩手県知事登録　第  496号

一級建築士登録　第77108号

大　久　保　貞　輔
枚の内

６通り

東側立面図

10

10

4FL

▼

3FL

▼

2FL

▼

1FL

▼
GL

▼

C

　東側立面図　　Ｓ＝１：１００

　西側立面図　　Ｓ＝１：１００

安全対策修繕対象外建物面

安全対策修繕対象外建物面

A C B A C 安全対策修繕建物Ａ棟　普通教室(1973年築)

安全対策修繕建物Ａ棟　普通教室(1979年築)

安全対策修繕建物Ａ棟　普通教室(1973年築)

安全対策修繕建物Ｃ棟　渡り廊下（1981年築）

安全対策修繕建物Ｂ棟　普通教室・管理棟（1981年築）

A B C A B C D

安全対策修繕建物Ｂ棟　普通教室・管理棟（1981年築）安全対策修繕建物Ａ棟　普通教室(1973年築)

安全対策修繕対象外建物

Ａ棟 Ａ棟 Ｂ棟

Ｂ棟 Ａ棟

安全対策修繕建物Ａ棟　普通教室(1979年築)

Ａ棟

安全対策修繕建物Ｃ棟　渡り廊下（1981年築）10

⑭-4
1.5

10 ⑭-3

⑭-4

⑭-3 10

10

10 -2

10 -2

既存　立面図　3

長尺カラー鉄板瓦棒葺 ア0.4mm 残置

長尺カラー鉄板瓦棒葺 ア0.4mm 残置

既存塗膜除去（工程RB種3種ケレンC）

鼻隠し:ｶﾗ-ﾄﾀﾝ包みt=0.4mm

既存塗膜除去（工程RB種3種ケレンC）

鼻隠し:ｶﾗ-ﾄﾀﾝ包みt=0.4mm

外壁:センチュリーボード ア12mm アクリルリシン吹付

長尺カラー鉄板瓦棒葺 ア0.4mm 残置

既存塗膜除去（工程RB種3種ケレンC）

鼻隠し:ｶﾗ-ﾄﾀﾝ包みt=0.4mm

シート防水

シーリング（既存）
打継ぎ目地

既存撤去 シーリング（既存） 既存撤去

外壁:ﾓﾙﾀﾙ塗刷毛引  ｱｸﾘﾙﾘｼﾝ吹付

シーリング（既存）周囲＋水切り
既存撤去

シーリング（既存）
打継ぎ目地

既存撤去

高圧洗浄（吹出圧：100㎏/cm2程度）

基礎廻り　モルタル刷毛引き仕上げ

既存塗膜除去（工程RB種3種ケレンC）

鼻隠し:ｶﾗ-ﾄﾀﾝ包みt=0.4mm

既存塗膜除去（工程RB種3種ケレンC）

鼻隠し:ｶﾗ-ﾄﾀﾝ包みt=0.4mm

アルミパネル ア2.0mm

既存撤去
アルミパネル目地

アルミ手摺（笠木）
残置

安
全

対
策

修
繕

対
象

外
建

物

シーリング（既存）
打継ぎ目地

アルミ笠木 残置

アルミ笠木 残置

外壁:ﾓﾙﾀﾙ塗刷毛引  ｱｸﾘﾙﾘｼﾝ吹付

アルミ笠木 残置

既存撤去

シーリング（既存）周囲＋水切り

外壁:ﾓﾙﾀﾙ塗刷毛引  ｱｸﾘﾙﾘｼﾝ吹付

既存塗膜除去（工程RB種3種ケレンC）

竪樋 GPφ100

高圧洗浄（吹出圧：100㎏/cm2程度）

基礎廻り　モルタル刷毛引き仕上げ シーリング（既存）
打継ぎ目地

既存撤去

アルミ水切 残置

アルミ笠木 残置

塗膜防水

シーリング（既存）周囲＋水切り

残置アルミ水切

外壁:ﾓﾙﾀﾙ塗刷毛引  ｱｸﾘﾙﾘｼﾝ吹付

シーリング（既存）
打継ぎ目地

高圧洗浄（吹出圧：100㎏/cm2程度）

基礎廻り　モルタル刷毛引き仕上げ

シート防水

シーリング（既存）
打継ぎ目地

既存撤去 既存撤去
シーリング（既存）周囲＋水切り

シーリング（既存） 既存撤去

竪樋 GPφ80

既存塗膜除去（工程RB種3種ケレンC）

シーリング（既存）
打継ぎ目地

既存撤去

躯体新設部分（平成27年度）外部
シーリング（既存）

既存撤去

6,4806,725

既存塗膜除去 工程RB種

既存塗膜除去 工程RB種

既存塗膜剥離　サンダー工法

塗膜剥離　高圧洗浄（吹出圧：100㎏/cm2程度）

※　施工数量調査実施

既存塗膜除去 工程RB種

残置シート防水

残置シート防水

残置

外壁:ﾓﾙﾀﾙ塗刷毛引  ｱｸﾘﾙﾘｼﾝ吹付

※　施工数量調査実施

塗膜剥離　高圧洗浄（吹出圧：100㎏/cm2程度）

アルミ水切 残置

※　施工数量調査実施

塗膜剥離　高圧洗浄（吹出圧：100㎏/cm2程度）

外壁:ﾓﾙﾀﾙ塗刷毛引  ｱｸﾘﾙﾘｼﾝ吹付

塗膜剥離　高圧洗浄（吹出圧：100㎏/cm2程度）

※　施工数量調査実施

残置塗膜防水

塗膜剥離　高圧洗浄（吹出圧：100㎏/cm2程度）

※　施工数量調査実施

※　施工数量調査実施

※　施工数量調査実施

基礎廻り　モルタル刷毛引き仕上げ

高圧洗浄（吹出圧：100㎏/cm2程度）

※　施工数量調査実施
※　施工数量調査実施

R5年02月S=1/100

残置

令和5年度修繕

令和5年度修繕

令和5年度修繕

シーリング（既存）周囲＋水切り

特別産業廃棄物既存撤去 特別産業廃棄物既存撤去

特別産業廃棄物既存撤去

残置

残置

特別産業廃棄物既存撤去
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令和6年度以降修繕

令和6年度以降修繕

令和6年度以降修繕

令和6年度以降修繕

令和5年度修繕

修 　 繕 　 名

（対象）

（対象）

（対象）

（対象）

（※対象外）

（※対象外）

（※対象外）

（※対象外）

管理特別棟

１ 62 3 4 5

A

C

B

A

D

C

B

１ 2 3 4 5 6 7 8

⑩棟⑩-1棟⑩-2棟

：修繕対象を示す

修繕対象位置図

令和５年度盛岡市立中野小学校校舎安全対策

（外壁・屋上等防水）修繕



（有）大久保建築設計事務所
番　号

枚の内

年月日縮　尺図面内容特　記製　図検　図岩手県知事登録　第  496号

一級建築士登録　第77108号

大　久　保　貞　輔
ＴＥＬ　019－635－7801

盛岡市西仙北１丁目19番14号
ＦＡＸ　019－635－7830

1FL

▼

▼
GL

▼
2FL

棟２

2345678

2 3 4 5 6 7 8

棟２

S=1/100

　南側立面図　　Ｓ＝１：１００

　北側立面図　　Ｓ＝１：１００

安全対策修繕建物Ａ棟　普通教室(1973年築) 安全対策修繕建物Ａ棟　普通教室(1976年築)

安全対策修繕建物Ａ棟　普通教室(1976年築) 安全対策修繕建物Ａ棟　普通教室(1973年築)

安全対策修繕建物Ａ棟　普通教室(1979年築)

1010 -2 10 -1

10 10 -1 10 -2

塗膜防水

アルミ笠木 残置

アルミ笠木 残置

アルミ笠木 残置

アルミ笠木 残置

塗膜防水

アルミ手摺 残置

高圧洗浄（吹出圧：100㎏/cm2程度）

基礎廻り　モルタル刷毛引き仕上げ

竪樋 GPφ100

竪樋 GPφ100

シート防水

アルミ笠木 残置

EXP/J　鋼板製

長尺カラー鉄板横葺 ア0.4mm

鼻隠し:ｶﾗ-ﾄﾀﾝ包みt=0.4mm 高圧洗浄（吹出圧：100㎏/cm2程度）

基礎廻り　モルタル刷毛引き仕上げ

竪樋 GPφ100

EXP.J　アルミ製 残置

打継ぎ目地

打継ぎ目地

アルミ笠木 残置

アルミ笠木 残置

アルミ笠木 残置

EXP.J　アルミ製 残置

EXP.J　アルミ製 残置

EXP.J　アルミ製 残置

アルミ手摺（笠木）
残置

アルミ手摺（笠木）
残置

アルミ手摺（笠木）

打継ぎ目地
打継ぎ目地

竪樋 GPφ100

高圧洗浄（吹出圧：100㎏/cm2程度）

基礎廻り　モルタル刷毛引き仕上げ竪樋 GPφ100

高圧洗浄（吹出圧：100㎏/cm2程度）

基礎廻り　モルタル刷毛引き仕上げ
鉄骨ブレース 残置

鉄骨ブレース 残置

改修　立面図　2

点検補修の上　保護塗料塗替仕様（ウレタンゴム系）

塗布量0.2㎏/㎡　RC-OT-A　TAJIMA程度

耐候性塗料塗り（DP）アクリルシリコン　素地ごしらえ共

シーリング 周囲＋水切り

新規シーリングSR-2（2成分形）10×10

耐候性塗料塗り（DP）アクリルシリコン　素地ごしらえ共

耐候性塗料塗り（DP）アクリルシリコン　素地ごしらえ共

点検補修の上　保護塗料塗替仕様

塗布量0.25～0.3㎏/㎡　RC-VT-C　TAJIMA程度

SD

耐候性塗料塗り（DP）アクリルシリコン　素地ごしらえ共

屋根塗り替え　同仕様シーラー類　1回

屋根塗り替え（下記同等仕様）

高圧洗浄（吹出圧：100㎏/cm2程度）

基礎廻り　モルタル刷毛引き仕上げ

新規シーリングSR-2（2成分形）10×15
外壁:ﾓﾙﾀﾙ塗刷毛引下地

新規シーリングSR-2（2成分形）10×15

打継ぎ目地

シーリング 周囲＋水切り

新規シーリングSR-2（2成分形）10×10

点検補修の上　保護塗料塗替仕様（ウレタンゴム系）

塗布量0.2㎏/㎡　RC-OT-A　TAJIMA程度

耐候性塗料塗り（DP）アクリルシリコン　素地ごしらえ共

シーリング 周囲＋水切り
新規シーリングSR-2（2成分形）10×10

外壁:ﾓﾙﾀﾙ塗刷毛引下地

耐候性塗料塗り（DP）アクリルシリコン　素地ごしらえ共

竪樋 GPφ100

外壁:ﾓﾙﾀﾙ塗刷毛引下地

耐候性塗料塗り（DP）アクリルシリコン　素地ごしらえ共

シーリング 周囲＋水切り
新規シーリングSR-2（2成分形）10×10

外壁:ﾓﾙﾀﾙ塗刷毛引下地

点検補修の上　保護塗料塗替仕様（ウレタンゴム系）

塗布量0.2㎏/㎡　RC-OT-A　TAJIMA程度

塗膜防水下地

塗膜防水下地

シーリング 周囲＋水切り

新規シーリングSR-2（2成分形）10×10

点検補修の上　保護塗料塗替仕様（ウレタンゴム系）

塗布量0.2㎏/㎡　RC-OT-A　TAJIMA程度

シーリング 周囲＋水切り

新規シーリングSR-2（2成分形）10×10

外壁:ﾓﾙﾀﾙ塗刷毛引下地

3FL

▼

竪樋 GPφ100 取替　※斜線部分

耐候性塗料塗り（DP）アクリルシリコン　素地ごしらえ共

竪樋 GPφ100

耐候性塗料塗り（DP）アクリルシリコン　素地ごしらえ共

耐候性塗料塗り（DP）アクリルシリコン　素地ごしらえ共

塗膜防水下地

点検補修の上　保護塗料塗替仕様（ウレタンゴム系）

塗布量0.2㎏/㎡　RC-OT-A　TAJIMA程度

下地調整　改修仕様スーパーカラーＷ程度

下地調整　改修仕様スーパーカラーＷ程度

新規シーリングSR-2（2成分形）10×20

下地調整　改修仕様スーパーカラーＷ程度

下地調整　改修仕様スーパーカラーＷ程度

新規シーリングSR-2（2成分形）10×20

残置

下地調整　改修仕様スーパーカラーＷ程度

ふっ素樹脂系トタンペイント　フッソルーペン二液EXTRA程度　2回塗

新規シーリングSR-2（2成分形）10×20

亀裂注入補修

浮き注入補修 エポキシ樹脂　分部　アンカーピン

欠損部補修 斫り・ポリマーセメントモルタル充填

爆裂部補修 斫り・除錆・防錆・ポリマーセメントモルタル埋戻し充填

Ｐコン部補修 斫り・除錆・防錆・ポリマーセメントモルタル埋戻し充填

外壁・軒天補修

R5年02月

令和5年度修繕 令和5年度修繕 令和5年度修繕

A-22

58

安全対策修繕建物Ａ棟　普通教室(1979年築)

修 　 繕 　 名

（対象） （対象） （対象）

（対象） （対象） （対象）

管理特別棟

１ 62 3 4 5

A

C

B

A

D

C

B

１ 2 3 4 5 6 7 8

⑩棟⑩-1棟⑩-2棟

：修繕対象を示す

修繕対象位置図

無機質系注入材　一材型

防水形複層塗材RE　透湿（アクリルシリコン）凹凸状吹付

防水形複層塗材RE　透湿（アクリルシリコン）凹凸状吹付

防水形複層塗材RE　透湿（アクリルシリコン）凹凸状吹付

防水形複層塗材RE　透湿（アクリルシリコン）凹凸状吹付

防水形複層塗材RE　透湿（アクリルシリコン）凹凸状吹付

令和５年度盛岡市立中野小学校校舎安全対策

（外壁・屋上等防水）修繕



３通り

（有）大久保建築設計事務所
ＴＥＬ　019－635－7801

盛岡市西仙北１丁目19番14号
ＦＡＸ　019－635－7830

番　号年月日縮　尺図面内容特　記製　図検　図岩手県知事登録　第  496号

一級建築士登録　第77108号

大　久　保　貞　輔
枚の内

６通り

東側立面図

10

10

4FL

▼

3FL

▼

2FL

▼

1FL

▼
GL

▼

C

　東側立面図　　Ｓ＝１：１００

　西側立面図　　Ｓ＝１：１００

S=1/100

安全対策修繕対象外建物面

安全対策修繕対象外建物面

C B A C B A C 安全対策修繕建物Ａ棟　普通教室(1973年築)

安全対策修繕建物Ａ棟　普通教室(1979年築)

安全対策修繕建物Ａ棟　普通教室(1973年築)

安全対策修繕建物Ｃ棟　渡り廊下（1981年築）

安全対策修繕建物Ｂ棟　普通教室・管理棟（1981年築）

A B C A B C D

安全対策修繕建物Ｂ棟　普通教室・管理棟（1981年築）安全対策修繕建物Ａ棟　普通教室(1973年築)

安全対策修繕対象外建物

Ａ棟 Ａ棟 Ｂ棟

Ｂ棟 Ａ棟 Ａ棟

安全対策修繕建物Ｃ棟　渡り廊下（1981年築）10

⑭-4
1.5

10 ⑭-3

⑭-4

⑭-3 10

10

10 -2

10 -2

長尺カラー鉄板瓦棒葺 ア0.4mm

鼻隠し:ｶﾗ-ﾄﾀﾝ包みt=0.4mm

鼻隠し:ｶﾗ-ﾄﾀﾝ包みt=0.4mm

鼻隠し:ｶﾗ-ﾄﾀﾝ包みt=0.4mm

打継ぎ目地

打継ぎ目地

基礎廻り　モルタル刷毛引き仕上げ

鼻隠し:ｶﾗ-ﾄﾀﾝ包みt=0.4mm

鼻隠し:ｶﾗ-ﾄﾀﾝ包みt=0.4mm

アルミパネル ア2.0mm

アルミパネル目地

アルミ手摺（笠木）
残置

安
全

対
策

修
繕

対
象

外
建

物

打継ぎ目地

基礎廻り　モルタル刷毛引き仕上げ

アルミ笠木 残置

アルミ笠木 残置

アルミ笠木 残置

竪樋 GPφ100

基礎廻り　モルタル刷毛引き仕上げ
打継ぎ目地

アルミ水切 残置

アルミ笠木 残置

残置アルミ水切

打継ぎ目地

高圧洗浄（吹出圧：100㎏/cm2程度）

基礎廻り　モルタル刷毛引き仕上げ
打継ぎ目地

改修　立面図　3

竪樋 GPφ80

耐候性塗料塗り（DP）アクリルシリコン　素地ごしらえ共

外壁:ﾓﾙﾀﾙ塗刷毛引下地

シーリング
新規シーリングSR-2（2成分形）10×10

シーリング 周囲＋水切り
新規シーリングSR-2（2成分形）10×10

シーラー類　1回

屋根塗り替え（下記同等仕様）
長尺カラー鉄板瓦棒葺 ア0.4mm

シート防水

塗布量0.25～0.3㎏/㎡　VTコートC　TAJIMA程度
点検補修の上　塩ビシート防水用　再塗装2回塗り

塗膜防水下地

点検補修の上　保護塗料塗替仕様（ウレタンゴム系）

塗布量0.2㎏/㎡　RC-OT-A　TAJIMA程度

塗膜防水下地

点検補修の上　保護塗料塗替仕様（ウレタンゴム系）

塗布量0.2㎏/㎡　RC-OT-A　TAJIMA程度

外壁:ﾓﾙﾀﾙ塗刷毛引下地

シーリング 周囲＋水切り
新規シーリングSR-2（2成分形）10×10

アルミ水切 残置

シーリング 周囲＋水切り
新規シーリングSR-2（2成分形）10×10

耐候性塗料塗り（DP）アクリルシリコン　素地ごしらえ共

外壁:ﾓﾙﾀﾙ塗刷毛引下地

外壁:ﾓﾙﾀﾙ塗刷毛引下地

シーリング 周囲＋水切り
新規シーリングSR-2（2成分形）10×10

シーラー類　1回

屋根塗り替え（下記同等仕様）

屋根塗り替え　同仕様

新規シーリングSR-2（2成分形）10×15

塗布量0.25～0.3㎏/㎡　VTコートC　TAJIMA程度
点検補修の上　塩ビシート防水用　再塗装2回塗り

シーリング

新規シーリングSR-2（2成分形）10×10

シート防水下地 

塗布量0.25～0.3㎏/㎡　VTコートC　TAJIMA程度
点検補修の上　塩ビシート防水用　再塗装2回塗り

シート防水下地

屋根塗り替え　同仕様

外壁:センチュリーボード ア12mm下地

屋根塗り替え　同仕様

外壁:ﾓﾙﾀﾙ塗刷毛引下地

シート防水下地

塗布量0.25～0.3㎏/㎡　VTコートC　TAJIMA程度

点検補修の上　塩ビシート防水用　再塗装2回塗り

打継ぎ目地
新規シーリングSR-2（2成分形）10×15

屋根塗り替え　同仕様

長尺カラー鉄板瓦棒葺 ア0.4mm

シーラー類　1回

屋根塗り替え（下記同等仕様）

新規シーリングSR-2（2成分形）10×20

シーリング 周囲＋水切り
新規シーリングSR-2（2成分形）10×10

屋根塗り替え　同仕様

7
00

4
60 47
0

4
82

.3
05

5
40

.
68

5
50

.6
8

60
9.

43

6
19

.4
3

67
8.

18

外壁:ﾓﾙﾀﾙ塗刷毛引下地

下地調整　改修仕様スーパーカラーＷ程度
防水形複層塗材E　透湿（アクリルシリコン）ゆず肌状

新規シーリングSR-2（2成分形）10×20
高圧洗浄（吹出圧：100㎏/cm2程度）

高圧洗浄（吹出圧：100㎏/cm2程度）

新規シーリングSR-2（2成分形）10×20 新規シーリングSR-2（2成分形）10×20

高圧洗浄（吹出圧：100㎏/cm2程度）

金属面水洗い工法（高圧ポンプ）

ふっ素樹脂系トタンペイント　フッソルーペン二液EXTRA程度　2回塗

下地調整　改修仕様スーパーカラーＷ程度

下地調整　改修仕様スーパーカラーＷ程度

ふっ素樹脂系トタンペイント　フッソルーペン二液EXTRA程度　2回塗

下地調整　改修仕様スーパーカラーＷ程度

下地調整　改修仕様スーパーカラーＷ程度
防水形複層塗材E　透湿（アクリルシリコン）ゆず肌状

ふっ素樹脂系トタンペイント　フッソルーペン二液EXTRA程度　2回塗

新規シーリングSR-2（2成分形）10×20 下地調整　改修仕様スーパーカラーＷ程度

躯体新設部分（平成27年度）外部

新規シーリングSR-2（2成分形）20×10

下地調整　改修仕様スーパーカラーＷ程度
防水形複層塗材E　透湿（アクリルシリコン）ゆず肌状

新規シーリングSR-2（2成分形）10×20

R5年02月

令和5年度修繕

令和5年度修繕

令和5年度修繕

A-23
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令和6年度以降修繕

令和6年度以降修繕

令和6年度以降修繕

令和6年度以降修繕
安全対策修繕建物Ａ棟　普通教室(1979年築)

修　 繕 　 名

令和5年度修繕
（対象）

（対象）

（※対象外）

（※対象外）

（※対象外）

（※対象外）

（対象）

（対象）

１ 2 3 4 5 6

D

C

B

管理特別棟

A

：修繕対象を示す

C

B

⑩-2棟 ⑩-1棟 ⑩棟

A

１ 2 3 4 5 6 7 8

修繕対象位置図

亀裂注入補修

浮き注入補修 エポキシ樹脂　分部　アンカーピン

欠損部補修 斫り・ポリマーセメントモルタル充填

爆裂部補修 斫り・除錆・防錆・ポリマーセメントモルタル埋戻し充填

Ｐコン部補修 斫り・除錆・防錆・ポリマーセメントモルタル埋戻し充填

外壁・軒天補修

無機質系注入材　一材型

防水形複層塗材RE　透湿（アクリルシリコン）凹凸状吹付

防水形複層塗材RE　透湿（アクリルシリコン）凹凸状吹付

防水形複層塗材RE　透湿（アクリルシリコン）凹凸状吹付

防水形複層塗材RE　透湿（アクリルシリコン）凹凸状吹付

令和５年度盛岡市立中野小学校校舎安全対策

（外壁・屋上等防水）修繕



：で示す範囲は工事対象外を示す。
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（有）大久保建築設計事務所
ＴＥＬ　019－635－7801

盛岡市西仙北１丁目19番14号
ＦＡＸ　019－635－7830

番　号

枚の内

年月日縮　尺図面内容特　記製　図検　図岩手県知事登録　第  496号

一級建築士登録　第77108号

大　久　保　貞　輔
S=1/150
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物

安全対策修繕建物Ｂ棟　普通教室・管理棟（1981年築）

安
全
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策
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繕

対
象

外
建

物

安
全

対
策

修
繕

建
物

Ｃ
棟

　
渡

り
廊

下
（

1
9
8
1
年

築
）

安全対策修繕建物Ａ棟　普通教室(1973年築)

安全対策修繕建物Ａ棟　普通教室(1976年築)

安全対策修繕建物Ａ棟　普通教室(1973年築)安全対策修繕建物Ａ棟　普通教室(1976年築)

１階天井伏図　　S＝1：150

昇降口
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10
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安全対策修繕対象外建物

安全対策修繕対象外建物

安全対策修繕建物Ｂ棟　普通教室・管理棟（1981年築）
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安全対策修繕建物Ｂ棟　普通教室・管理棟（1981年築）

⑭-3Ａ

Ａ

鉄骨ブレース 残置

Ａ

Ａ

鉄骨ブレース 残置

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

軒樋 残置

Ａ Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

安全対策修繕建物Ａ棟　普通教室(1979年築)

10 -2

EXP.J　アルミ製 残置

EXP.J　アルミ製 残置

EXP.J　アルミ製 残置

鉄骨ブレース 残置 鉄骨ブレース 残置

Ａ

Ａ
ＡＡ

Ａ

ＡＡ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ Ａ

Ａ

Ａ

既存 撤去 改修

Ａ

○

安全対策修繕工事

Ｂ

Ｃ

○
軒裏換気孔
有孔石綿フレキシブルボード ア4mm張り　VP-3

（木製枠　OP-3）

○

モルタル塗　アクリルリシン吹付
塗膜剥離　高圧洗浄（吹出圧：100㎏/cm2程度）

亀裂注入補修

浮き注入補修 エポキシ樹脂　分部　アンカーピン

欠損部補修 斫り・ポリマーセメントモルタル充填

爆裂部補修
埋戻し充填

斫り・除錆・防錆・ポリマーセメントモルタル

スーパーカラーＷ程度 下地調整　改修仕様

下地調整改修仕様RB種 EP塗り改修工法　工程B種

既存塗膜除去（工程RA種）

カラーアルミパネル ア2.0mm張り

Ｃ

Ｃ

Ｃ○硬質木片セメント板12mm張り　アクリルリシン吹付Ｄ

Ｄ

金属面水洗い工法（高圧ポンプ）

既存塗膜剥離　サンダー工法

○Ｅ 塩ビスパンドレル ア0.5mm張り （ストライプ）
取外し　撤去・処分

Ｅ

Ｆ 有孔石綿フレキシブルボード ア4mm張り　VP-3
取外し　撤去・処分
新規　有孔石綿フレキシブルボード ア6mm張り　VP-3

見切縁（アルミ製共）

Ｆ

Ｆ

Ｆ

スーパーカラーＷ程度 下地調整　改修仕様

新規　スチールスパンドレル　ア0.5mm　常備色　見切縁（アルミ製共）

既存・改修　１階天井伏図
R5年02月

令和5年度修繕

令和5年度修繕令和5年度修繕

令和5年度修繕

令和5年度修繕
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令和6年度以降修繕

令
和

6
年

度
以

降
修

繕

令和6年度以降修繕

軒天井

修 　 繕　 名

１ 2 3 4 5 6

D

C

B

管理特別棟

A

：修繕対象を示す

C

B

⑩-2棟 ⑩-1棟 ⑩棟

A

１ 2 3 4 5 6 7 8

修繕対象位置図

防水形複層塗材RE　透湿（アクリルシリコン）凹凸仕上げ

防水形複層塗材RE　透湿（アクリルシリコン）凹凸仕上げ

無機質系注入材　一材型

令和6年度以降修繕
（※対象外）

（※対象外）

（※対象外）

（※対象外）

（対象）

（対象） （対象）

（対象）

（対象）

令和５年度盛岡市立中野小学校校舎安全対策

（外壁・屋上等防水）修繕



：で示す範囲は工事対象外を示す。
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1

（有）大久保建築設計事務所
番　号

枚の内

年月日縮　尺図面内容特　記製　図検　図岩手県知事登録　第  496号

一級建築士登録　第77108号

大　久　保　貞　輔
ＴＥＬ　019－635－7801

盛岡市西仙北１丁目19番14号
ＦＡＸ　019－635－7830

S=1/150

安
全

対
策

修
繕

対
象

外
建

物

安全対策修繕対象外建物
安全対策修繕建物Ａ棟　普通教室(1979年築) 安全対策修繕建物Ａ棟　普通教室(1976年築) 安全対策修繕建物Ａ棟　普通教室(1973年築)

安全対策修繕建物Ａ棟　普通教室(1973年築)

安全対策修繕建物Ｂ棟　普通教室・管理棟（1981年築）

２階天井伏図　　S＝1：150
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安全対策修繕建物Ｂ棟　普通教室・管理棟（1981年築）
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安全対策修繕建物Ａ棟　普通教室(1976年築)

10 -1

EXP.J　アルミ製 残置

EXP.J　アルミ製 残置

EXP.J　アルミ製 残置

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

ＡＡ
Ａ

ＡＡ

ＡＡ

Ａ

Ａ

鉄骨ブレース 残置 鉄骨ブレース 残置

Ａ

安全対策修繕対象外建物

既存・改修　２階天井伏図
R5年02月

令和5年度修繕

令和5年度修繕

令和5年度修繕令和5年度修繕令和5年度修繕
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令
和

6
年

度
以

降
修

繕

令和6年度以降修繕

修 　 繕 　 名

既存 撤去 改修

Ａ

○

安全対策修繕工事

Ｂ

Ｃ

○
軒裏換気孔
有孔石綿フレキシブルボード ア4mm張り　VP-3

（木製枠　OP-3）

○

モルタル塗　アクリルリシン吹付
塗膜剥離　高圧洗浄（吹出圧：100㎏/cm2程度）

亀裂注入補修

浮き注入補修 エポキシ樹脂　分部　アンカーピン

欠損部補修 斫り・ポリマーセメントモルタル充填

爆裂部補修
埋戻し充填

斫り・除錆・防錆・ポリマーセメントモルタル

スーパーカラーＷ程度 下地調整　改修仕様

下地調整改修仕様RB種 EP塗り改修工法　工程B種

既存塗膜除去（工程RA種）

カラーアルミパネル ア2.0mm張り

○硬質木片セメント板12mm張り　アクリルリシン吹付Ｄ

金属面水洗い工法（高圧ポンプ）

既存塗膜剥離　サンダー工法

○Ｅ 塩ビスパンドレル ア0.5mm張り （ストライプ）
取外し　撤去・処分

Ｆ 有孔石綿フレキシブルボード ア4mm張り　VP-3
取外し　撤去・処分
新規　有孔石綿フレキシブルボード ア6mm張り　VP-3

見切縁（アルミ製共）

スーパーカラーＷ程度 下地調整　改修仕様

新規　スチールスパンドレル　ア0.5mm　常備色　見切縁（アルミ製共）

軒天井

防水形複層塗材RE　透湿（アクリルシリコン）凹凸仕上げ

防水形複層塗材RE　透湿（アクリルシリコン）凹凸仕上げ

無機質系注入材　一材型

令和6年度以降修繕
（※対象外）

（※対象外）

（※対象外）

（対象）

（対象）

（対象） （対象） （対象）

令和５年度盛岡市立中野小学校校舎安全対策

（外壁・屋上等防水）修繕



：で示す範囲は工事対象外を示す。
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（有）大久保建築設計事務所
ＴＥＬ　019－635－7801

盛岡市西仙北１丁目19番14号
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安全対策修繕建物Ａ棟　普通教室(1973年築)

安全対策修繕建物Ａ棟　普通教室(1973年築)安全対策修繕建物Ａ棟　普通教室(1976年築)
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安全対策修繕建物Ａ棟　普通教室(1979年築)
安全対策修繕対象外建物

３階天井伏図　　S＝1：150

安全対策修繕建物Ｂ棟　普通教室・管理棟（1981年築）

安全対策修繕建物Ａ棟　普通教室(1976年築)

2,500

59,300

⑭-3

⑭-3

10

10

10 -1

10 -110 -2

10 -2

8
,
0
0
0

2
,
5
0
0

4
,
0
0
0

Ａ

Ａ

Ａ Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

ＡＡＡ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ Ａ

Ａ

Ａ

Ａ Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ
Ａ

Ａ

Ａ

EXP.J　アルミ製 残置

Ａ

安全対策修繕対象外建物

既存・改修　３階天井伏図
R5年02月S=1/150

令和5年度修繕令和5年度修繕令和5年度修繕

令和5年度修繕

令和5年度修繕

A-26
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令和6年度以降修繕

令和6年度以降修繕

安全対策修繕建物Ｂ棟　普通教室・管理棟（1981年築）

修 　 繕 　 名

既存 撤去 改修

Ａ

○

安全対策修繕工事

Ｂ

Ｃ

○
軒裏換気孔
有孔石綿フレキシブルボード ア4mm張り　VP-3

（木製枠　OP-3）

○

モルタル塗　アクリルリシン吹付
塗膜剥離　高圧洗浄（吹出圧：100㎏/cm2程度）

亀裂注入補修

浮き注入補修 エポキシ樹脂　分部　アンカーピン

欠損部補修 斫り・ポリマーセメントモルタル充填

爆裂部補修
埋戻し充填

斫り・除錆・防錆・ポリマーセメントモルタル

スーパーカラーＷ程度 下地調整　改修仕様

下地調整改修仕様RB種 EP塗り改修工法　工程B種

既存塗膜除去（工程RA種）

カラーアルミパネル ア2.0mm張り

○硬質木片セメント板12mm張り　アクリルリシン吹付Ｄ

金属面水洗い工法（高圧ポンプ）

既存塗膜剥離　サンダー工法

○Ｅ 塩ビスパンドレル ア0.5mm張り （ストライプ）
取外し　撤去・処分

Ｆ 有孔石綿フレキシブルボード ア4mm張り　VP-3
取外し　撤去・処分
新規　有孔石綿フレキシブルボード ア6mm張り　VP-3

見切縁（アルミ製共）

スーパーカラーＷ程度 下地調整　改修仕様

新規　スチールスパンドレル　ア0.5mm　常備色　見切縁（アルミ製共）

軒天井

防水形複層塗材RE　透湿（アクリルシリコン）凹凸仕上げ

防水形複層塗材RE　透湿（アクリルシリコン）凹凸仕上げ

無機質系注入材　一材型

（※対象外）

（※対象外）

（対象）

（対象）

（対象）
（対象） （対象）

令和５年度盛岡市立中野小学校校舎安全対策

（外壁・屋上等防水）修繕
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安全対策修繕建物Ａ棟　普通教室(1973年築)

安全対策修繕建物Ａ棟　普通教室(1973年築)

安全対策修繕建物Ａ棟　普通教室(1976年築)

安全対策修繕建物Ａ棟　普通教室(1976年築)安全対策修繕建物Ａ棟　普通教室(1979年築)

安全対策修繕建物Ａ棟　普通教室(1979年築)
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４階天井伏図　　S＝1：150

塔屋天井伏図　　S＝1：150

安全対策修繕建物Ｂ棟　普通教室・管理棟（1981年築）

安全対策修繕建物Ｂ棟　普通教室・管理棟（1981年築）
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R5年02月

令和5年度修繕

令和5年度修繕
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令和6年度以降修繕

令和6年度以降修繕

安全対策修繕対象外建物

修 　 繕 　 名

既存 撤去 改修

Ａ

○

安全対策修繕工事

Ｂ

Ｃ

○
軒裏換気孔
有孔石綿フレキシブルボード ア4mm張り　VP-3

（木製枠　OP-3）

○

モルタル塗　アクリルリシン吹付
塗膜剥離　高圧洗浄（吹出圧：100㎏/cm2程度）

亀裂注入補修

浮き注入補修 エポキシ樹脂　分部　アンカーピン

欠損部補修 斫り・ポリマーセメントモルタル充填

爆裂部補修
埋戻し充填

斫り・除錆・防錆・ポリマーセメントモルタル

スーパーカラーＷ程度 下地調整　改修仕様

下地調整改修仕様RB種 EP塗り改修工法　工程B種

既存塗膜除去（工程RA種）

カラーアルミパネル ア2.0mm張り

○硬質木片セメント板12mm張り　アクリルリシン吹付Ｄ

金属面水洗い工法（高圧ポンプ）

既存塗膜剥離　サンダー工法

○Ｅ 塩ビスパンドレル ア0.5mm張り （ストライプ）
取外し　撤去・処分

Ｆ 有孔石綿フレキシブルボード ア4mm張り　VP-3
取外し　撤去・処分
新規　有孔石綿フレキシブルボード ア6mm張り　VP-3

見切縁（アルミ製共）

スーパーカラーＷ程度 下地調整　改修仕様

新規　スチールスパンドレル　ア0.5mm　常備色　見切縁（アルミ製共）

軒天井

防水形複層塗材RE　透湿（アクリルシリコン）凹凸仕上げ

防水形複層塗材RE　透湿（アクリルシリコン）凹凸仕上げ

無機質系注入材　一材型

（※対象外）

（※対象外）

（対象）

（対象）

令和５年度盛岡市立中野小学校校舎安全対策

（外壁・屋上等防水）修繕
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安全対策修繕建物Ａ棟　普通教室(1976年築)
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塗膜剥離　高圧洗浄（吹出圧：100㎏/cm2程度）

※　施工数量調査実施

軒天:ｺﾝｸﾘ-ﾄ打放し
ｱｸﾘﾙﾘｼﾝ吹付

塗膜剥離　高圧洗浄（吹出圧：100㎏/cm2程度）

※　施工数量調査実施

既存撤去シーリング（既存）

 ｱｸﾘﾙﾘｼﾝ吹付

塗膜剥離　高圧洗浄（吹出圧：100㎏/cm2程度）

※　施工数量調査実施

軒天:ｺﾝｸﾘ-ﾄ打放し ｱｸﾘﾙﾘｼﾝ吹付

塗膜剥離　高圧洗浄（吹出圧：100㎏/cm2程度）

※　施工数量調査実施

ｱｸﾘﾙﾘｼﾝ吹付

塗膜剥離　高圧洗浄（吹出圧：100㎏/cm2程度）

※　施工数量調査実施

高圧洗浄（吹出圧：100㎏/cm2程度）

※　施工数量調査実施

土間コンクリート

外壁:ﾓﾙﾀﾙ塗刷毛引  ｱｸﾘﾙﾘｼﾝ吹付
塗膜剥離　高圧洗浄（吹出圧：100㎏/cm2程度）

※　施工数量調査実施

既存撤去

シーリング（既存）

 ｱｸﾘﾙﾘｼﾝ吹付外壁:ﾓﾙﾀﾙ塗刷毛引

塗膜剥離　高圧洗浄（吹出圧：100㎏/cm2程度）

※　施工数量調査実施

既存塗膜除去 工程RB種

 ｱｸﾘﾙﾘｼﾝ吹付外壁:ﾓﾙﾀﾙ塗刷毛引

塗膜剥離　高圧洗浄（吹出圧：100㎏/cm2程度）

※　施工数量調査実施

ｱｸﾘﾙﾘｼﾝ吹付軒天:ｺﾝｸﾘ-ﾄ打放し

塗膜剥離　高圧洗浄（吹出圧：100㎏/cm2程度）

※　施工数量調査実施

既存撤去シーリング（既存）

 ｱｸﾘﾙﾘｼﾝ吹付外壁:ﾓﾙﾀﾙ塗刷毛引

塗膜剥離　高圧洗浄（吹出圧：100㎏/cm2程度）

※　施工数量調査実施

塗膜剥離　高圧洗浄（吹出圧：100㎏/cm2程度）

※　施工数量調査実施

ｱｸﾘﾙﾘｼﾝ吹付ﾊﾞﾙｺﾆ－腰壁:ﾓﾙﾀﾙ塗刷毛引

塗膜剥離　高圧洗浄（吹出圧：100㎏/cm2程度）

※　施工数量調査実施

ﾓﾙﾀﾙ防水6層 ﾜｲﾔ-ﾒｯｼ75×2.3
立上り150

ﾊﾞﾙｺﾆ-床 残置

※　施工数量調査実施

ﾊﾞﾙｺﾆ-床
ﾓﾙﾀﾙ防水6層 ﾜｲﾔ-ﾒｯｼ75×2.3 立上り150

※　施工数量調査実施

ｱｸﾘﾙﾘｼﾝ吹付軒天井:ｺﾝｸﾘ-ﾄ打放し

塗膜剥離　高圧洗浄（吹出圧：100㎏/cm2程度）

※　施工数量調査実施

残置

残置

既存撤去

外壁:ﾓﾙﾀﾙ塗刷毛引  ｱｸﾘﾙﾘｼﾝ吹付

塗膜剥離　高圧洗浄（吹出圧：100㎏/cm2程度）

※　施工数量調査実施

残置

既存撤去

外壁:ﾓﾙﾀﾙ塗刷毛引  ｱｸﾘﾙﾘｼﾝ吹付

塗膜剥離　高圧洗浄（吹出圧：100㎏/cm2程度）

※　施工数量調査実施

残置

既存撤去

外壁:ﾓﾙﾀﾙ塗刷毛引  ｱｸﾘﾙﾘｼﾝ吹付

塗膜剥離　高圧洗浄（吹出圧：100㎏/cm2程度）

※　施工数量調査実施

ｱｸﾘﾙﾘｼﾝ吹付

塗膜剥離　高圧洗浄（吹出圧：100㎏/cm2程度）

※　施工数量調査実施

既存塗膜除去 工程RB種

既存塗膜除去 工程RB種

塗膜剥離　高圧洗浄（吹出圧：100㎏/cm2程度）

※　施工数量調査実施

※　施工数量調査実施

令和6年度以降修繕

（有）大久保建築設計事務所
番　号年月日縮　尺図面内容特　記製　図検　図岩手県知事登録　第  496号

一級建築士登録　第77108号

大　久　保　貞　輔
ＴＥＬ　019－635－7801

盛岡市西仙北１丁目19番14号
ＦＡＸ　019－635－7830 枚の内

既 存 断 面 詳 細 図
S=1/50 R5年02月

A-28

58

既 存 断 面 詳 細 図 1:50

長尺ｶﾗ－ﾄﾀﾝt=0.4 瓦棒葺(真木ﾅｼ)

修 　繕 　 名

令和5年度修繕

（対象）

（※対象外）

令和５年度盛岡市立中野小学校校舎安全対策

（外壁・屋上等防水）修繕



（有）大久保建築設計事務所
番　号年月日縮　尺図面内容特　記製　図検　図岩手県知事登録　第  496号

一級建築士登録　第77108号

大　久　保　貞　輔
ＴＥＬ　019－635－7801

盛岡市西仙北１丁目19番14号
ＦＡＸ　019－635－7830 枚の内
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C型ｶ-ﾃﾝﾚ-ﾙ

A

ﾃﾗｽ:ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ仕上 目地切仕上

残置アルミサッシュ

打継ぎ目地

1
,1

5
0

打継ぎ目地

残置アルミサッシュ

残置アルミサッシュ

ｶ-ﾃﾝﾎﾞｯｸｽ ﾗﾜ ﾝt=24 OP
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教師用曲戸棚

C型ｶ-ﾃﾝﾚ-ﾙ

残置

打継ぎ目地

鼻隠し:ｶﾗ-ﾄﾀﾝ包みt=0.4

2
00

4
0
0

6
00

アルミサッシュ

残置手すり付きアルミ笠木

残置手すり付きアルミ笠木

既存撤去

シーリング（既存）

1
,1

50

残置手すり付きアルミ笠木

ﾓﾙﾀﾙ防水6層
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廊 下

廊 下

廊 下

1,
10

0

床:ﾓﾙﾀﾙ塗金ｺﾃ下地
ﾋﾞﾆ-ﾙﾀｲﾙ貼 t=2

C

引違ｱﾙﾐｻｯｼ 残置

引違ｱﾙﾐｻｯｼ

引違ｱﾙﾐｻｯｼ

残置

残置

C
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00
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35 廊 下

天井:石膏ﾎﾞ-ﾄﾞt=9 目ｽｶｼ 貼

ﾋﾞﾆ-ﾙﾀｲﾙ貼 t=2

引違ｱﾙﾐｻｯｼ

鼻隠し:ｶﾗ-ﾄﾀﾝ包みt=0.4

残置

シート防水役物

目地シーリング
残置

シート防水役物 残置

シート防水役物

目地シーリング
残置

シート防水役物

目地シーリング
残置

シート防水役物 残置

1FL

2FL

3FL

GL

RSL

4FL
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00
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00

長尺ｶﾗ－ﾄﾀﾝt=0.4 瓦棒葺(真木ﾅｼ)屋根

長尺ｶﾗ－ﾄﾀﾝt=0.4 瓦棒葺(真木ﾅｼ)屋根

打継ぎ目地

3
,7

00
3
,
70

0

15
,
30

0

ﾊﾞﾙｺﾆ-床

打継ぎ目地

残置アルミサッシュ

残置アルミサッシュ

残置アルミサッシュ

打継ぎ目地

残置手すり付きアルミ笠木

アルミ手摺 残置

打継ぎ目地

残置アルミサッシュ

EXP/J　鋼板製

EXP/J　鋼板製

長尺ｶﾗ－ﾄﾀﾝt=0.4 瓦棒葺(真木ﾅｼ)屋根

収納庫 残置

安全対策修繕対象外建物

渡り廊下

高圧洗浄（吹出圧：100㎏/cm2程度）

基礎廻り　モルタル刷毛引き仕上げ

打継ぎ目地

既存撤去

残置アルミサッシュ

残置アルミサッシュ

残置アルミサッシュ

残置アルミサッシュ

鉄骨ブレース 残置

竪樋 GPφ100

高圧洗浄（吹出圧：100㎏/cm2程度）

基礎廻り　モルタル刷毛引き仕上げ

打継ぎ目地

残置手すり付きアルミ笠木

残置手すり付きアルミ笠木

アルミ手摺

アルミ手摺 残置

残置アルミサッシュ
残置アルミサッシュ

アルミ笠木 残置

シート防水

1
0
0

6
0
0

1
,
9
0
0

残置

普通教室

普通教室

普通教室

6
0
0

6
0
0

残置手すり付きアルミ笠木

鉄骨ブレース 残置

安全対策修繕建物Ａ棟　普通教室(1976年築)

10 -1

10,500

8,000

安全対策修繕建物Ｂ棟　普通教室・管理棟（1981年築）

⑭-3

残置アルミサッシュ

改 修 断 面 詳 細 図
S=1/50

改 修 断 面 詳 細 図 1:50

改 修 断 面 詳 細 図 1:50

屋根塗り替え（下記同等仕様）

シーラー類　1回

屋根塗り替え（下記同等仕様）

屋根塗り替え（下記同等仕様）

屋根塗り替え　同仕様

シート防水下地

屋根塗り替え　同仕様

外壁:ﾓﾙﾀﾙ塗刷毛引下地

外壁:ﾓﾙﾀﾙ塗刷毛引下地

軒天井:ｺﾝｸﾘ-ﾄ打放し下地
軒天井:ｺﾝｸﾘ-ﾄ打放し下地

耐候性塗料塗り（DP）アクリルシリコン　素地ごしらえ共

耐候性塗料塗り（DP）アクリルシリコン　素地ごしらえ共

新規シーリングSR-2（2成分形）10×10
新規シーリングSR-2（2成分形）10×10

新規シーリングSR-2（2成分形）10×10

新規シーリングSR-2（2成分形）10×15

新規シーリングSR-2（2成分形）10×10

外壁:ﾓﾙﾀﾙ塗刷毛引下地

打継ぎ目地

新規シーリングSR-2（2成分形）10×10

新規シーリングSR-2（2成分形）10×10

新規シーリングSR-2（2成分形）10×10

新規シーリングSR-2（2成分形）10×10

打継ぎ目地
新規シーリングSR-2（2成分形）10×15

新規シーリングSR-2（2成分形）10×10

新規シーリングSR-2（2成分形）10×10

新規シーリングSR-2（2成分形）10×10

新規シーリングSR-2（2成分形）10×10

外壁:ﾓﾙﾀﾙ塗刷毛引下地

新規シーリングSR-2（2成分形）10×10

シート防水下地

塗布量0.25～0.3㎏/㎡　VTコートC　TAJIMA程度
点検補修の上　塩ビシート防水用　再塗装2回塗り

新規シーリングSR-2（2成分形）10×10

新規シーリングSR-2（2成分形）10×10

外壁:ﾓﾙﾀﾙ塗刷毛引下地

シート防水役物 残置

シート防水下地

塗布量0.25～0.3㎏/㎡　VTコートC　TAJIMA程度
点検補修の上　塩ビシート防水用　再塗装2回塗り

新規シーリングSR-2（2成分形）10×10

新規シーリングSR-2（2成分形）10×10

外壁:ﾓﾙﾀﾙ塗刷毛引下地

新規シーリングSR-2（2成分形）10×10
シート防水下地

塗布量0.25～0.3㎏/㎡　VTコートC　TAJIMA程度
点検補修の上　塩ビシート防水用　再塗装2回塗り

新規シーリングSR-2（2成分形）10×10

新規シーリングSR-2（2成分形）10×10

ﾜｲﾔ-ﾒｯｼ75×2.3下地
立上り150

改修　軽歩行用　ウレタン防水ノンスリップ工法

新規シーリングSR-2（2成分形）10×15

新規シーリングSR-2（2成分形）10×15

新規シーリングSR-2（2成分形）10×15

新規シーリングSR-2（2成分形）10×10

外壁:ﾓﾙﾀﾙ塗刷毛引下地

軒天:ｺﾝｸﾘ-ﾄ打放し下地

新規シーリングSR-2（2成分形）10×10

打継ぎ目地

ﾊﾞﾙｺﾆ－腰壁:ﾓﾙﾀﾙ塗刷毛引下地

ﾊﾞﾙｺﾆ-床 ﾓﾙﾀﾙ防水6層

立上り150
ﾜｲﾔ-ﾒｯｼ75×2.3

改修　軽歩行用　ウレタン防水ノンスリップ工法

新規シーリングSR-2（2成分形）10×10

新規シーリングSR-2（2成分形）10×10

竪樋 GPφ80
耐候性塗料塗り（DP）アクリルシリコン　素地ごしらえ共

新規シーリングSR-2（2成分形）10×10

残置アルミ製手摺

新規シーリングSR-2（2成分形）10×10

新規シーリングSR-2（2成分形）10×10

新規シーリングSR-2（2成分形）10×10

新規シーリングSR-2（2成分形）10×10

外壁:ﾓﾙﾀﾙ塗刷毛引下地

耐候性塗料塗り（DP）アクリルシリコン　素地ごしらえ共

竪樋 GPφ80

外壁:ﾓﾙﾀﾙ塗刷毛引下地

新規シーリングSR-2（2成分形）10×10

耐候性塗料塗り（DP）アクリルシリコン　素地ごしらえ共

新規シーリングSR-2（2成分形）10×10

新規シーリングSR-2（2成分形）10×10

改修　軽歩行用　ウレタン防水ノンスリップ工法
ﾓﾙﾀﾙ防水6層 ﾜｲﾔ-ﾒｯｼ75×2.3ﾊﾞﾙｺﾆ-床

新規シーリングSR-2（2成分形）10×10

新規シーリングSR-2（2成分形）10×10

新規シーリングSR-2（2成分形）10×10

新規シーリングSR-2（2成分形）10×10

軒天:ｺﾝｸﾘ-ﾄ打放し下地

外壁:ﾓﾙﾀﾙ塗刷毛引下地

塗布量0.25～0.3㎏/㎡　VTコートC　TAJIMA程度
点検補修の上　塩ビシート防水用　再塗装2回塗り

1
,1

00
9
00

塗布量0.25～0.3㎏/㎡　VTコートC　TAJIMA程度
点検補修の上　塩ビシート防水用　再塗装2回塗り

亀裂注入補修

浮き注入補修

欠損部補修 斫り・ポリマーセメントモルタル充填

爆裂部補修 斫り・除錆・防錆・ポリマーセメントモルタル埋戻し充填

Ｐコン部補修

外壁・軒天補修

スーパーカラーＷ程度 下地調整　改修仕様

スーパーカラーＷ程度 下地調整　改修仕様

スーパーカラーＷ程度 下地調整　改修仕様

スーパーカラーＷ程度 下地調整　改修仕様

下地調整　改修仕様

新規シーリングSR-2（2成分形）10×20

新規シーリングSR-2（2成分形）10×20
スーパーカラーＷ程度 下地調整　改修仕様

新規シーリングSR-2（2成分形）10×20

スーパーカラーＷ程度 下地調整　改修仕様

新規シーリングSR-2（2成分形）10×20

新規シーリングSR-2（2成分形）10×20

スーパーカラーＷ程度 下地調整　改修仕様

シーラー類　1回
ふっ素樹脂系トタンペイント　フッソルーペン二液EXTRA程度　2回塗

スーパーカラーＷ程度 下地調整　改修仕様

スーパーカラーＷ程度 下地調整　改修仕様

スーパーカラーＷ程度 下地調整　改修仕様

スーパーカラーＷ程度 下地調整　改修仕様

新規シーリングSR-2（2成分形）10×10

新規シーリングSR-2（2成分形）10×20

ふっ素樹脂系トタンペイント　フッソルーペン二液EXTRA程度　2回塗

シーラー類　1回

ふっ素樹脂系トタンペイント　フッソルーペン二液EXTRA程度　2回塗

スーパーカラーＷ程度 下地調整　改修仕様

スーパーカラーＷ程度 下地調整　改修仕様

スーパーカラーＷ程度 下地調整　改修仕様

スーパーカラーＷ程度 下地調整　改修仕様

新規シーリングSR-2（2成分形）10×20

スーパーカラーＷ程度 下地調整　改修仕様

R5年02月
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令和6年度以降修繕

斫り・除錆・防錆・ポリマーセメントモルタル埋戻し充填

修 　繕 　 名

令和5年度修繕

（対象）

（※対象外）

エポキシ樹脂　分部　アンカーピン

無機質系注入材　一材型

防水形複層塗材RE　透湿（アクリルシリコン）凹凸仕上げ

軒天:ｺﾝｸﾘ-ﾄ打放し下地

軒天:ｺﾝｸﾘ-ﾄ打放し下地

スーパーカラーＷ程度

防水形複層塗材RE　透湿（アクリルシリコン）凹凸仕上げ

防水形複層塗材RE　透湿（アクリルシリコン）凹凸仕上げ

防水形複層塗材RE　透湿（アクリルシリコン）凹凸仕上げ

防水形複層塗材RE　透湿（アクリルシリコン）凹凸仕上げ

防水形複層塗材RE　透湿（アクリルシリコン）凹凸仕上げ

防水形複層塗材RE　透湿（アクリルシリコン）凹凸仕上げ

防水形複層塗材RE　透湿（アクリルシリコン）凹凸仕上げ

防水形複層塗材RE　透湿（アクリルシリコン）凹凸仕上げ

防水形複層塗材RE　透湿（アクリルシリコン）凹凸仕上げ

防水形複層塗材RE　透湿（アクリルシリコン）凹凸仕上げ

防水形複層塗材RE　透湿（アクリルシリコン）凹凸仕上げ

防水形複層塗材RE　透湿（アクリルシリコン）凹凸仕上げ

防水形複層塗材RE　透湿（アクリルシリコン）凹凸仕上げ

防水形複層塗材RE　透湿（アクリルシリコン）凹凸仕上げ

令和５年度盛岡市立中野小学校校舎安全対策

（外壁・屋上等防水）修繕
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壁:モルタル塗り　金鏝下地　ダイヤソフト吹付

既存塗膜除去　工程RB種

既存塗膜除去　工程RB種

ﾗﾜﾝt=24 OP額縁

既存塗膜除去　工程RB種

ﾗﾜﾝt=24 OP額縁

既存塗膜除去　工程RB種

ﾗﾜﾝt=24 OP額縁

残置アルミサッシュ

残置アルミサッシュ

残置アルミサッシュ

残置アルミサッシュ

残置アルミサッシュ

残置アルミサッシュ

残置アルミサッシュ

既存塗膜除去　工程RB種

ﾗﾜﾝt=24 OP額縁

既存塗膜除去　工程RB種

ﾗﾜﾝt=24 OP額縁

既存扉　解体撤去・処分（※枠　残置）
防火戸

既存扉　解体撤去・処分（※枠　残置）

既存扉　解体撤去・処分（※枠　残置）
防火戸

撤去・処分

残置掲示板

残置掲示板

アルミ笠木 残置

塩化ビニル系シート防水 残置

残置アルミサッシュ

残置アルミサッシュ

残置アルミサッシュ

天井:ﾓﾙﾀﾙ塗り金ｺﾞﾃ

壁:ﾓﾙﾀﾙ塗り金ｺﾞﾃ 残置
床:ﾓﾙﾀﾙ塗り金ｺﾞﾃ

シーリング（既存）
既存撤去

シーリング（既存）
既存撤去

シーリング（既存）
既存撤去

シーリング（既存）
既存撤去

シーリング（既存）
既存撤去

シーリング（既存）
既存撤去

シーリング（既存）
既存撤去

シーリング（既存）
既存撤去

躯体新設部分（平成27年度）

躯体新設部分（平成27年度）

シーリング（既存）
既存撤去

躯体新設部分（平成27年度）外部

平成27年度

平成27年度

残置アルミサッシュ

既存塗膜除去　工程RB種

ﾗﾜﾝt=24 OP額縁

残置アルミサッシュ

プラスター塗り ア20mm　VP
天井:石膏ﾎﾞ-ﾄﾞt=9 目ｽｶｼ 貼

既存塗膜除去　工程RB種

700

天井:平成27年度改修済み

シーリング（既存）
既存撤去

シーリング（既存）
既存撤去

残置アルミサッシュ

シーリング（既存）
既存撤去

シーリング（既存）
既存撤去

シーリング（既存）
既存撤去

シーリング（既存）
既存撤去

シーリング（既存）
既存撤去

シーリング（既存）
既存撤去

残置アルミサッシュ

残置アルミサッシュ

既存塗膜除去　工程RB種

天井：プラスター塗り ア20mm　VP

踏面・蹴込面:ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ下地 ﾋﾞﾆ-ﾙﾀｲﾙ貼 t=2 残置

踏面・蹴込面:ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ下地 ﾋﾞﾆ-ﾙﾀｲﾙ貼 t=2

R階階段 撤去・処分

ノンスリップ 残置

ノンスリップ
R階階段 撤去・処分

残置アルミサッシュ

ﾗﾜﾝt=24 OP額縁

既存額縁撤去・処分

シーリング（既存）
既存撤去

シーリング（既存）
既存撤去

残置 平成27年度

展開方向

Ａ

ＢＤ

Ｃ

展開方向 Ａ

平 面 詳 細 図 1:50

展開方向 展開方向展開方向 Ｄ Ｂ Ｃ

既存扉　解体撤去・処分（※枠　残置）
防火戸
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巾木:ソフト巾木 H=100 R階階段

6

巾木:ソフト巾木 H=100

巾木:ソフト巾木 H=100
残置

撤去・処分

残置

残置

巾木:ソフト巾木 H=100
残置

既存塗膜除去　工程RB種

天井：プラスター塗り ア20mm　VP

集成材手摺
丸棒格子　SOP

残置

ﾗﾜﾝt=24 OP額縁
既存額縁撤去・処分

集成材手摺 残置
中壁

集成材手摺
中壁

残置

既 存 階 段 断 面 詳 細 図10 棟
R5年02月S=1/50

令和5年度修繕

令和5年度修繕
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断 面 詳 細 図 1:50

撤去・処分

修 　繕 　 名

令和５年度盛岡市立中野小学校校舎安全対策

（外壁・屋上等防水）修繕



天井:平成27年度改修済み
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ﾗﾜﾝt=24 OP額縁

ﾗﾜﾝt=24 OP額縁

ﾗﾜﾝt=24 OP額縁

残置アルミサッシュ

残置アルミサッシュ

残置アルミサッシュ

残置アルミサッシュ

残置アルミサッシュ

残置アルミサッシュ

残置アルミサッシュ

ﾗﾜﾝt=24 OP額縁

ﾗﾜﾝt=24 OP額縁

巾木:ソフト巾木 H=100 残置

残置掲示板

残置掲示板

アルミ笠木 残置

塩化ビニル系シート防水 残置

残置アルミサッシュ

残置アルミサッシュ

残置アルミサッシュ

天井:ﾓﾙﾀﾙ塗り金ｺﾞﾃ

壁:ﾓﾙﾀﾙ塗り金ｺﾞﾃ 残置
床:ﾓﾙﾀﾙ塗り金ｺﾞﾃ

シーリング（既存）
既存撤去

シーリング（既存）
既存撤去

シーリング（既存）
既存撤去

シーリング（既存）
既存撤去

シーリング（既存）
既存撤去

シーリング（既存）
既存撤去

シーリング（既存）
既存撤去

シーリング（既存）
既存撤去

躯体新設部分（平成27年度）

躯体新設部分（平成27年度）

シーリング（既存）
既存撤去

躯体新設部分（平成27年度）外部

平成27年度

平成27年度

残置アルミサッシュ

ﾗﾜﾝt=24 OP額縁

残置アルミサッシュ
天井:石膏ﾎﾞ-ﾄﾞt=9 目ｽｶｼ 貼

700

シーリング（既存）
既存撤去

シーリング（既存）
既存撤去

残置アルミサッシュ

シーリング（既存）
既存撤去

シーリング（既存）
既存撤去

シーリング（既存）
既存撤去

シーリング（既存）
既存撤去

シーリング（既存）
既存撤去

シーリング（既存）
既存撤去

残置アルミサッシュ

残置アルミサッシュ

踏面・蹴込面:ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ下地 ﾋﾞﾆ-ﾙﾀｲﾙ貼 t=2 残置

ノンスリップ 残置

R階階段

残置アルミサッシュ

ﾗﾜﾝt=24 OP額縁

既存額縁撤去・処分

シーリング（既存）
既存撤去

シーリング（既存）
既存撤去

残置 平成27年度

展開方向

Ａ

ＢＤ

Ｃ

断 面 詳 細 図 1:50 展開方向 Ａ

平 面 詳 細 図 1:50

展開方向 展開方向展開方向 Ｄ Ｂ Ｃ

既存扉　解体撤去・処分（※枠　残置）
防火戸
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塩化ビニル系シート防水

DN

額縁残置

残置

ノンスリップ 残置

工程B種　下地調整RB種

工程B種　下地調整RB種

工程B種　下地調整RB種

EP塗り改修仕様

プラスター塗り ア20mm下地

防水形内外装薄塗材E　単層弾性塗材　ゆず肌状

天井：プラスター塗り ア20mm下地

EP塗り改修仕様

天井：プラスター塗り ア20mm下地

EP塗り改修仕様

工程B種　下地調整RB種

巾木:ソフト巾木 H=100 R階階段

工程B種　下地調整RB種

工程B種　下地調整RB種

2
,
3
2
0

亜鉛メッキ鋼板（防錆塗装）ア1.6mm（扉・枠共）
SOP-3（素地ごしらえ 工程A種・錆止め 工程B種）

防火戸（枠残置）

2
,
3
2
0

防火戸（枠残置）
亜鉛メッキ鋼板（防錆塗装）ア1.6mm（扉・枠共）
SOP-3（素地ごしらえ 工程A種・錆止め 工程B種）

防火戸（枠残置）

2
,
3
2
0

亜鉛メッキ鋼板（防錆塗装）ア1.6mm（扉・枠共）
SOP-3（素地ごしらえ 工程A種・錆止め 工程B種）

額縁 新規 ﾗﾜﾝt=24 OP-3

踏面・蹴込面:ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ下地  新規 ﾋﾞﾆ-ﾙﾀｲﾙ貼 t=2

新規 ノンスリップ

防水形内外装薄塗材E　単層弾性塗材　ゆず肌状

壁:モルタル塗り　金鏝下地

壁:モルタル塗り　金鏝下地

防水形内外装薄塗材E　単層弾性塗材　ゆず肌状

壁:モルタル塗り　金鏝下地

亀裂注入補修 無機質結晶増殖型注入材　一材型

浮き注入補修 エポキシ樹脂　分部　アンカーピン

欠損部補修 斫り・ポリマーセメントモルタル充填

爆裂部補修 斫り・除錆・防錆・ポリマーセメントモルタル埋戻し充填

Ｐコン部補修 斫り・除錆・防錆・ポリマーセメントモルタル埋戻し充填

内壁・階段天井

4,000

床

巾木

壁

中壁

天井

仕　上

備考

3階（3階床は除く）からPHへの階段
踏面・蹴込面:ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ下地  新規 ﾋﾞﾆ-ﾙﾀｲﾙ貼 t=2

3階（3階床は除く）からPHへの階段

ソフト巾木 H=100

ポンプ室ポンプ室
ポンプ室

壁:モルタル塗り　金鏝下地
ポンプ室　除く

防水形内外装薄塗材E　単層弾性塗材　ゆず肌状

壁:モルタル塗り　金鏝下地

防水形内外装薄塗材E　単層弾性塗材　ゆず肌状

プラスター塗り ア20mm下地 EP塗り改修仕様

ポンプ室　除く

10 階段室

丸棒格子　SOP
集成材手摺 残置改修無し

集成材手摺
中壁

改修無し

中壁　集成材手摺　PH　集成材手摺　丸鋼格子　改修なし

改 修 階 段 断 面 詳 細 図10 棟
R5年02月S=1/50

令和5年度修繕

令和5年度修繕

令和5年度修繕
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：で示す範囲は工事対象外を示す。１階平面図　　S＝1：150
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安全対策修繕建物Ａ棟　普通教室(1973年築)

安全対策修繕建物Ａ棟　普通教室(1976年築)

安全対策修繕建物Ａ棟　普通教室(1973年築)安全対策修繕建物Ａ棟　普通教室(1976年築)安全対策修繕建物Ａ棟　普通教室(1979年築)

安全対策修繕建物Ｂ棟　普通教室・管理棟（1981年築）
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安全対策修繕建物Ｂ棟　普通教室・管理棟（1981年築）
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：修繕対象を示す
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修繕対象位置図
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男子便所 女子便所

DS PS

廊下

EXP.J

放送室
更衣室

校長室職員室

スタジオ
更衣室

多目的スペース

渡り廊下

廊下

普通教室 普通教室 普通教室 普通教室 普通教室 普通教室資料室

：で示す範囲は工事対象外を示す。
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既存扉　解体撤去・処分（※枠　残置）

1
5

親扉

55 1,860 85

－－

煙感知連動自閉装置

亜鉛メッキ鋼板（防錆塗装）ア1.6mm（扉・枠共）
SOP-3

100

ヒンジクローザ（親扉・潜り戸扉）　戸当りゴム
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告示1369号適合（特定防火設備：例示仕様）
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-110安全対策修繕建物Ａ棟　普通教室(1976年築)

両開きスチール防火ドア

SD-2（外観図）　改修 1

1階 DS

100（40）
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SD-4　既存 SD-4　改修 SD-5（外観図）　既存 SD-5（外観図）　改修

安全対策修繕建物Ｂ棟　普通教室・管理棟（1981年築）

既存・改修　建具表

SD-7　既存 SD-7　改修
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90度戸袋付片開き潜り戸付防火ドア 90度戸袋付片開き潜り戸付防火ドア　扉及び金物新設

90度戸袋付片開き潜り戸付防火ドア 90度戸袋付片開き潜り戸付防火ドア　扉及び金物新設
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安全対策修繕建物Ａ棟　普通教室(1973年築)

修 　 繕 　名

令和５年度盛岡市立中野小学校校舎安全対策

（外壁・屋上等防水）修繕



：で示す範囲は工事対象外を示す。１階平面図　　S＝1：150
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床養生範囲（通路幅 2.00ｍ）
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仮設計画　既存　１階平面図（参考図）
R5年02月

令和5年度修繕
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外周部　養生シート（防炎Ⅱ類）

外周部　養生シート（防炎Ⅱ類）

持ち出し　外周部　養生シート（防炎Ⅱ類）

令和6年度以降修繕

令
和

6
年

度
以

降
修

繕

令和6年度以降修繕

安全対策修繕対象外建物

修 　 繕 　 名

くさび緊結式足場（手すり先行型）建枠 914×1700 等

くさび緊結式足場（手すり先行型）建枠 610×1700 等

くさび緊結式足場（手すり先行型）建枠 610×1700 等

令和５年度盛岡市立中野小学校校舎安全対策

（外壁・屋上等防水）修繕
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仮設計画　既存　２階平面図（参考図）
R5年02月

令和5年度修繕 令和5年度修繕 令和5年度修繕
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令和6年度以降修繕
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繕

安全対策修繕対象外建物

修 　繕 　 名

凡例

内部階段仕上足場

脚立足場　直列

脚立足場　並列

床養生範囲（通路幅 2.00ｍ）

外周部　養生シート（防炎Ⅱ類）

外周部　養生シート（防炎Ⅱ類）

持ち出し　外周部　養生シート（防炎Ⅱ類）

くさび緊結式足場（手すり先行型）建枠 914×1700 等

くさび緊結式足場（手すり先行型）建枠 610×1700 等

くさび緊結式足場（手すり先行型）建枠 610×1700 等

令和５年度盛岡市立中野小学校校舎安全対策

（外壁・屋上等防水）修繕
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仮設計画　既存　３階平面図（参考図）
R5年02月

令和5年度修繕 令和5年度修繕 令和5年度修繕
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安全対策修繕対象外建物

修 　繕 　 名

凡例

内部階段仕上足場

脚立足場　直列

脚立足場　並列

床養生範囲（通路幅 2.00ｍ）

外周部　養生シート（防炎Ⅱ類）

外周部　養生シート（防炎Ⅱ類）

持ち出し　外周部　養生シート（防炎Ⅱ類）

くさび緊結式足場（手すり先行型）建枠 914×1700 等

くさび緊結式足場（手すり先行型）建枠 610×1700 等

くさび緊結式足場（手すり先行型）建枠 610×1700 等

令和５年度盛岡市立中野小学校校舎安全対策

（外壁・屋上等防水）修繕
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仮設計画　既存　４階平面図（参考図）
R5年02月

令和5年度修繕 令和5年度修繕 令和5年度修繕

令和5年度修繕

令和5年度修繕

令和5年度修繕
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令和6年度以降修繕

令和6年度以降修繕

安全対策修繕対象外建物

修 　 繕　 名

凡例

内部階段仕上足場

脚立足場　直列

脚立足場　並列

床養生範囲（通路幅 2.00ｍ）

外周部　養生シート（防炎Ⅱ類）

外周部　養生シート（防炎Ⅱ類）

持ち出し　外周部　養生シート（防炎Ⅱ類）

くさび緊結式足場（手すり先行型）建枠 914×1700 等

くさび緊結式足場（手すり先行型）建枠 610×1700 等

くさび緊結式足場（手すり先行型）建枠 610×1700 等

令和５年度盛岡市立中野小学校校舎安全対策

（外壁・屋上等防水）修繕
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仮設計画　既存　４階屋根伏図（参考図）
R5年02月

令和5年度修繕 令和5年度修繕 令和5年度修繕

令和5年度修繕 令和5年度修繕

令和5年度修繕

令和6年度修繕

令和6年度修繕
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安全対策修繕対象外建物

修 　 繕 　名

凡例

内部階段仕上足場

脚立足場　直列

脚立足場　並列

床養生範囲（通路幅 2.00ｍ）

外周部　養生シート（防炎Ⅱ類）

外周部　養生シート（防炎Ⅱ類）

持ち出し　外周部　養生シート（防炎Ⅱ類）

くさび緊結式足場（手すり先行型）建枠 914×1700 等

くさび緊結式足場（手すり先行型）建枠 610×1700 等

くさび緊結式足場（手すり先行型）建枠 610×1700 等

令和５年度盛岡市立中野小学校校舎安全対策

（外壁・屋上等防水）修繕



（有）大久保建築設計事務所
番　号

枚の内

年月日縮　尺図面内容特　記製　図検　図岩手県知事登録　第  496号

一級建築士登録　第77108号

大　久　保　貞　輔
ＴＥＬ　019－635－7801
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　南側立面図　　Ｓ＝１：１００

　北側立面図　　Ｓ＝１：１００

安全対策修繕建物Ａ棟　普通教室(1973年築) 安全対策修繕建物Ａ棟　普通教室(1976年築)

安全対策修繕建物Ａ棟　普通教室(1976年築) 安全対策修繕建物Ａ棟　普通教室(1973年築)

安全対策修繕建物Ａ棟　普通教室(1979年築)
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R5年02月
仮設計画　既存　立面図　2（参考図）

枠組本足場（手すり先行型）建枠 610×1700 等

枠組本足場（手すり先行型）建枠 610×1700 等

枠組本足場（手すり先行型）建枠 914×1700 等
枠組本足場（手すり先行型）建枠 610×1700 等

枠組本足場（手すり先行型）建枠 914×1700 等

枠組本足場（手すり先行型）建枠 914×1700 等

令和5年度修繕 令和5年度修繕 令和5年度修繕

令和5年度修繕令和5年度修繕令和5年度修繕

A-54

58

養生シート（防炎Ⅱ類）

養生シート（防炎Ⅱ類）

養生シート（防炎Ⅱ類）

養生シート（防炎Ⅱ類）

養生シート（防炎Ⅱ類）

養生シート（防炎Ⅱ類）

10

安全対策修繕建物Ａ棟　普通教室(1979年築)

修　 繕 　 名

令和５年度盛岡市立中野小学校校舎安全対策

（外壁・屋上等防水）修繕
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枚の内

６通り

東側立面図

10

10

4FL

▼

3FL

▼

2FL

▼

1FL

▼
GL

▼

C

　東側立面図　　Ｓ＝１：１００

　西側立面図　　Ｓ＝１：１００

安全対策修繕対象外建物面

安全対策修繕対象外建物面

D C B A C B A C 安全対策修繕建物Ａ棟　普通教室(1973年築)

安全対策修繕建物Ａ棟　普通教室(1979年築)

安全対策修繕建物Ａ棟　普通教室(1973年築)

安全対策修繕建物Ｃ棟　渡り廊下（1981年築）

安全対策修繕建物Ｂ棟　普通教室・管理棟（1981年築）

A B C A B C D

安全対策修繕建物Ｂ棟　普通教室・管理棟（1981年築）

安全対策修繕対象外建物

Ａ棟 Ａ棟 Ｂ棟

Ｂ棟 Ａ棟

安全対策修繕建物Ａ棟　普通教室(1979年築)

安全対策修繕対象外建物
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安全対策修繕建物Ｃ棟　渡り廊下（1981年築）10
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R5年02月S=1/100
仮設計画　既存　立面図　3（参考図）

枠組本足場（手すり先行型）建枠 610×1700 等

枠組本足場（手すり先行型）建枠 914×1700 等

枠組本足場（手すり先行型）建枠 914×1700 等

枠組本足場（手すり先行型）建枠 610×1700 等

枠組本足場（手すり先行型）建枠 914×1700 等 枠組本足場（手すり先行型）建枠 610×1700 等

枠組本足場（手すり先行型）建枠 610×1700 等

枠組本足場（手すり先行型）建枠 610×1700 等

枠組本足場（手すり先行型）建枠 610×1700 等

枠組本足場（手すり先行型）建枠 610×1700 等

枠組本足場（手すり先行型）建枠 914×1700 等

枠組本足場（手すり先行型）建枠 914×1700 等

令和5年度修繕

令和5年度修繕

令和5年度修繕

令和5年度修繕

令和5年度修繕

A-55
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養生シート（防炎Ⅱ類）

養生シート（防炎Ⅱ類）

養生シート（防炎Ⅱ類）

養生シート（防炎Ⅱ類）

養生シート（防炎Ⅱ類）

養生シート（防炎Ⅱ類）

養生シート（防炎Ⅱ類）

養生シート（防炎Ⅱ類）

養生シート（防炎Ⅱ類）

養生シート（防炎Ⅱ類）

養生シート（防炎Ⅱ類）

養生シート（防炎Ⅱ類）

令和6年度以降修繕

令和6年度以降修繕

令和6年度以降修繕

令和6年度以降修繕

安全対策修繕建物Ａ棟　普通教室(1973年築)

修　 繕 　 名

令和５年度盛岡市立中野小学校校舎安全対策

（外壁・屋上等防水）修繕



14 -3

（有）大久保建築設計事務所
ＴＥＬ　019－635－7801

盛岡市西仙北１丁目19番14号
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一級建築士登録　第77108号
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安全対策修繕建物Ｂ棟　普通教室・管理棟（1981年築）

安全対策修繕建物Ａ棟　普通教室(1973年築)

安全対策修繕建物Ａ棟　普通教室(1979年築)

安全対策修繕建物Ｃ棟　渡り廊下（1981年築）

安全対策修繕対象外建物
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修繕場所

安全対策修繕建物Ａ棟　普通教室(1976年築)
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令和6年度以降修繕
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岩手県盛岡市中野2丁目12番1号

修 　 繕 　 名

（※対象外）

（対象）

（対象）

（対象）

（※対象外）

足場用整地修繕：単粒度砕石T＝100　敷き均し2ｍ×50ｍ＝100㎡程度

令和５年度盛岡市立中野小学校校舎安全対策

（外壁・屋上等防水）修繕


